
広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

1歳6か月児健診、吾北・本川乳児健診は個別に通知します。

保健行事予定表 4/11～5/10
4月１日～10日の予定は広報3月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
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内　　容 日　程 場　　所 受付時間
4/12（火）
4/19（火）
5/10（火）
4/21（木）
4/28（木）

おやこっこたいむ
（育児相談）

1歳6か月児健診
吾北・本川乳児健診

天王コミュニティセンター
総合健康センター（ぐりぐらひろば）
枝川コミュニティセンター
すこやかセンター伊野
吾北中央公民館

9:20～9：50

13：00～14：30
13：30～

4月

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

 ● 総人口　24,039（24,515）人
 ● 男　性　11,467（11,668）人

 ● 女　性　12,572（12,847）人
 ● 世帯数　10,769（10,831）世帯

（住民基本台帳人口による）

平成28年2月末日現在（　）内は前年同月末日
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今月の主な内容
P.2　  教えてマイナちゃん！　マイナンバーカードについて
P.3　  後期高齢者医療制度の手続きにおいてマイナンバー（個人番号）の記載が必要です
P.4　  南海トラフ地震に備える事業について
P.6　  消防団員募集中
P.8　  第22回　仁淀川紙のこいのぼりを開催します
P.8　  いの町メール配信サービスについて

5月4月

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

4/28（木）乳がん検診・
子宮頸がん検診

勝賀瀬小学校
旧神谷中学校
波川公民館

8：00～
10：00～
13：00～

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・大腸・胃）
※健診は1年に1回、乳がん検診・子宮頸がん検診は2年に1回となっています。

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。
電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけん福祉課（　893－3811）
までお申し込みください。
ハガキの場合は、本誌に折り込みの「健康ガイド」に入っているハガキで、平成28年度の各会場での
特定健診・30歳代健診・がん検診の申し込みができます。電話申込受付開始日の1週間前までに投函
をお願いします。

固定資産税　全期納付　１期

今 月 の 納 税

健
診
・
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ん
検
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内　容 日　程 場　　所 受付時間 電話申込受付期間
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ん
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5/11（水）
5/16（月）
5/18（水）
5/19（木）
5/20（金）
5/27（金）
6/  1（水）
6/  2（木）
6/  3（金）

6/17（金）

健診

乳がん検診・
子宮頸がん検診

勝賀瀬小学校
旧神谷中学校

天王コミュニティセンター

波川公民館

枝川コミュニティセンター

天王コミュニティセンター

8：00～  9：00
8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～

4/11（月）～ 4/15（金）
4/18（月）～ 4/22（金）

4/18（月）～ 4/22（金）

4/25（月）～ 5/  2（月）

4/25（月）～ 5/  2（金）

5/  9（月）～ 5/13（金）
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　なお、郵送での申請の場合は、マイナンバーが確認できる書類と本人確認書類のコピーを同封して
ください。ただし、ご自分のマイナンバーが分からないなど、マイナンバーの記載が難しい場合は、
空欄のまま提出していただいてかまいません。その場合、本人確認書類などは必要ありません。

後期高齢者医療制度の手続きにおいて
マイナンバー（個人番号）の記載が必要です

◆ 問い合わせ ◆  町民課　 893－1117

◆マイナンバーの記載が必要となる手続き

◆マイナンバー記載に伴い必要になるマイナンバー確認と本人確認

◆本人確認書類一覧

資格に関するもの 給付に関するもの

　マイナンバー制度の開始に伴い、後期
高齢者医療の各届出書・申請書に被保険
者の方のマイナンバーの記載、そして窓
口に来られた方の本人確認が必要となり
ました。

　窓口にお越しいただく際には、
通知カードなどの「マイナンバー
が確認できる書類」と運転免許証
などの「本人確認書類」をお持ち
ください。

▶後期高齢者医療の資格取得・喪失に係る届書
▶後期高齢者医療被保険者証や限度額適用・標
準負担額減額認定などの再交付に係る申請書
▶被保険者の住所変更
▶世帯変更に係る届出　　
▶基準収入額による判定に係る申請書　
▶住所地特例に係る届書

▶高額療養費、療養費、高額介護合算療養費の
支給申請書　
▶特定疾病認定申請書
▶限度額適用・標準負担額減額認定の申請に係
る申請書　
▶第三者行為による被害の届出に係る届書

窓口に来られた方

種別

1点で確認できるもの

2点が必要なもの
（右記のうち、いずれか
2点が必要です。）

書類一覧

被保険者

同一世帯員

別世帯

被保険者本人のマイナン
バーの確認が必要

（被保険者の）
　本人確認が必要
（窓口に来られた）
　同一世帯員の本人確認が必要

　代理人の本人確認が必要

マイナンバー確認 本人確認 代理権の確認

代
理
人

―

1．法定代理人の場合は、戸籍謄本
などその資格を証明する書類

2．任意代理人の場合には委任状
3．上記1.2.が困難な場合には、被
保険者本人の保険証の原本

運転免許証、パスポート、マイナンバーカード（個人番号カード）、住基カード（顔
写真あり）、身体障害者手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書　など

官公署発行の顔写真のないもの（医療保険証、住基カード、年金手帳・年金証書、介
護保険証、各種医療受給者証　など）、キャッシュカード・クレジットカード、通帳
　など

後期高齢者医療制度加入の皆さんへ

通知カードは身分証として利用するこ
とができるの？

　通知カードはマイナンバーの確認の
ためのみに利用することができるカー
ドですので、身分証としては利用しない
ようお願いします。

通知カードやマイナンバーカードの内
容に変更があったらどうするの？

　引越しなどで住所が変わるときは、
住民票異動の手続きの時に、通知カー
ドかマイナンバーカードを一緒に窓口に
提出して、記載内容を変更してくださ
い。

通知カードやマイナンバーカードをな
くしたらどうすればいいの？悪用され
てしまうの？

　紛失や盗難にあったときは、下記の
マイナンバー総合フリーダイヤル（無
料）に電話し、利用の一時停止（24時
間365日対応）を行ってください。カー
ドの再交付は、窓口で手続きをしてくだ
さい。再交付には、市区町村が定める手
数料がかかります。
　なお、マイナンバーカードのICチッ
プには、税や年金に関する情報などのプ
ライバシー性の高い個人情報は記録され
ていません。
　また、顔写真があることや暗証番号の
設定などのセキュリティ対策により、マ
イナンバーカードの悪用は困難な仕組み
となっています。

今持っている住民基本台帳カード（住
基カード）はどうなるの？

　マイナンバー制度の導入に伴い、平
成28年1月以降、これまでの住基カー
ドに替えてマイナンバーカードを交付す
ることとなっています。このため、国の
法令の規定により、マイナンバーカード
取得の際は住基カードを返納していただ
くこととなっています。ただし、記念と
して失効した住基カードをお持ちいただ
くことはできますので、ご希望の場合に
は、その旨窓口の職員までお申し出くだ
さい。
　なお、現在お持ちの住基カードは、有
効期間内であれば、マイナンバーカード
を取得するまでは利用することができま
す。

マイナンバーカード（個人番号カー
ド）を取得するとなぜ通知カードを返
さなくてはならないの？

　社会保障・税・災害対策における各
種手続きにおいては、①マイナンバー
の確認と②本人確認の両方が行われるこ
ととなりますが、マイナンバーカード
は、その両方を１枚のカードで行うこと
ができます。
　一方、通知カードは、マイナンバーの
確認を行うためのみにつくられるカード
であり、マイナンバーカードがあれば、
通知カードを持っている必要はなくなり
ます。
　このようなことから、国の法令の規定
により、マイナンバーカード取得の際
は、通知カードを返納していただき、返
納された通知カードは市区町村において
速やかに廃棄することとされています。

教えてマイナちゃん！教えてマイナちゃん！

マイナンバー総合フリーダイヤル

　0120－95－0178（無料）
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　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約8割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるもので
した。
　町では、南海トラフ地震に備え、地震に強い安全な住まいづくりを目指すために、次の事業を実施
しています。
　また、町では平成28年度から耐震診断の無料化と耐震設計・改修事業、ブロック塀等対策推進補助
事業について、補助金額を増額しました。南海トラフ地震での被害を軽減するためにも、積極的な
「揺れ対策」をお願いします。なお、段階的耐震化補助については、今後要綱などの整備を進め、補助を
始めるときには改めて広報でお知らせをします。
※段階的耐震化補助…現行の補助制度は、ほぼ倒壊しないレベルまで
改修する工事が対象ですが、段階的耐震化補助はその前段階の改修
にも補助をするものです。

町内に所在し、昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、併
用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が1.0未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が1.0以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改
修設計については登録設計事務所が実施し、耐震改修については登録工務店が実
施するもの

④本年度中に事業が完了するもの

〇耐震改修設計費・・・設計費用の3分の2最高20万5千円
〇耐震改修工事費・・・最高92万5千円

特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを
含む混構造の住宅）

町内に居住し、対象となる住宅の所有者でいの町税を滞納していない者

申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、間取りの確認・床下や
天井裏の点検口（開口部）から内部を直接見て調べます。なお、壁を壊したり、天
井をめくるような調査は行いません。
無料
申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。
①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講
習」を受講し県へ登録されている者です。

②耐震診断は、住宅の耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義務
付けるものではありません。

③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定す
るものであり、地震によって倒壊しないことを保証するものではありません。

　この補助金は、非木造住宅の耐震診断・改修を行った、町内在住の方に対する
補助金です。
　耐震診断を実施したことに対して3万円、耐震設計に20万5千円、耐震改修工
事に92万5千円を上限に補助があります。着手前に申請が必要となります。詳細
はお問い合わせください。

南海トラフ地震に備える事業について南海トラフ地震に備える事業について
■申込・問い合わせ　総務課 　 893－1113
　　　　　　　　　　吾北総合支所住民福祉課 　 867－2300
　　　　　　　　　　本川総合支所住民福祉課 　 869－2112

1 木造住宅耐震診断

1　対象となる住宅

2　対象とならない住宅

3　診断を受ける
　  ことができる方

4　診断方法

5　診断費用
6　申込期間

7　注意事項

1　要件

2　補助金額

2 木造住宅耐震設計・改修

3 非木造住宅の耐震診断・設計・改修

　ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活動の阻害など）の防止、
又は軽減することを目的とした補助事業です。

4 ブロック塀の耐震対策補助

　現在、全国的に空き家が増加傾向にあり、安全面や景観面などにおいて、大きな問題となっていま
す。老朽化が著しい建物で、周囲に危険性がある住宅などの除却に対する補助事業です。

5 老朽住宅除却事業

　自分で家具の転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代はご負担していただ
き、委託業者に取付作業を依頼します。

6 家具転倒防止

①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含む。）
②いの町税などを滞納していない者

補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去
又は倒壊時の被害が少ないフェンスや生け垣への改修を行うための経費が、補助の
対象となります。

定額（補助限度額）20万5千円、補助対象経費が20万5千円に満たない場合は、その額
となります。また、補助金の額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てになります。

道路、通路に面したコンクリートブロック塀などのうち、点検表に一つでも不適合
があるものが補助の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで使用する
点検表が異なります。なお、建築基準法第42条第2項に規定する道路の中心から2
メートル以内にあるブロック塀は、前面道路の中心線から2メートル後退して改修
してください。

1　補助対象者

2　補助の対象と
　  なるブロック塀など

3　補助対象経費

4　補助金額

①いの町内にある老朽住宅の所有者であること。ただし、当該所有者と親子関係に
ある者など町長が認めたものを含む。
②いの町税などを滞納していない者

除却工事費に10分の8を乗じて得た額とし、その限度額は164万5千円とする。

①いの町地域防災計画に位置付けられた緊急輸送道路又は避難路の沿道に位置する
老朽化した木造住宅など
②別表第1に規定する基準で100点以上の評定があるもの
※別表第1については、担当課までお問い合わせください。

1　補助対象者

2　補助対象建築物

3　補助金額

申請書の提出
　→取付可否の判断 → 決定通知書の送付 → 委託業者の現地確認 → 取付作業 → 事業完了

①取付金具代は自己負担となります。
②家具の柱、壁などの補強は行いません。
③借家などの場合、家屋の所有者又は管理者の承諾が必要となります。
④設置後、必ず転倒しないことを保証するものではありません。

全世帯
1世帯につき5か所まで

1　事業の流れ

4　その他注意事項

3　固定箇所数
2　補助対象者

無料化

増額

増額

増額
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　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約8割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるもので
した。
　町では、南海トラフ地震に備え、地震に強い安全な住まいづくりを目指すために、次の事業を実施
しています。
　また、町では平成28年度から耐震診断の無料化と耐震設計・改修事業、ブロック塀等対策推進補助
事業について、補助金額を増額しました。南海トラフ地震での被害を軽減するためにも、積極的な
「揺れ対策」をお願いします。なお、段階的耐震化補助については、今後要綱などの整備を進め、補助を
始めるときには改めて広報でお知らせをします。
※段階的耐震化補助…現行の補助制度は、ほぼ倒壊しないレベルまで
改修する工事が対象ですが、段階的耐震化補助はその前段階の改修
にも補助をするものです。

町内に所在し、昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、併
用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が1.0未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が1.0以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改
修設計については登録設計事務所が実施し、耐震改修については登録工務店が実
施するもの

④本年度中に事業が完了するもの

〇耐震改修設計費・・・設計費用の3分の2最高20万5千円
〇耐震改修工事費・・・最高92万5千円

特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを
含む混構造の住宅）

町内に居住し、対象となる住宅の所有者でいの町税を滞納していない者

申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、間取りの確認・床下や
天井裏の点検口（開口部）から内部を直接見て調べます。なお、壁を壊したり、天
井をめくるような調査は行いません。
無料
申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。
①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講
習」を受講し県へ登録されている者です。

②耐震診断は、住宅の耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義務
付けるものではありません。

③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定す
るものであり、地震によって倒壊しないことを保証するものではありません。

　この補助金は、非木造住宅の耐震診断・改修を行った、町内在住の方に対する
補助金です。
　耐震診断を実施したことに対して3万円、耐震設計に20万5千円、耐震改修工
事に92万5千円を上限に補助があります。着手前に申請が必要となります。詳細
はお問い合わせください。

南海トラフ地震に備える事業について南海トラフ地震に備える事業について
■申込・問い合わせ　総務課 　 893－1113
　　　　　　　　　　吾北総合支所住民福祉課 　 867－2300
　　　　　　　　　　本川総合支所住民福祉課 　 869－2112

1 木造住宅耐震診断

1　対象となる住宅

2　対象とならない住宅

3　診断を受ける
　  ことができる方

4　診断方法

5　診断費用
6　申込期間

7　注意事項

1　要件

2　補助金額

2 木造住宅耐震設計・改修

3 非木造住宅の耐震診断・設計・改修

　ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活動の阻害など）の防止、
又は軽減することを目的とした補助事業です。

4 ブロック塀の耐震対策補助

　現在、全国的に空き家が増加傾向にあり、安全面や景観面などにおいて、大きな問題となっていま
す。老朽化が著しい建物で、周囲に危険性がある住宅などの除却に対する補助事業です。

5 老朽住宅除却事業

　自分で家具の転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代はご負担していただ
き、委託業者に取付作業を依頼します。

6 家具転倒防止

①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含む。）
②いの町税などを滞納していない者

補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去
又は倒壊時の被害が少ないフェンスや生け垣への改修を行うための経費が、補助の
対象となります。

定額（補助限度額）20万5千円、補助対象経費が20万5千円に満たない場合は、その額
となります。また、補助金の額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てになります。

道路、通路に面したコンクリートブロック塀などのうち、点検表に一つでも不適合
があるものが補助の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで使用する
点検表が異なります。なお、建築基準法第42条第2項に規定する道路の中心から2
メートル以内にあるブロック塀は、前面道路の中心線から2メートル後退して改修
してください。

1　補助対象者

2　補助の対象と
　  なるブロック塀など

3　補助対象経費

4　補助金額

①いの町内にある老朽住宅の所有者であること。ただし、当該所有者と親子関係に
ある者など町長が認めたものを含む。
②いの町税などを滞納していない者

除却工事費に10分の8を乗じて得た額とし、その限度額は164万5千円とする。

①いの町地域防災計画に位置付けられた緊急輸送道路又は避難路の沿道に位置する
老朽化した木造住宅など
②別表第1に規定する基準で100点以上の評定があるもの
※別表第1については、担当課までお問い合わせください。

1　補助対象者

2　補助対象建築物

3　補助金額

申請書の提出
　→取付可否の判断 → 決定通知書の送付 → 委託業者の現地確認 → 取付作業 → 事業完了

①取付金具代は自己負担となります。
②家具の柱、壁などの補強は行いません。
③借家などの場合、家屋の所有者又は管理者の承諾が必要となります。
④設置後、必ず転倒しないことを保証するものではありません。

全世帯
1世帯につき5か所まで

1　事業の流れ

4　その他注意事項

3　固定箇所数
2　補助対象者

無料化

増額

増額

増額
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消
防
団
っ
て
な
に
？

　「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
る

け
ど
、「
消
防
署
」
と
は
ち
が
う
の
？
消
防

団
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

非
常
備
消
防

　「
非
常
備
消
防
」
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で

す
が
、
こ
れ
と
反
対
に
「
常
備
消
防
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防
業
務
を
専

門
に
行
う
行
政
機
関
や
そ
の
職
員
を
表
す
言

葉
で
す
。

　
一
方
、「
非
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
消

防
団
は
、
日
常
は
ほ
か
に
職
業
を
持
つ
一
般

住
民
で
あ
る
団
員
で
組
織
さ
れ
、
火
災
な
ど

の
災
害
時
に
出
動
し
、
消
火
・
防
災
活
動
に

あ
た
る
機
関
で
す
。
出
動
し
た
と
き
に
は
、

消
防
署
と
協
力
し
、
消
火
・
防
災
活
動
を
行

い
ま
す
。

消
防
団
の
組
織

　
い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単
位
で
３
方

面
隊
に
分
か
れ
、各
地
域
単
位
の
分
団
や
部
・

班
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地
域
に
消
防

屯
所
が
あ
り
、
消
防
車
を
は
じ
め
消
防
団
活

動
に
必
要
な
資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。消

防
団
の
役
割

　（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
時

に
各
地
で
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、消
防
署
・

警
察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
こ
と

は
地
域
で
解
決
す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、住
民
の
避
難
誘
導
、

水
門
閉
鎖
、
消
火
、
救
助
、
傷
病
者
搬
送
、

行
方
不
明
者
捜
索
、
瓦
礫
撤
去
、
避
難
所
運

営
支
援
、
夜
間
警
戒
な
ど
、
災
害
発
生
初
期

か
ら
長
期
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
の
町
で
も
、平
成
26
年
度
の
台
風
12
号
・

11
号
災
害
で
は
全
団
員
を
招
集
し
、
水
防
警

戒
、
舟
艇
に
よ
る
人
命
救
助
、
道
路
障
害
物

除
去
、
避
難
誘
導
、
被
災
状
況
報
告
な
ど
、

各
地
域
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
元
の
状
況
な
ど
を
熟
知
し
て
い

る
消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て

　
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　
火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め
そ
の
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
活
動

　
消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の

で
す
。

　
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水
害
時
の
水

防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、
災
害
現
場
の
第
一

線
で
消
防
署
の
消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の

防
除
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
・
救
助
、
水
難
救
助
活
動
な
ど
に
も

出
動
し
ま
す
。

予
防
活
動

　
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重
要
な
活
動

で
す
。

　
年
末
特
別
警
戒
に
よ
る
地
域
の
火
災
予

防
、
町
民
祭
で
の
警
防
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。

訓
練
・
教
育
活
動

　
出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活
動
を
行
う

た
め
に
は
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
消
防
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　
消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習
や
水
難
救

助
訓
練
、
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
訓
練

な
ど
、
年
数
回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防
学
校
で
消

防
団
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
へ

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

啓
発
・
広
報
活
動

　
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
地
域
住
民

の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の

防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ
の
参
加

を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
警
察
署
と
協
力
し
て
、
水
難
事
故
防

止
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
魅
力
は
？

　
消
防
団
っ
て
大
変
そ
う
！
確
か
に
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
す
ば
ら
し
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
消
防
団
活
動
の
魅
力
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

最
高
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
消
防
団
員
は
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
、
出
動
の
際
に
は
報
酬
も
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
職
務
の
重
責
に
比
べ
れ
ば
少
な

い
報
酬
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
が
強
い
も
の
で
す
。

　「
義
勇
消
防
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
消
防
団
と
い
え
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い

　
団
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
〜
60
代
、
職
業

も
農
業
、
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務
員
と
多

種
多
様
で
す
。

　
一
緒
に
様
々
な
消
防
団
活
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
の
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
交
友
関
係
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
消
防
団
の
魅
力
で
す
。

訓
練
や
出
動
は
？

　
例
え
ば
伊
野
方
面
隊
で
の
訓
練
は
、
月
一

回
の
定
時
通
信
と
資
機
材
点
検
、
春
と
秋
の

演
習
、
５
月
の
水
難
救
助
訓
練
が
主
な
訓
練

内
容
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
年
末
警

戒
や
町
民
祭
の
警
備
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
操
法
大
会
の
あ
る
年
に
つ
い
て
は
、

出
場
す
る
各
分
団
・
部
で
の
操
法
訓
練
が
あ

り
ま
す
。

　
火
災
、
大
雨
に
よ
る
水
防
活
動
、
水
難
事

故
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
に
、
出
動
要

請
が
あ
り
ま
す
。

団
員
の
身
分
や
待
遇
は
？

　
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
特
別
職

地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

　
費
用
弁
償
と
し
て
、
８
時
間
を
1
回
の
出

務
と
し
て
、
1
回
５
，
０
０
０
円
支
給
さ
れ
、

年
度
末
に
、
階
級
に
応
じ
て
年
報
酬
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
公
務
中
の
災
害
に
つ
い
て
も
手
厚
い

補
償
が
あ
り
、
退
団
さ
れ
る
際
に
は
、
勤
務

年
数
に
応
じ
て
退
職
報
奨
金
も
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
互
助
会
制
度
や
福
祉
共
済

制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
方
法
は
？

　
町
内
在
住
の
方
で
地
域
で
の
防
火
・
防
災

活
動
に
従
事
し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳
以
上
の

方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
入
団
す
る
日
は
い
つ
か
ら
で
も
大
丈
夫
で

す
。

　
入
団
の
申
込
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

①
地
域
の
各
分
団

②
仁
淀
消
防
署
消
防
団
係８

９
３

－

３
２
２
１

③
い
の
町
総
務
課

８
９
３

－

１
１
１
３

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
入
団
員
の
紹
介

　
新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た
方
を
紹
介

し
ま
す
。
地
域
で
の
消
防
・
防
災
活
動
に
お

け
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防
団
活
動

に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

吾
北
方
面
隊

小
川
分
団
第
３
班

　
　
　
筒
井
　
優
斗

　
４
月
の
消
防
団
行
事
予
定

４
月
27
日
（
水
）

　
高
知
県
消
防
大
会

４
月
24
日
（
日
）

　
い
の
町
消
防
団
互
助
会
総
会

　
及
び
幹
部
会

平成26年台風災害時の活動

園児との交流（防火パレード）

消防団員募集中

あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？
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消
防
団
っ
て
な
に
？

　「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
る

け
ど
、「
消
防
署
」
と
は
ち
が
う
の
？
消
防

団
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

非
常
備
消
防

　「
非
常
備
消
防
」
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
で

す
が
、
こ
れ
と
反
対
に
「
常
備
消
防
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防
業
務
を
専

門
に
行
う
行
政
機
関
や
そ
の
職
員
を
表
す
言

葉
で
す
。

　
一
方
、「
非
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
消

防
団
は
、
日
常
は
ほ
か
に
職
業
を
持
つ
一
般

住
民
で
あ
る
団
員
で
組
織
さ
れ
、
火
災
な
ど

の
災
害
時
に
出
動
し
、
消
火
・
防
災
活
動
に

あ
た
る
機
関
で
す
。
出
動
し
た
と
き
に
は
、

消
防
署
と
協
力
し
、
消
火
・
防
災
活
動
を
行

い
ま
す
。

消
防
団
の
組
織

　
い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単
位
で
３
方

面
隊
に
分
か
れ
、各
地
域
単
位
の
分
団
や
部
・

班
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地
域
に
消
防

屯
所
が
あ
り
、
消
防
車
を
は
じ
め
消
防
団
活

動
に
必
要
な
資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。消

防
団
の
役
割

　（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
時

に
各
地
で
被
害
が
発
生
す
る
た
め
、消
防
署
・

警
察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
地
域
の
こ
と

は
地
域
で
解
決
す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、住
民
の
避
難
誘
導
、

水
門
閉
鎖
、
消
火
、
救
助
、
傷
病
者
搬
送
、

行
方
不
明
者
捜
索
、
瓦
礫
撤
去
、
避
難
所
運

営
支
援
、
夜
間
警
戒
な
ど
、
災
害
発
生
初
期

か
ら
長
期
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
た
め
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
い
の
町
で
も
、平
成
26
年
度
の
台
風
12
号
・

11
号
災
害
で
は
全
団
員
を
招
集
し
、
水
防
警

戒
、
舟
艇
に
よ
る
人
命
救
助
、
道
路
障
害
物

除
去
、
避
難
誘
導
、
被
災
状
況
報
告
な
ど
、

各
地
域
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
元
の
状
況
な
ど
を
熟
知
し
て
い

る
消
防
団
は
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て

　
ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　
火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め
そ
の
主
な

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
活
動

　
消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重
要
な
も
の

で
す
。

　
火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水
害
時
の
水

防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、
災
害
現
場
の
第
一

線
で
消
防
署
の
消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の

防
除
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
・
救
助
、
水
難
救
助
活
動
な
ど
に
も

出
動
し
ま
す
。

予
防
活
動

　
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重
要
な
活
動

で
す
。

　
年
末
特
別
警
戒
に
よ
る
地
域
の
火
災
予

防
、
町
民
祭
で
の
警
防
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。

訓
練
・
教
育
活
動

　
出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活
動
を
行
う

た
め
に
は
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
消
防
技
術

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　
消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習
や
水
難
救

助
訓
練
、
防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
訓
練

な
ど
、
年
数
回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防
学
校
で
消

防
団
員
と
し
て
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
へ

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

啓
発
・
広
報
活
動

　
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
地
域
住
民

の
防
火
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
地
域
の
保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の

防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ
の
参
加

を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
警
察
署
と
協
力
し
て
、
水
難
事
故
防

止
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
魅
力
は
？

　
消
防
団
っ
て
大
変
そ
う
！
確
か
に
そ
う
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
す
ば
ら
し
い
魅
力
が
あ

り
ま
す
。
消
防
団
活
動
の
魅
力
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

最
高
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
消
防
団
員
は
、
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

し
て
、
出
動
の
際
に
は
報
酬
も
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
職
務
の
重
責
に
比
べ
れ
ば
少
な

い
報
酬
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
が
強
い
も
の
で
す
。

　「
義
勇
消
防
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
支
え
ら
れ

て
い
る
の
が
消
防
団
と
い
え
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い

　
団
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
〜
60
代
、
職
業

も
農
業
、
自
営
業
、
会
社
員
、
公
務
員
と
多

種
多
様
で
す
。

　
一
緒
に
様
々
な
消
防
団
活
動
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
内
の
い
ろ
ん
な
方
と
知
り
合
い

に
な
る
こ
と
が
で
き
、
交
友
関
係
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
消
防
団
の
魅
力
で
す
。

訓
練
や
出
動
は
？

　
例
え
ば
伊
野
方
面
隊
で
の
訓
練
は
、
月
一

回
の
定
時
通
信
と
資
機
材
点
検
、
春
と
秋
の

演
習
、
５
月
の
水
難
救
助
訓
練
が
主
な
訓
練

内
容
と
な
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
年
末
警

戒
や
町
民
祭
の
警
備
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
操
法
大
会
の
あ
る
年
に
つ
い
て
は
、

出
場
す
る
各
分
団
・
部
で
の
操
法
訓
練
が
あ

り
ま
す
。

　
火
災
、
大
雨
に
よ
る
水
防
活
動
、
水
難
事

故
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
に
、
出
動
要

請
が
あ
り
ま
す
。

団
員
の
身
分
や
待
遇
は
？

　
消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤
の
特
別
職

地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

　
費
用
弁
償
と
し
て
、
８
時
間
を
1
回
の
出

務
と
し
て
、
1
回
５
，
０
０
０
円
支
給
さ
れ
、

年
度
末
に
、
階
級
に
応
じ
て
年
報
酬
も
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
公
務
中
の
災
害
に
つ
い
て
も
手
厚
い

補
償
が
あ
り
、
退
団
さ
れ
る
際
に
は
、
勤
務

年
数
に
応
じ
て
退
職
報
奨
金
も
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
互
助
会
制
度
や
福
祉
共
済

制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

入
団
の
方
法
は
？

　
町
内
在
住
の
方
で
地
域
で
の
防
火
・
防
災

活
動
に
従
事
し
て
く
れ
る
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
男
女
を
問
わ
ず
18
歳
以
上
の

方
の
入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
入
団
す
る
日
は
い
つ
か
ら
で
も
大
丈
夫
で

す
。

　
入
団
の
申
込
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

①
地
域
の
各
分
団

②
仁
淀
消
防
署
消
防
団
係８

９
３

－

３
２
２
１

③
い
の
町
総
務
課

８
９
３

－

１
１
１
３

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
入
団
員
の
紹
介

　
新
た
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
た
方
を
紹
介

し
ま
す
。
地
域
で
の
消
防
・
防
災
活
動
に
お

け
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
お
き
ま
し
て
も
新
入
団
員
の
消
防
団
活
動

に
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

吾
北
方
面
隊

小
川
分
団
第
３
班

　
　
　
筒
井
　
優
斗

　
４
月
の
消
防
団
行
事
予
定

４
月
27
日
（
水
）

　
高
知
県
消
防
大
会

４
月
24
日
（
日
）

　
い
の
町
消
防
団
互
助
会
総
会

　
及
び
幹
部
会

平成26年台風災害時の活動

園児との交流（防火パレード）

消防団員募集中

あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？
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仁淀川紙のこいのぼりを開催します

オープニング 9：00～
こい流し 9：30～
仁淀川ふるさと市 10：00～16：00
川舟体験 12：00～16：00
ワークショップ 10：00～16：00
こいのぼり探し（宝探し） 13：00開始～

仁淀川ふるさと市 10：00～16：00
川舟体験 10：00～受付15：00まで
ワークショップ 10：00～15：00
こいのぼり探し（宝探し） 13：00開始～
水中こいのぼりプレゼント 16：00～

 情報種別
①防災情報/避難勧告、火災予防運動、防災訓練に関
する情報など（火災発生場所など火事に関する情報
は配信しません。）
②イベント情報/町民祭、氷室祭りなどイベントの開
催や中止に関する情報
③行政情報/交通安全運動、大規模な断水、行方不明
者などの全般的情報
④防犯情報/不審者情報、振り込め詐欺情報など防犯
に関する情報
⑤教育情報/町内公立保幼小中における台風や大雨、流
行性疾病などによる臨時休園・休校・休会情報など
⑥気象情報/気象に関する注意報、警報、地震情報など
 配信エリア
　情報種別により、異なりますが、基本的に、旧3町
村や小学校区単位となっています。

 登録方法
①メールアドレス
「ino@entry.mail-dpt.jp」に空
メールを送信するか、右のQR
コードから空メールを送信して
ください。
②いの町メール配信サービス（本
登録サイト）の案内メールが届
きます。
※配信元アドレスは、info@town.ino.kochi.jpです。
迷惑メール防止などをしている方は、対応をお願い
します。
　③本登録サイトにアクセスして、配信情報、配信エ
リアを選択し、登録します。
※30分以内に登録を終了してください。
　④登録完了のメールが届きます。（完了）

いの町メール配信サービスについて

ＱＲコード（登録用）

　町では「いの町メール配信サービス」を実施しています。
　これは、ご自分で気象情報、防災情報、不審者情報、イベント情報といった情報種別と、配信エリアを設定し、
携帯電話やパソコンで受信するものです。

仁淀川ふるさと市 10：00～16：00
川舟体験 10：00～16：00
ワークショップ 10：00～16：00
吾北清流太鼓 14：00～
水切り大会　　　　
　　水切り教室 10：00～10：30
　　水切り大会（午前の部） 10：30～11：45
　　表彰式（午前の部） 12：00～
　　水切り教室 13：00～13：30
　　水切り大会（午後の部） 13：30～14：50
　　表彰式（午後の部） 15：00～

▶ 期間　5月3日（火・祝）～5月5日（木・祝）
▶ 場所　国道33号仁淀川橋下（いの町波川公園周辺）

※水中こいのぼりプレゼントは
　15：30～整理券を配付します。
※イベント内容・時間は天候などに
　より変更になる場合があります。

主催　仁淀川紙のこいのぼり実行委員会
共催　いの町観光協会
問い合わせ　産業経済課　893－1115
　　　　　　いの町観光協会　893－1211

▶ 期間　5月3日（火・祝）～5月5日（木・祝）
▶ 場所　国道33号仁淀川橋下（いの町波川公園周辺）

※水中こいのぼりプレゼントは
　15：30～整理券を配付します。
※イベント内容・時間は天候などに
　より変更になる場合があります。

主催　仁淀川紙のこいのぼり実行委員会
共催　いの町観光協会
問い合わせ　産業経済課　893－1115
　　　　　　いの町観光協会　893－1211

第22回

5月3日（火・祝）

5月5日（木・祝）

5月4日（水・祝）

　
2
月
9
日
、
枝
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
枝
川
分
団
主
催
に
よ
る

恒
例
の
初
午
行
事
が
、
枝
川
保
育

園
と
枝
川
幼
稚
園
の
園
児
、
枝
川

小
学
校
の
児
童
の
参
加
に
よ
り
、

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
午
と
は
、
立
春
後
の
最
初
の

午
の
日
の
こ
と
で
、
古
く
か
ら
こ

の
日
に
起
こ
し
た
火
は
良
い
火
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
消
防
に

と
っ
て
は
大
事
な
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。
枝
川
分
団
の
初
午
行
事
は
、

半
世
紀
に
わ
た
り
、
小
さ
い
子
ど

も
へ
の
火
災
予
防
啓
発
・
防
災
教

育
を
目
的
に
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
と
園
児
は
、
消
防
車
・
救

急
車
へ
の
体
験
乗
車
、
消
防
車
と

の
綱
引
き
、
仁
淀
消
防
署
職
員
の

指
導
に
よ
る
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、

放
水
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
楽
し

み
な
が
ら
火
災
予
防
や
防
災
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
春

の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
各
地

で
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
火

災
予
防
を
訴
え
る
た
め
、
伊
野
保

育
園
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
、
川

内
保
育
園
、
吾
北
保
育
園
、
吾
北

幼
稚
園
、
本
川
へ
き
地
保
育
園
で

は
防
火
餅
つ
き
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

3
月
6
日
、
い
の
町
消
防
団
伊
野

方
面
隊
が
春
季
演
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
演
習
で
は
、
昨
年

の
秋
季
演
習
と
同
様
に
、
林
野
火

災
及
び
同
火
災
の
飛
び
火
火
災
を

想
定
し
て
の
中
継
送
水
訓
練
、
並

び
に
、
無
線
運
用
要
領
を
踏
ま
え

た
指
揮
命
令
、
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
の
中
継
で
は
、
送
水
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
送
水
圧
力
な
ど
、

無
線
を
通
じ
た
相
互
連
携
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
連
携
が
密

に
と
れ
て
い
な
い
場
合
、
ポ
ン
プ

の
破
損
や
ケ
ガ
と
い
っ
た
重
大
な

事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
訓
練
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
特
性
を
理
解
し
、
ま
た
ポ
ン

プ
の
操
作
方
法
に
習
熟
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
「
一

人
ぼ
っ
ち
を
感
じ
な
い
」「
い
の

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
温
か
み
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
イ
キ
イ
キ
と
活
動
す
る
こ
と

で
地
域
も
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
講
座
を
今
年

度
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
7
回
に
わ
た
る
講
座
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
や
関
心
の
あ

る
元
気
な
30
名
の
方
が
参
加
し
、

熱
心
な
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
7

回
す
べ
て
受
講
さ
れ
た
方
11
名
に

は
町
長
よ
り
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
座
の
最
終
日
は
振
り
返
り
を

し
な
が
ら
、「
も
し
も
の
と
き
に

助
け
合
え
る
仲
よ
し
地
域
に
し
た

い
」「
ま
ず
朝
の
あ
い
さ
つ
か
ら

気
軽
に
始
め
た
い
」
な
ど
と
い
っ

た
、
ど
ん
な
地
域
に
な
れ
た
ら
い

い
か
、
今
後
で
き
そ
う
な
こ
と
や
、

や
り
た
い
こ
と
を
目
指
し
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
座
で
親
し
く
な
っ
た

参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
を
し
た

り
、
地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
精
神
デ
イ
ケ
ア
活
動
な
ど
へ
の

具
体
的
な
参
加
方
法
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
が
る
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

  

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
0

枝
川
小
学
校
で
初
午
行
事
開
催

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度
　元
気
”イ
キ
イ
キ
“

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
修
了

ニ
ュ
ー
ス

春
季
演
習
を
実
施

ニ
ュ
ー
ス

春
の
火
災
予
防
運
動

期
間
中
の
行
事
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集
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仁淀川紙のこいのぼりを開催します
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仁淀川ふるさと市 10：00～16：00
川舟体験 12：00～16：00
ワークショップ 10：00～16：00
こいのぼり探し（宝探し） 13：00開始～

仁淀川ふるさと市 10：00～16：00
川舟体験 10：00～受付15：00まで
ワークショップ 10：00～15：00
こいのぼり探し（宝探し） 13：00開始～
水中こいのぼりプレゼント 16：00～

 情報種別
①防災情報/避難勧告、火災予防運動、防災訓練に関
する情報など（火災発生場所など火事に関する情報
は配信しません。）
②イベント情報/町民祭、氷室祭りなどイベントの開
催や中止に関する情報
③行政情報/交通安全運動、大規模な断水、行方不明
者などの全般的情報
④防犯情報/不審者情報、振り込め詐欺情報など防犯
に関する情報
⑤教育情報/町内公立保幼小中における台風や大雨、流
行性疾病などによる臨時休園・休校・休会情報など
⑥気象情報/気象に関する注意報、警報、地震情報など
 配信エリア
　情報種別により、異なりますが、基本的に、旧3町
村や小学校区単位となっています。

 登録方法
①メールアドレス
「ino@entry.mail-dpt.jp」に空
メールを送信するか、右のQR
コードから空メールを送信して
ください。
②いの町メール配信サービス（本
登録サイト）の案内メールが届
きます。
※配信元アドレスは、info@town.ino.kochi.jpです。
迷惑メール防止などをしている方は、対応をお願い
します。
　③本登録サイトにアクセスして、配信情報、配信エ
リアを選択し、登録します。
※30分以内に登録を終了してください。
　④登録完了のメールが届きます。（完了）

いの町メール配信サービスについて

ＱＲコード（登録用）

　町では「いの町メール配信サービス」を実施しています。
　これは、ご自分で気象情報、防災情報、不審者情報、イベント情報といった情報種別と、配信エリアを設定し、
携帯電話やパソコンで受信するものです。

仁淀川ふるさと市 10：00～16：00
川舟体験 10：00～16：00
ワークショップ 10：00～16：00
吾北清流太鼓 14：00～
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　　水切り大会（午前の部） 10：30～11：45
　　表彰式（午前の部） 12：00～
　　水切り教室 13：00～13：30
　　水切り大会（午後の部） 13：30～14：50
　　表彰式（午後の部） 15：00～

▶ 期間　5月3日（火・祝）～5月5日（木・祝）
▶ 場所　国道33号仁淀川橋下（いの町波川公園周辺）

※水中こいのぼりプレゼントは
　15：30～整理券を配付します。
※イベント内容・時間は天候などに
　より変更になる場合があります。

主催　仁淀川紙のこいのぼり実行委員会
共催　いの町観光協会
問い合わせ　産業経済課　893－1115
　　　　　　いの町観光協会　893－1211
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※水中こいのぼりプレゼントは
　15：30～整理券を配付します。
※イベント内容・時間は天候などに
　より変更になる場合があります。

主催　仁淀川紙のこいのぼり実行委員会
共催　いの町観光協会
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　　　　　　いの町観光協会　893－1211

第22回

5月3日（火・祝）

5月5日（木・祝）

5月4日（水・祝）

　
2
月
9
日
、
枝
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
枝
川
分
団
主
催
に
よ
る

恒
例
の
初
午
行
事
が
、
枝
川
保
育

園
と
枝
川
幼
稚
園
の
園
児
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学
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児
童
の
参
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に
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に
行
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ま
し
た
。

　
初
午
と
は
、
立
春
後
の
最
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の
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の
日
の
こ
と
で
、
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こ

の
日
に
起
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し
た
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は
良
い
火
で

あ
る
と
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、
消
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・
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、
各
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で
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ま
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ブ
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間
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、
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。
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に
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踏
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、
情
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練
を
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ま
し
た
。

　
ポ
ン
プ
の
中
継
で
は
、
送
水
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
送
水
圧
力
な
ど
、

無
線
を
通
じ
た
相
互
連
携
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。
連
携
が
密

に
と
れ
て
い
な
い
場
合
、
ポ
ン
プ

の
破
損
や
ケ
ガ
と
い
っ
た
重
大
な

事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
訓
練
を
通
じ
て
、
デ
ジ
タ
ル
無

線
の
特
性
を
理
解
し
、
ま
た
ポ
ン

プ
の
操
作
方
法
に
習
熟
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
に
な
っ
て
も
「
一

人
ぼ
っ
ち
を
感
じ
な
い
」「
い
の

町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
温
か
み
の
あ
る
町
づ
く
り
の
た

め
、
町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
が
イ
キ
イ
キ
と
活
動
す
る
こ
と

で
地
域
も
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
講
座
を
今
年

度
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
7
回
に
わ
た
る
講
座
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
や
関
心
の
あ

る
元
気
な
30
名
の
方
が
参
加
し
、

熱
心
な
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
7

回
す
べ
て
受
講
さ
れ
た
方
11
名
に

は
町
長
よ
り
修
了
証
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
座
の
最
終
日
は
振
り
返
り
を

し
な
が
ら
、「
も
し
も
の
と
き
に

助
け
合
え
る
仲
よ
し
地
域
に
し
た

い
」「
ま
ず
朝
の
あ
い
さ
つ
か
ら

気
軽
に
始
め
た
い
」
な
ど
と
い
っ

た
、
ど
ん
な
地
域
に
な
れ
た
ら
い

い
か
、
今
後
で
き
そ
う
な
こ
と
や
、

や
り
た
い
こ
と
を
目
指
し
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
座
で
親
し
く
な
っ
た

参
加
者
同
士
で
情
報
交
換
を
し
た

り
、
地
域
の
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

や
精
神
デ
イ
ケ
ア
活
動
な
ど
へ
の

具
体
的
な
参
加
方
法
に
つ
い
て
尋

ね
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
が
る
姿
が
み

ら
れ
ま
し
た
。

  

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
0

枝
川
小
学
校
で
初
午
行
事
開
催

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度
　元
気
”イ
キ
イ
キ
“

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
修
了

ニ
ュ
ー
ス

春
季
演
習
を
実
施

ニ
ュ
ー
ス

春
の
火
災
予
防
運
動

期
間
中
の
行
事
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集
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交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
さ
れ
る

　
２
月
１
日
、
い
の
町
役
場
に
て
、

い
の
町
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
黒
石
光
氏

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
指
導
員
は
、
交
通
安

全
教
育
に
関
し
て
の
専
門
知
識
を

兼
ね
備
え
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
、
現
在
、
黒
石
氏
を

含
め
町
内
10
名
の
方
々
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
児
童
な

ど
を
対
象
と
し
た
、
交
通
安
全
教

室
の
開
催
や
街
頭
で
の
交
通
安
全

指
導
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
撲

滅
に
向
け
て
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、
昨

年
度
末
に
完
成
し
た
「
い
の
町
史
」

が
平
成
27
年
度
高
知
県
出
版
文
化

賞
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

賞
は
、
県
内
の
優
れ
た
出
版
物
に

高
知
県
文
教
協
会
が
贈
る
も
の
で
、

平
成
27
年
中
に
県
内
で
発
行
さ
れ

た
出
版
物
を
対
象
と
し
て
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
歴
史
や
文
化
財
な
ど

の
記
述
が
適
度
の
説
明
量
で
読
み

や
す
い
点
や
、
カ
ラ
ー
写
真
や
図

版
を
多
用
し
、
カ
ラ
フ
ル
で
新
鮮

な
内
容
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、

選
考
委
員
の
全
会
一
致
で
特
別
賞

の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
是
非
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
購
入
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
販
売
場
所

　
教
育
委
員
会
事
務
局
・
枝
川
出

張
所
・
八
田
出
張
所
・
各
総
合
支

所
・
各
教
育
事
務
所

▼
金
額

　
1
冊
5,
4
0
0
円
（
税
込
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
委
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

　
栄
養
関
係
功
労
者
（
食
生
活
改

善
事
業
功
労
者
）
と
し
て
、
全
国

で
44
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
た
中
に

い
の
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

本
川
支
部
長
の
山
中
兎
世
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
の
改
善
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、
特
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
、
本
川
地
区
自
主

防
災
会
に
消
火
資
機
材
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
行

う
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
助
成
を
受
け
て
整
備
し

た
も
の
で
す
。

　
整
備
し
た
消
火
資
機
材
を
活
用

し
、
消
防
団
と
連
携
し
た
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
自
主
防
災
会
と
消

防
団
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
火
災
発
生
時
に
は
迅

速
か
つ
効
率
的
な
消
火
活
動
が
行

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
意

識
を
高
め
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
特
に
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
電
気
自
動
車
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
日
産
自

動
車
株
式
会
社
様
か
ら
、
3
月
4

日
に
、
電
気
自
動
車
活
用
事
例
創

発
事
業
と
し
て
、
町
に
電
気
自
動

車
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
加

速
度
的
に
進
ん
で
い
る
今
、
電
気

自
動
車
の
更
な
る
普
及
を
目
指
す

た
め
に
、
日
産
自
動
車
株
式
会
社

様
が
地
方
自
治
体
に
電
気
自
動
車

を
3
年
間
無
償
貸
与
す
る
も
の
で

す
。

　
3
年
間
は
役
場
公
用
車
と
し

て
、
防
災
訓
練
や
犬
の
予
防
接
種
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

ニ
ュ
ー
ス

高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
枝
川
IC

〜
天
神
IC
間
）
開
通

　
3
月
5
日
、
国
道
33
号
高
知
西

バ
イ
パ
ス
（
枝
川
IC
〜
天
神
IC
間
）

が
開
通
し
ま
し
た
。

　
開
通
に
先
立
ち
、
開
通
式
典
及

び
開
通
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
並
び
に

仁
淀
川
橋
の
長
寿
を
祝
う
イ
ベ
ン

ト
が
、
地
元
選
出
国
会
議
員
を
は

じ
め
県
議
会
、
町
議
会
、
高
知
西

バ
イ
パ
ス
各
地
区
対
策
協
議
会
、

委
員
会
及
び
国
土
交
通
省
、
高
知

県
な
ど
関
係
者
の
皆
様
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
通
式
典
は
枝
川
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
方
々
の

祝
辞
や
挨
拶
、
国
土
交
通
省
か
ら

の
事
業
経
過
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
、
開
通
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
枝
川
地
区
か
ら
砂
ヶ

森
地
区
ま
で
の
各
地
区
対
策
協
議

会
、
対
策
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
開
通
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
高
知
西
バ
イ
パ
ス
の
枝
川

IC
付
近
本
線
上
に
会
場
を
移
し
開

催
さ
れ
、
伊
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
や
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く

す
玉
開
披
、
開
通
記
念
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
国
道
33
号
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
高
知
県
協
議

会
（
会
長 

い
の
町
長
）
に
よ
る
餅

ま
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
と
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
式

典
参
列
者
は
大
型
バ
ス
な
ど
で
通

り
初
め
を
行
い
、
一
般
車
両
は
15

時
か
ら
全
面
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
知
西
バ
イ
パ
ス
は
、
国
道
33

号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消

や
、
路
面
冠
水
地
域
を
避
け
た
常

時
通
行
可
能
な
道
路
の
確
保
を
実

現
し
て
、
沿
道
環
境
の
改
善
と
利

便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
計
画

さ
れ
、Ⅱ
期
区
間
（
枝
川
IC
〜
波

川
交
差
点
間
5.5
㎞
）
は
平
成
12
年

に
地
域
高
規
格
道
路
の
「
整
備
区

間
」
と
指
定
さ
れ
た
後
、
15
年
を

か
け
て
今
回
の
枝
川
IC
〜
天
神
IC

間
2.9
㎞
の
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
通
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
権
者
の

皆
様
や
、周
辺
地
区
の
皆
様
、ま
た
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
対
策

協
議
会
、
対
策
委
員
会
の
皆
様
の

お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
天
神

IC
〜
鎌
田
IC
間
を
除
い
た
、
残
る

鎌
田
IC
〜
波
川
交
差
点
間
1.5
㎞
に

つ
い
て
も
、
早
期
供
用
に
向
け
鋭

意
工
事
を
延
伸
し
て
い
た
だ
き
、

早
期
に
全
線
開
通
す
る
よ
う
国
土

交
通
省
に
、
要
望
を
強
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
枝
川
IC
〜

天
神
IC
間
）
開
通
に
合
わ
せ
て
、

仁
淀
川
橋
の
85
歳
の
長
寿
を
祝
う

式
典
が
枝
川
小
学
校
体
育
館
と
波

川
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
枝
川
小
学
校
体
育
館
で
は
開
通

式
典
に
続
い
て
、
仁
淀
川
橋
の
長

寿
を
祝
う
会
を
開
催
し
、
仁
淀
川

橋
の
絵
画
募
集
に
お
い
て
、
最
優

秀
、
優
秀
に
輝
い
た
3
名
の
方
々

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了

後
、
仁
淀
川
橋
下
の
波
川
公
園
に

お
い
て
仁
淀
川
橋
長
寿
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ

れ
る
「
仁
淀
川
橋
の
あ
ゆ
み
」
を

記
載
し
た
標
示
板
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　「
仁
淀
川
橋
の
あ
ゆ
み
」
を
記

載
し
た
標
示
板
は
、
仁
淀
川
橋
を

渡
る
歩
行
者
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
仁
淀
川
橋
右
岸
側
交
差
点

付
近
の
電
光
掲
示
板
下
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

仁
淀
川
橋
架
橋
85
歳
の

長
寿
を
祝
う
会
を
開
催

ニ
ュ
ー
ス

電
気
自
動
車
（
日
産
e－

N
V

2
0
0
）
を
町
に
3
年
間
貸
与

ニ
ュ
ー
ス

「
い
の
町
史
」
が
平
成
27
年
度

高
知
県
出
版
文
化
賞
特
別
賞
を
受
賞

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
地
域
防
災
組
織

育
成
助
成
事
業
）
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス

黒石　光　氏 ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス
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知
ら
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講
座
・
教
室

募
集
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地区 開催場所相談時間今月の
相談日

伊野 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）4月20日（水）13：30～16：30

交
通
安
全
指
導
員
委
嘱
さ
れ
る

　
２
月
１
日
、
い
の
町
役
場
に
て
、

い
の
町
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱

式
が
行
わ
れ
、
新
た
に
黒
石
光
氏

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
指
導
員
は
、
交
通
安

全
教
育
に
関
し
て
の
専
門
知
識
を

兼
ね
備
え
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
、
現
在
、
黒
石
氏
を

含
め
町
内
10
名
の
方
々
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
児
童
な

ど
を
対
象
と
し
た
、
交
通
安
全
教

室
の
開
催
や
街
頭
で
の
交
通
安
全

指
導
が
あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
撲

滅
に
向
け
て
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、
昨

年
度
末
に
完
成
し
た
「
い
の
町
史
」

が
平
成
27
年
度
高
知
県
出
版
文
化

賞
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同

賞
は
、
県
内
の
優
れ
た
出
版
物
に

高
知
県
文
教
協
会
が
贈
る
も
の
で
、

平
成
27
年
中
に
県
内
で
発
行
さ
れ

た
出
版
物
を
対
象
と
し
て
選
考
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
書
は
、
歴
史
や
文
化
財
な
ど

の
記
述
が
適
度
の
説
明
量
で
読
み

や
す
い
点
や
、
カ
ラ
ー
写
真
や
図

版
を
多
用
し
、
カ
ラ
フ
ル
で
新
鮮

な
内
容
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、

選
考
委
員
の
全
会
一
致
で
特
別
賞

の
受
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
是
非
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
一
冊
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
購
入
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
販
売
場
所

　
教
育
委
員
会
事
務
局
・
枝
川
出

張
所
・
八
田
出
張
所
・
各
総
合
支

所
・
各
教
育
事
務
所

▼
金
額

　
1
冊
5,
4
0
0
円
（
税
込
）

■
問
い
合
わ
せ
　

　
教
育
委
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

　
栄
養
関
係
功
労
者
（
食
生
活
改

善
事
業
功
労
者
）
と
し
て
、
全
国

で
44
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
た
中
に

い
の
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

本
川
支
部
長
の
山
中
兎
世
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
の
改
善
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
、
特
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
り
、
本
川
地
区
自
主

防
災
会
に
消
火
資
機
材
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
行

う
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
か
ら
助
成
を
受
け
て
整
備
し

た
も
の
で
す
。

　
整
備
し
た
消
火
資
機
材
を
活
用

し
、
消
防
団
と
連
携
し
た
訓
練
を

行
う
こ
と
で
、
自
主
防
災
会
と
消

防
団
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
火
災
発
生
時
に
は
迅

速
か
つ
効
率
的
な
消
火
活
動
が
行

え
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
意

識
を
高
め
る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
特
に
地
球
温

暖
化
対
策
と
し
て
電
気
自
動
車
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
日
産
自

動
車
株
式
会
社
様
か
ら
、
3
月
4

日
に
、
電
気
自
動
車
活
用
事
例
創

発
事
業
と
し
て
、
町
に
電
気
自
動

車
が
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
加

速
度
的
に
進
ん
で
い
る
今
、
電
気

自
動
車
の
更
な
る
普
及
を
目
指
す

た
め
に
、
日
産
自
動
車
株
式
会
社

様
が
地
方
自
治
体
に
電
気
自
動
車

を
3
年
間
無
償
貸
与
す
る
も
の
で

す
。

　
3
年
間
は
役
場
公
用
車
と
し

て
、
防
災
訓
練
や
犬
の
予
防
接
種
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

ニ
ュ
ー
ス

高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
枝
川
IC

〜
天
神
IC
間
）
開
通

　
3
月
5
日
、
国
道
33
号
高
知
西

バ
イ
パ
ス
（
枝
川
IC
〜
天
神
IC
間
）

が
開
通
し
ま
し
た
。

　
開
通
に
先
立
ち
、
開
通
式
典
及

び
開
通
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
並
び
に

仁
淀
川
橋
の
長
寿
を
祝
う
イ
ベ
ン

ト
が
、
地
元
選
出
国
会
議
員
を
は

じ
め
県
議
会
、
町
議
会
、
高
知
西

バ
イ
パ
ス
各
地
区
対
策
協
議
会
、

委
員
会
及
び
国
土
交
通
省
、
高
知

県
な
ど
関
係
者
の
皆
様
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
通
式
典
は
枝
川
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
来
賓
の
方
々
の

祝
辞
や
挨
拶
、
国
土
交
通
省
か
ら

の
事
業
経
過
報
告
を
受
け
る
と
と

も
に
、
開
通
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
枝
川
地
区
か
ら
砂
ヶ

森
地
区
ま
で
の
各
地
区
対
策
協
議

会
、
対
策
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
開
通
記
念
セ
レ
モ

ニ
ー
が
高
知
西
バ
イ
パ
ス
の
枝
川

IC
付
近
本
線
上
に
会
場
を
移
し
開

催
さ
れ
、
伊
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
や
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く

す
玉
開
披
、
開
通
記
念
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
国
道
33
号
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
高
知
県
協
議

会
（
会
長 

い
の
町
長
）
に
よ
る
餅

ま
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民
の

皆
様
と
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
式

典
参
列
者
は
大
型
バ
ス
な
ど
で
通

り
初
め
を
行
い
、
一
般
車
両
は
15

時
か
ら
全
面
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
知
西
バ
イ
パ
ス
は
、
国
道
33

号
の
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消

や
、
路
面
冠
水
地
域
を
避
け
た
常

時
通
行
可
能
な
道
路
の
確
保
を
実

現
し
て
、
沿
道
環
境
の
改
善
と
利

便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
計
画

さ
れ
、Ⅱ
期
区
間
（
枝
川
IC
〜
波

川
交
差
点
間
5.5
㎞
）
は
平
成
12
年

に
地
域
高
規
格
道
路
の
「
整
備
区

間
」
と
指
定
さ
れ
た
後
、
15
年
を

か
け
て
今
回
の
枝
川
IC
〜
天
神
IC

間
2.9
㎞
の
開
通
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
通
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
権
者
の

皆
様
や
、周
辺
地
区
の
皆
様
、ま
た
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
対
策

協
議
会
、
対
策
委
員
会
の
皆
様
の

お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
既
に
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
天
神

IC
〜
鎌
田
IC
間
を
除
い
た
、
残
る

鎌
田
IC
〜
波
川
交
差
点
間
1.5
㎞
に

つ
い
て
も
、
早
期
供
用
に
向
け
鋭

意
工
事
を
延
伸
し
て
い
た
だ
き
、

早
期
に
全
線
開
通
す
る
よ
う
国
土

交
通
省
に
、
要
望
を
強
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
知
西
バ
イ
パ
ス
（
枝
川
IC
〜

天
神
IC
間
）
開
通
に
合
わ
せ
て
、

仁
淀
川
橋
の
85
歳
の
長
寿
を
祝
う

式
典
が
枝
川
小
学
校
体
育
館
と
波

川
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
枝
川
小
学
校
体
育
館
で
は
開
通

式
典
に
続
い
て
、
仁
淀
川
橋
の
長

寿
を
祝
う
会
を
開
催
し
、
仁
淀
川

橋
の
絵
画
募
集
に
お
い
て
、
最
優

秀
、
優
秀
に
輝
い
た
3
名
の
方
々

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了

後
、
仁
淀
川
橋
下
の
波
川
公
園
に

お
い
て
仁
淀
川
橋
長
寿
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に
設
置
さ

れ
る
「
仁
淀
川
橋
の
あ
ゆ
み
」
を

記
載
し
た
標
示
板
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　「
仁
淀
川
橋
の
あ
ゆ
み
」
を
記

載
し
た
標
示
板
は
、
仁
淀
川
橋
を

渡
る
歩
行
者
に
見
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
仁
淀
川
橋
右
岸
側
交
差
点

付
近
の
電
光
掲
示
板
下
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

仁
淀
川
橋
架
橋
85
歳
の

長
寿
を
祝
う
会
を
開
催

ニ
ュ
ー
ス

電
気
自
動
車
（
日
産
e－

N
V

2
0
0
）
を
町
に
3
年
間
貸
与

ニ
ュ
ー
ス

「
い
の
町
史
」
が
平
成
27
年
度

高
知
県
出
版
文
化
賞
特
別
賞
を
受
賞

ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
地
域
防
災
組
織

育
成
助
成
事
業
）
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
ス

黒石　光　氏 ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集



固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
閲
覧
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

広報いの 2016 4月号  1213  広報いの 2016 4月号

　
平
成
28
年
度
に
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
対
象
に
な
る
方

は
、
次
の
年
齢
の
方
で
す
。

　
対
象
の
方
に
は
4
月
上
旬
に
個

別
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
説
明
文
書
を
必
ず
読
ん
だ
上
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
同
封
の

予
診
票
（
び
わ
色
の
用
紙
）
を
使

用
し
て
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
診
票
を
な
く
さ
れ
た
方
は
再

発
行
が
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
28
年
度
対
象
者

　
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
無
く
、

次
の
生
年
月
日
の
方

▼
自
己
負
担
額
　

　
2
，
0
0
0
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
、
接
種
前

の
申
請
で
無
料
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

※
接
種
時
点
に
60
歳
〜
64
歳
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
方
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
助
成
を
利
用
で
き
る
の
は
「
対

象
の
年
に
1
回
の
み
」
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
1

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－
2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－
2
1
1
4

　
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
活
動
範
囲
を

広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
福
祉

タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

交
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
分
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
4

月
1
日
（
金
）
か
ら
交
付
し
ま
す

の
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）、

対
象
に
な
る
方
は
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

▼
対
象
者

　
い
の
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
で
生

活
を
す
る
方

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、

　
①
視
覚
障
害
及
び
下
肢
障
害
も

し
く
は
体
幹
障
害
の
障
害
等

級
が
1
級
か
ら
3
級
の
方

　
②
上
肢
障
害
及
び
内
部
障
害
の

障
害
等
級
が
1
級
の
方

※
複
数
障
害
が
あ
る
場
合
は
個
別

の
等
級
で
見
ま
す
。

⑵
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
障
害
の
程
度
が
A
1
、
A
2

の
方

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
お
り
、
障
害
の
程

度
が
1
級
の
方

▼
交
付
場
所

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
町
民
課

　
各
出
張
所

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

▼
金
額
と
枚
数

　
年
間
1
5
，
0
0
0
円

　（
1
枚
5
0
0
円
　
計
30
枚
）

※
年
度
途
中
で
新
た
に
当
制
度
の

対
象
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
っ
た
月
に
応
じ
て
次
の

枚
数
を
交
付
し
ま
す
。

◇
4
〜
6
月
／
30
枚

（
1
5
，
0
0
0
円
）

◇
7
〜
9
月
／
24
枚

（
1
2
，
0
0
0
円
）

◇
10
〜
12
月
／
18
枚

（
9
，
0
0
0
円
）

◇
1
〜
3
月
／
12
枚

（
6
，
0
0
0
円
）

▼
注
意
事
項

・
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
か
ガ
ソ
リ
ン
チ

ケ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
す
。

・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、
本
人

名
義
及
び
同
一
生
計
者
名
義
の
自

家
用
自
動
車
な
ど
を
介
護
者
が
当

該
対
象
者
の
移
動
手
段
と
し
て
使

用
す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
な
く

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
在
宅
の
方
の
み
対
象
で
す
。（
施

設
に
入
所
し
て
い
る
、
病
院
に
入

院
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
対
象

外
）

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

　
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
が
、
国

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
国
の

様
々
な
支
援
策
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
に
お
け
る
創
業
の
促
進
を
目

的
と
し
た
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
、
国
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、

資
金
調
達
な
ど
創
業
に
必
要
と
な

る
要
素
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
の

強
み
を
い
か
し
た
適
切
な
創
業
支

援
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
産
業
経
済
課8

9
3

－

1
1
1
5

お
知
ら
せ

い
の
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
・

ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

創
業
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
申
告
書
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
事
項
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。

　
納
税
通
知
書
発
送
時
に
同
封
す

る
課
税
明
細
書
に
よ
り
、
ご
自
分

の
資
産
に
対
す
る
課
税
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
や
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
証
明
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
、

借
地
人
・
借
家
人
な
ど
の
賃
借
権

な
ど
を
有
す
る
方
も
対
象
で
す

が
、
借
地
人
な
ど
で
あ
る
方
に
つ

い
て
は
そ
の
賃
借
権
な
ど
を
有
す

る
土
地
に
つ
い
て
、
借
家
人
な
ど

で
あ
る
方
に
つ
い
て
は
そ
の
賃
借

権
な
ど
を
有
す
る
家
屋
及
び
そ
の

敷
地
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
の
み
、

閲
覧
又
は
証
明
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間

　
随
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

▼
閲
覧
で
き
る
方

　
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
及

び
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
、
借

地
人
・
借
家
人
な
ど

▼
閲
覧
場
所

　
町
民
課

　
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

・
土
地
（
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
額
な
ど
）

・
家
屋
（
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

価
額
な
ど
）

▼
閲
覧
手
数
料
　
3
0
0
円

（
た
だ
し
、
納
税
義
務
者
に
つ
い

て
は
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で
す
。）

▼
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書

　
こ
れ
ら
の
書
類
が
無
い
場
合

は
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
。

な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
、
こ
の

ほ
か
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
に
つ
い

て
は
、
別
途
賃
貸
借
契
約
書
・
領

収
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
を
、
町
内
の
ほ
か
の

土
地
・
家
屋
と
比
較
し
、
適
正
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
4
月
1
日
（
金
）

〜
5
月
2
日
（
月
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

▼
縦
覧
で
き
る
方

　
納
税
者
、
納
税
管
理
人
及
び
代

理
権
を
有
す
る
代
理
人

※
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
て

も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
縦
覧
資
格
が
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
自
己
の
土
地
・
家

屋
の
価
額
と
他
の
土
地
・
家
屋
の

価
額
を
比
較
す
る
目
的
以
外
は
、

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
場
所

　
町
民
課

　
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

・
土
地（
所
在
、地
番
、地
目
、地
積
、

価
額
）

・
家
屋（
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
額
）

▼
縦
覧
手
数
料
　
　
無
料

▼
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書

　
こ
れ
ら
の
書
類
が
無
い
場
合

は
、
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
会
社

印
又
は
代
表
者
印
）、
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
本
人
を
確
認
で

き
る
も
の
。
な
お
、
代
理
人
の
場

合
は
、
こ
の
ほ
か
に
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
で

減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
4
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
減
免
申
請
書

を
町
民
課
、
各
総
合
支
所
住
民
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
納
税
さ
れ
た
場
合
、
減
免
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い

方
を
対
象
に
、
昨
年
度
ま
で
は
町

県
民
税
簡
易
申
告
書
・
国
民
健
康

保
険
税
申
告
書
・
介
護
保
険
料
申

告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。
な

お
対
象
と
な
る
方
（
未
申
告
者
、

1
月
2
日
以
降
の
転
入
者
な
ど
）

に
は
別
途
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
措
置
な
ど
が
適
用

さ
れ
ず
、
ご
本
人
に
不
利
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平成28年度対象者
昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生
昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生
昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生
昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生
昭和 6年4月2日～昭和 7年4月1日生
大正15年4月2日～昭和 2年4月1日生
大正10年4月2日～大正11年4月1日生
大正 5年4月2日～大正 6年4月1日生

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
の

固
定
資
産
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集



固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
閲
覧
に
つ
い
て

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
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平
成
28
年
度
に
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
対
象
に
な
る
方

は
、
次
の
年
齢
の
方
で
す
。

　
対
象
の
方
に
は
4
月
上
旬
に
個

別
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
説
明
文
書
を
必
ず
読
ん
だ
上
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
同
封
の

予
診
票
（
び
わ
色
の
用
紙
）
を
使

用
し
て
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
予
診
票
を
な
く
さ
れ
た
方
は
再

発
行
が
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
28
年
度
対
象
者

　
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
無
く
、

次
の
生
年
月
日
の
方

▼
自
己
負
担
額
　

　
2
，
0
0
0
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
、
接
種
前

の
申
請
で
無
料
に
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他

※
接
種
時
点
に
60
歳
〜
64
歳
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
の
方
も
対

象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
助
成
を
利
用
で
き
る
の
は
「
対

象
の
年
に
1
回
の
み
」
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
1

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

　
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
社

会
参
加
を
促
進
し
、
活
動
範
囲
を

広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
福
祉

タ
ク
シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト

交
付
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
分
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
4

月
1
日
（
金
）
か
ら
交
付
し
ま
す

の
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
。）、

対
象
に
な
る
方
は
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

▼
対
象
者

　
い
の
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
で
生

活
を
す
る
方

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、

　
①
視
覚
障
害
及
び
下
肢
障
害
も

し
く
は
体
幹
障
害
の
障
害
等

級
が
1
級
か
ら
3
級
の
方

　
②
上
肢
障
害
及
び
内
部
障
害
の

障
害
等
級
が
1
級
の
方

※
複
数
障
害
が
あ
る
場
合
は
個
別

の
等
級
で
見
ま
す
。

⑵
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
障
害
の
程
度
が
A
1
、
A
2

の
方

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
お
り
、
障
害
の
程

度
が
1
級
の
方

▼
交
付
場
所

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
町
民
課

　
各
出
張
所

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

▼
金
額
と
枚
数

　
年
間
1
5
，
0
0
0
円

　（
1
枚
5
0
0
円
　
計
30
枚
）

※
年
度
途
中
で
新
た
に
当
制
度
の

対
象
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
っ
た
月
に
応
じ
て
次
の

枚
数
を
交
付
し
ま
す
。

◇
4
〜
6
月
／
30
枚

（
1
5
，
0
0
0
円
）

◇
7
〜
9
月
／
24
枚

（
1
2
，
0
0
0
円
）

◇
10
〜
12
月
／
18
枚

（
9
，
0
0
0
円
）

◇
1
〜
3
月
／
12
枚

（
6
，
0
0
0
円
）

▼
注
意
事
項

・
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
か
ガ
ソ
リ
ン
チ

ケ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
す
。

・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、
本
人

名
義
及
び
同
一
生
計
者
名
義
の
自

家
用
自
動
車
な
ど
を
介
護
者
が
当

該
対
象
者
の
移
動
手
段
と
し
て
使

用
す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

・
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
な
く

さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
在
宅
の
方
の
み
対
象
で
す
。（
施

設
に
入
所
し
て
い
る
、
病
院
に
入

院
し
て
い
る
な
ど
の
場
合
は
対
象

外
）

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

　
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
が
、
国

の
認
定
を
受
け
た
場
合
、
国
の

様
々
な
支
援
策
を
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

地
域
に
お
け
る
創
業
の
促
進
を
目

的
と
し
た
「
創
業
支
援
事
業
計
画
」

を
策
定
し
、
国
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
、

資
金
調
達
な
ど
創
業
に
必
要
と
な

る
要
素
に
応
じ
て
、
関
係
機
関
の

強
み
を
い
か
し
た
適
切
な
創
業
支

援
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
産
業
経
済
課8

9
3

－

1
1
1
5

お
知
ら
せ

い
の
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
・

ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

創
業
支
援
事
業
計
画
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
申
告
書
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
に
つ
い
て
、
課
税
台
帳
に
記

載
さ
れ
た
事
項
を
確
認
で
き
る
制

度
で
す
。

　
納
税
通
知
書
発
送
時
に
同
封
す

る
課
税
明
細
書
に
よ
り
、
ご
自
分

の
資
産
に
対
す
る
課
税
内
容
を
確

認
で
き
ま
す
が
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
閲
覧
や
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
証
明
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
閲
覧
制
度
に
つ
い
て
は
、

借
地
人
・
借
家
人
な
ど
の
賃
借
権

な
ど
を
有
す
る
方
も
対
象
で
す

が
、
借
地
人
な
ど
で
あ
る
方
に
つ

い
て
は
そ
の
賃
借
権
な
ど
を
有
す

る
土
地
に
つ
い
て
、
借
家
人
な
ど

で
あ
る
方
に
つ
い
て
は
そ
の
賃
借

権
な
ど
を
有
す
る
家
屋
及
び
そ
の

敷
地
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
の
み
、

閲
覧
又
は
証
明
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間

　
随
時
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

▼
閲
覧
で
き
る
方

　
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
及

び
代
理
権
を
有
す
る
代
理
人
、
借

地
人
・
借
家
人
な
ど

▼
閲
覧
場
所

　
町
民
課

　
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

・
土
地
（
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
額
な
ど
）

・
家
屋
（
所
有
者
の
氏
名
、
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

価
額
な
ど
）

▼
閲
覧
手
数
料
　
3
0
0
円

（
た
だ
し
、
納
税
義
務
者
に
つ
い

て
は
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で
す
。）

▼
閲
覧
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書

　
こ
れ
ら
の
書
類
が
無
い
場
合

は
、
印
鑑
、
運
転
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
。

な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
、
こ
の

ほ
か
に
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
な
ど
に
つ
い

て
は
、
別
途
賃
貸
借
契
約
書
・
領

収
書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
納
税
者
が
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
を
、
町
内
の
ほ
か
の

土
地
・
家
屋
と
比
較
し
、
適
正
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
　
4
月
1
日
（
金
）

〜
5
月
2
日
（
月
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く

　
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

▼
縦
覧
で
き
る
方

　
納
税
者
、
納
税
管
理
人
及
び
代

理
権
を
有
す
る
代
理
人

※
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て
い
て

も
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
縦
覧
資
格
が
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
自
己
の
土
地
・
家

屋
の
価
額
と
他
の
土
地
・
家
屋
の

価
額
を
比
較
す
る
目
的
以
外
は
、

縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
場
所

　
町
民
課

　
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

▼
記
載
事
項

・
土
地（
所
在
、地
番
、地
目
、地
積
、

価
額
）

・
家
屋（
所
在
、家
屋
番
号
、種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
価
額
）

▼
縦
覧
手
数
料
　
　
無
料

▼
縦
覧
に
必
要
な
も
の

　
納
税
通
知
書
又
は
課
税
明
細
書

　
こ
れ
ら
の
書
類
が
無
い
場
合

は
、
印
鑑
（
法
人
の
場
合
は
会
社

印
又
は
代
表
者
印
）、
運
転
免
許

証
、
保
険
証
な
ど
本
人
を
確
認
で

き
る
も
の
。
な
お
、
代
理
人
の
場

合
は
、
こ
の
ほ
か
に
委
任
状
が
必

要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
で

減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
4
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
減
免
申
請
書

を
町
民
課
、
各
総
合
支
所
住
民
福

祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
納
税
さ
れ
た
場
合
、
減
免
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い

方
を
対
象
に
、
昨
年
度
ま
で
は
町

県
民
税
簡
易
申
告
書
・
国
民
健
康

保
険
税
申
告
書
・
介
護
保
険
料
申

告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
お
送
り
し
ま
せ
ん
。
な

お
対
象
と
な
る
方
（
未
申
告
者
、

1
月
2
日
以
降
の
転
入
者
な
ど
）

に
は
別
途
申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。

申
告
を
さ
れ
な
い
と
、
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
措
置
な
ど
が
適
用

さ
れ
ず
、
ご
本
人
に
不
利
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平成28年度対象者
昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生
昭和21年4月2日～昭和22年4月1日生
昭和16年4月2日～昭和17年4月1日生
昭和11年4月2日～昭和12年4月1日生
昭和 6年4月2日～昭和 7年4月1日生
大正15年4月2日～昭和 2年4月1日生
大正10年4月2日～大正11年4月1日生
大正 5年4月2日～大正 6年4月1日生

生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方
の

固
定
資
産
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集



ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
特
別
徴
収（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）に
つ
い
て
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4
月
・
6
月
・
8
月
の
特
別
徴

収
金
額
は
、
原
則
と
し
て
2
月
の

特
別
徴
収
金
額
と
同
額
を
徴
収
し

ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険

税
は
、
現
在
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
平
成
28
年
度
中
に
世

帯
主
が
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、

4
月
以
降
は
特
別
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
通
知
書
は
、
町
県
民
税

は
6
月
に
、
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
7
月
の
本
算
定
時
に
送

付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
納
付
書
又
は

口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
て
い
た
方

で
、
新
た
に
4
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
方
は
、
4
月
上
旬

ま
で
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－
1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－
2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
、
住
民
税

課
税
世
帯
の
方
は
、
4
月
か
ら
入

院
時
の
食
事
代
の
負
担
額
が
、
療

養
病
床
の
一
部
を
除
き
、
一
食
に

つ
き
2
6
0
円
か
ら
、
3
6
0
円

に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
指
定
難
病
患
者
、
小

児
慢
性
特
定
疾
患
の
患
者
、
平
成

27
年
4
月
1
日
以
前
か
ら
継
続
し

て
精
神
病
床
に
入
院
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
負
担
額
を
据
え
置
き

ま
す
。

　
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
の
負
担
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
町
で
は
子
育
て
支
援
と
し
て
、

多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
護
者
の

保
育
料
や
幼
稚
園
授
業
料
に
対
し

て
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
4
月
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

世
帯
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

　
い
の
町
に
住
所
を
有
し
、
18
歳

未
満
の
児
童
が
3
人
以
上
い
る
世

帯
の
3
人
目
以
降
で
、
町
外
の
幼

稚
園
（
新
制
度
適
用
外
施
設
）
又

は
届
出
認
可
外
保
育
施
設
へ
通
所

す
る
3
歳
未
満
（
※
）
の
児
童
が

い
る
世
帯

※
年
齢
は
平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
で
す
。

▼
補
助
金
額

・
幼
稚
園
授
業
料
（
上
限
：
月
額

2
5
，
0
0
0
円
）

・
届
出
認
可
外
施
設
保
育
料
（
上

限
：
月
額
5
0
，
0
0
0
円
）

▼
申
請
期
限

　
平
成
28
年
5
月
31
日
（
火
）

※
申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な

子
ど
も
さ
ん
の
た
め
に
、
学
用
品

費
・
給
食
費
な
ど
を
公
費
で
援
助

す
る
制
度
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

・
町
内
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
場

合
は
、
学
校
か
ら
申
請
の
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
町
内
に
居
住
し
、
町
外
の
学
校

（
私
立
学
校
な
ど
）
に
在
籍
す
る

場
合
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

　
4
月
は
伊
野
地
区
の
粗
大
ご
み

収
集
月
で
す
。
各
戸
に
配
布
し
て

い
る
、
平
成
28
年
度
ご
み
収
集
日

程
表
で
収
集
日
を
確
認
の
上
、
収

集
日
当
日
の
8
時
ま
で
に
地
区
の

指
定
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き

さ
の
ご
み
を
粗
大
ご
み
と
し
て
収

集
し
ま
す
。
指
定
ご
み
袋
に
入
る

大
き
さ
の
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
、

可
燃
、
不
燃
、
資
源
の
各
指
定
収

集
日
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
方
へ

平
成
28
年
4
月
か
ら
入
院
時
の

食
事
代
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
4
月
か
ら
、
ビ
ン
と
カ
ン
の
処

理
を
北
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
土
佐
市
）
で
行
う
こ
と
と
な
り
、

分
別
方
法
と
一
部
の
地
区
で
収
集

日
が
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
平
成
28
年
度
ご
み

収
集
日
程
表
で
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
正
し
い
分
別
で
の
排
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
み
収
集
日
程
表

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
環
境

課
又
は
各
総
合
支
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
変
更
の
概
要
】

①
全
地
区

・「
缶
・
金
物
類
」
は
「
カ
ン
」（
資

源
ご
み
）
と
「
不
燃
ご
み
」
に
分

か
れ
ま
す

▼「
カ
ン
」（
資
源
ご
み
）
に
な
る

も
の
／
ジ
ュ
ー
ス
・
酒
類
・
缶
詰

な
ど
飲
料
・
食
品
の
入
っ
て
い
た

カ
ン
（
一
斗
缶
は
除
く
。）

▼「
不
燃
ご
み
」
に
な
る
も
の
／

飲
食
用
以
外
の
カ
ン
・
な
べ
・
や

か
ん
・
刃
物
類
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
・

ビ
ン
の
金
属
製
ふ
た
・
一
斗
缶
な

ど
の
金
物
類

②
伊
野
地
区
・
吾
北
地
区

・
化
粧
品
の
ビ
ン
は
「
ビ
ン
」（
資

源
ご
み
）
か
ら
「
不
燃
ご
み
」
に

変
わ
り
ま
す

・
ご
み
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

　
伊
野
地
区
は
一
部
の
地
区
で
ビ

ン
と
カ
ン
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま

す
。
吾
北
地
区
は
ご
み
の
収
集
区

分
と
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

③
本
川
地
区

・「
ビ
ン
類
」（
不
燃
ご
み
）
は
「
ビ

ン
」（
資
源
ご
み
）
に
変
わ
り
ま

す▼「
ビ
ン
」（
資
源
ご
み
）
に
な
る

も
の
／
ジ
ュ
ー
ス
・
酒
類
・
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
・
ジ
ャ
ム
な
ど
飲
料
・
食

品
の
入
っ
て
い
た
ビ
ン
、
飲
み
薬

の
入
っ
て
い
た
ビ
ン

※
右
記
以
外
の
ビ
ン
・
割
れ
ビ
ン

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
不
燃
ご
み

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

▼
対
象
者

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
町
内
で
設
置
し
、
維
持
管
理
の

で
き
る
方

○
生
ご
み
電
動
処
理
機
か
ら
排
出

さ
れ
る
堆
肥
化
物
を
処
理
で
き

る
方

▼
対
象
基
数

　
1
世
帯
に
つ
き
1
基

※
過
去
に
支
給
を
受
け
て
い
る
方

は
、
お
お
む
ね
10
年
を
経
過
し
、

破
損
な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
補
助
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲

内
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
印
鑑
を
持
参
の
上
、
環
境
課
又

は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
購
入
前
に
町
指
定
販
売
店

の
見
積
書
を
添
付
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
額
は
購
入
費
の
半
額

（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）
と

し
、
3
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

②
補
助
金
交
付
決
定
後
30
日
以
内

に
、
町
指
定
販
売
店
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
に
、
家

庭
の
雑
排
水
（
台
所
、
風
呂
、
洗

濯
な
ど
の
排
水
）
と
、
し
尿
を
あ

わ
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
る
方
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
上
下
水
道
課
又
は

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
地
域
　

　
全
域
（
公
共
下
水
道
認
可
区
域
、

農
業
集
落
排
水
整
備
区
域
、
天
王

地
区
を
除
く
。）

▼
補
助
対
象
者

　
町
内
で
個
人
住
宅
に
家
庭
用
浄

化
槽
を
設
置
す
る
方

▼
補
助
金
額

・
5
人
槽

　（
延
床
面
積
1
3
0
㎡
以
下
）

3
3
2
，
0
0
0
円

・
7
人
槽

　（
延
床
面
積
1
3
0
㎡
超
）

4
1
4
，
0
0
0
円

・
10
人
槽

　（
二
世
帯
住
宅
）

5
4
8
，
0
0
0
円

※
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
、
必
要

と
な
る
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去

費
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
額
に
9

万
円
を
加
算
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
は
、
国
の
基
準
単
価

の
見
直
し
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日

　
5
月
2
日
（
月
）

※
補
助
金
交
付
決
定
前
（
5
月
中

旬
決
定
予
定
）
の
事
業
着
手
又
は

既
に
設
置
済
み
の
場
合
は
、
補
助

金
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課8

9
3

－

1
1
6
1

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

お
知
ら
せ

家
庭
用
浄
化
槽
の

設
置
補
助
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
い
の
町
多
子
世
帯

保
育
料
等
軽
減
補
助
金
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

生
ご
み
電
動
処
理
機

購
入
補
助
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

粗
大
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

【収集する主な品目】
①家具類

②家電製品

③その他

①家電リサイクル法
に基づく家電4品目

②パソコン

③事業活動に伴うもの
④危険物

⑤処理困難物

⑥引越しや家の取り壊しなどで出る多量のごみ

【収集できない品目】
タンス、机、いす、じゅうたんなど

自転車、ストーブ（灯油・乾電池を
取り除いたもの）、50cc以下のバ
イク、ベビーカー、布団、網戸、物干
し竿、厚手の木など

掃除機、電子レンジ、こたつ、ファン
ヒーター（灯油を取り除いたもの）、
ミシンなど※指定ごみ袋に入るも
のは、不燃ごみとして出してくださ
い。

テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗
濯機・衣類乾燥機

産業廃棄物（建築廃材など）、事業所
から出る一般廃棄物
消火器、バッテリー、ガスボンベなど

デスクトップパソコン本体、ノートパソ
コン、ディスプレイ、ディスプレイ一体
型パソコン

石こうボード、農機具、50cc超のバイ
ク、中身の入った塗料・オイル缶、ブ
ロック、土・砂など

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集



ご
み
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
特
別
徴
収（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）に
つ
い
て
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4
月
・
6
月
・
8
月
の
特
別
徴

収
金
額
は
、
原
則
と
し
て
2
月
の

特
別
徴
収
金
額
と
同
額
を
徴
収
し

ま
す
。
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険

税
は
、
現
在
特
別
徴
収
さ
れ
て
い

る
方
の
う
ち
平
成
28
年
度
中
に
世

帯
主
が
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、

4
月
以
降
は
特
別
徴
収
し
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
通
知
書
は
、
町
県
民
税

は
6
月
に
、
国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
7
月
の
本
算
定
時
に
送

付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
納
付
書
又
は

口
座
振
替
で
納
め
ら
れ
て
い
た
方

で
、
新
た
に
4
月
か
ら
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
方
は
、
4
月
上
旬

ま
で
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
、
住
民
税

課
税
世
帯
の
方
は
、
4
月
か
ら
入

院
時
の
食
事
代
の
負
担
額
が
、
療

養
病
床
の
一
部
を
除
き
、
一
食
に

つ
き
2
6
0
円
か
ら
、
3
6
0
円

に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
指
定
難
病
患
者
、
小

児
慢
性
特
定
疾
患
の
患
者
、
平
成

27
年
4
月
1
日
以
前
か
ら
継
続
し

て
精
神
病
床
に
入
院
し
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
負
担
額
を
据
え
置
き

ま
す
。

　
な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
の
負
担
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

　
町
民
課

8
9
3

－

1
1
1
7

　
町
で
は
子
育
て
支
援
と
し
て
、

多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
護
者
の

保
育
料
や
幼
稚
園
授
業
料
に
対
し

て
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
4
月
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

世
帯
の
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

　
い
の
町
に
住
所
を
有
し
、
18
歳

未
満
の
児
童
が
3
人
以
上
い
る
世

帯
の
3
人
目
以
降
で
、
町
外
の
幼

稚
園
（
新
制
度
適
用
外
施
設
）
又

は
届
出
認
可
外
保
育
施
設
へ
通
所

す
る
3
歳
未
満
（
※
）
の
児
童
が

い
る
世
帯

※
年
齢
は
平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
で
す
。

▼
補
助
金
額

・
幼
稚
園
授
業
料
（
上
限
：
月
額

2
5
，
0
0
0
円
）

・
届
出
認
可
外
施
設
保
育
料
（
上

限
：
月
額
5
0
，
0
0
0
円
）

▼
申
請
期
限

　
平
成
28
年
5
月
31
日
（
火
）

※
申
請
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
な

子
ど
も
さ
ん
の
た
め
に
、
学
用
品

費
・
給
食
費
な
ど
を
公
費
で
援
助

す
る
制
度
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

・
町
内
小
中
学
校
に
在
籍
す
る
場

合
は
、
学
校
か
ら
申
請
の
案
内
が

あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
町
内
に
居
住
し
、
町
外
の
学
校

（
私
立
学
校
な
ど
）
に
在
籍
す
る

場
合
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
事
務
局

8
9
3

－

1
9
2
2

　
4
月
は
伊
野
地
区
の
粗
大
ご
み

収
集
月
で
す
。
各
戸
に
配
布
し
て

い
る
、
平
成
28
年
度
ご
み
収
集
日

程
表
で
収
集
日
を
確
認
の
上
、
収

集
日
当
日
の
8
時
ま
で
に
地
区
の

指
定
す
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き

さ
の
ご
み
を
粗
大
ご
み
と
し
て
収

集
し
ま
す
。
指
定
ご
み
袋
に
入
る

大
き
さ
の
ご
み
は
必
ず
分
別
し
て
、

可
燃
、
不
燃
、
資
源
の
各
指
定
収

集
日
に
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
者
の
方
へ

平
成
28
年
4
月
か
ら
入
院
時
の

食
事
代
が
変
わ
り
ま
す

お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
4
月
か
ら
、
ビ
ン
と
カ
ン
の
処

理
を
北
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
土
佐
市
）
で
行
う
こ
と
と
な
り
、

分
別
方
法
と
一
部
の
地
区
で
収
集

日
が
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
平
成
28
年
度
ご
み

収
集
日
程
表
で
確
認
し
て
い
た
だ

き
、
正
し
い
分
別
で
の
排
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
み
収
集
日
程
表

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
環
境

課
又
は
各
総
合
支
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
変
更
の
概
要
】

①
全
地
区

・「
缶
・
金
物
類
」
は
「
カ
ン
」（
資

源
ご
み
）
と
「
不
燃
ご
み
」
に
分

か
れ
ま
す

▼「
カ
ン
」（
資
源
ご
み
）
に
な
る

も
の
／
ジ
ュ
ー
ス
・
酒
類
・
缶
詰

な
ど
飲
料
・
食
品
の
入
っ
て
い
た

カ
ン
（
一
斗
缶
は
除
く
。）

▼「
不
燃
ご
み
」
に
な
る
も
の
／

飲
食
用
以
外
の
カ
ン
・
な
べ
・
や

か
ん
・
刃
物
類
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
・

ビ
ン
の
金
属
製
ふ
た
・
一
斗
缶
な

ど
の
金
物
類

②
伊
野
地
区
・
吾
北
地
区

・
化
粧
品
の
ビ
ン
は
「
ビ
ン
」（
資

源
ご
み
）
か
ら
「
不
燃
ご
み
」
に

変
わ
り
ま
す

・
ご
み
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

　
伊
野
地
区
は
一
部
の
地
区
で
ビ

ン
と
カ
ン
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま

す
。
吾
北
地
区
は
ご
み
の
収
集
区

分
と
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

③
本
川
地
区

・「
ビ
ン
類
」（
不
燃
ご
み
）
は
「
ビ

ン
」（
資
源
ご
み
）
に
変
わ
り
ま

す▼「
ビ
ン
」（
資
源
ご
み
）
に
な
る

も
の
／
ジ
ュ
ー
ス
・
酒
類
・
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
・
ジ
ャ
ム
な
ど
飲
料
・
食

品
の
入
っ
て
い
た
ビ
ン
、
飲
み
薬

の
入
っ
て
い
た
ビ
ン

※
右
記
以
外
の
ビ
ン
・
割
れ
ビ
ン

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
不
燃
ご
み

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－
1
1
6
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

▼
対
象
者

○
町
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

○
町
内
で
設
置
し
、
維
持
管
理
の

で
き
る
方

○
生
ご
み
電
動
処
理
機
か
ら
排
出

さ
れ
る
堆
肥
化
物
を
処
理
で
き

る
方

▼
対
象
基
数

　
1
世
帯
に
つ
き
1
基

※
過
去
に
支
給
を
受
け
て
い
る
方

は
、
お
お
む
ね
10
年
を
経
過
し
、

破
損
な
ど
に
よ
り
使
用
で
き
な
い

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
補
助
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲

内
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
印
鑑
を
持
参
の
上
、
環
境
課
又

は
各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
購
入
前
に
町
指
定
販
売
店

の
見
積
書
を
添
付
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

①
補
助
金
額
は
購
入
費
の
半
額

（
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
）
と

し
、
3
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

②
補
助
金
交
付
決
定
後
30
日
以
内

に
、
町
指
定
販
売
店
で
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
町
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
水

質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
に
、
家

庭
の
雑
排
水
（
台
所
、
風
呂
、
洗

濯
な
ど
の
排
水
）
と
、
し
尿
を
あ

わ
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽
を
設
置

さ
れ
る
方
に
、
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
を
設
置
さ
れ
る
方
は
、
必
要

書
類
を
添
え
て
上
下
水
道
課
又
は

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
地
域
　

　
全
域
（
公
共
下
水
道
認
可
区
域
、

農
業
集
落
排
水
整
備
区
域
、
天
王

地
区
を
除
く
。）

▼
補
助
対
象
者

　
町
内
で
個
人
住
宅
に
家
庭
用
浄

化
槽
を
設
置
す
る
方

▼
補
助
金
額

・
5
人
槽

　（
延
床
面
積
1
3
0
㎡
以
下
）

3
3
2
，
0
0
0
円

・
7
人
槽

　（
延
床
面
積
1
3
0
㎡
超
）

4
1
4
，
0
0
0
円

・
10
人
槽

　（
二
世
帯
住
宅
）

5
4
8
，
0
0
0
円

※
浄
化
槽
の
設
置
に
伴
い
、
必
要

と
な
る
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去

費
用
に
つ
い
て
は
、
補
助
額
に
9

万
円
を
加
算
し
ま
す
。

※
補
助
金
額
は
、
国
の
基
準
単
価

の
見
直
し
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日

　
5
月
2
日
（
月
）

※
補
助
金
交
付
決
定
前
（
5
月
中

旬
決
定
予
定
）
の
事
業
着
手
又
は

既
に
設
置
済
み
の
場
合
は
、
補
助

金
交
付
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課8

9
3

－

1
1
6
1

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

お
知
ら
せ

家
庭
用
浄
化
槽
の

設
置
補
助
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
い
の
町
多
子
世
帯

保
育
料
等
軽
減
補
助
金
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

生
ご
み
電
動
処
理
機

購
入
補
助
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

粗
大
ご
み
の

収
集
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

【収集する主な品目】
①家具類

②家電製品

③その他

①家電リサイクル法
に基づく家電4品目

②パソコン

③事業活動に伴うもの
④危険物

⑤処理困難物

⑥引越しや家の取り壊しなどで出る多量のごみ

【収集できない品目】
タンス、机、いす、じゅうたんなど

自転車、ストーブ（灯油・乾電池を
取り除いたもの）、50cc以下のバ
イク、ベビーカー、布団、網戸、物干
し竿、厚手の木など

掃除機、電子レンジ、こたつ、ファン
ヒーター（灯油を取り除いたもの）、
ミシンなど※指定ごみ袋に入るも
のは、不燃ごみとして出してくださ
い。

テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗
濯機・衣類乾燥機

産業廃棄物（建築廃材など）、事業所
から出る一般廃棄物
消火器、バッテリー、ガスボンベなど

デスクトップパソコン本体、ノートパソ
コン、ディスプレイ、ディスプレイ一体
型パソコン

石こうボード、農機具、50cc超のバイ
ク、中身の入った塗料・オイル缶、ブ
ロック、土・砂など

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集



森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る

と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

広報いの 2016 4月号  1617  広報いの 2016 4月号

　
不
妊
又
は
去
勢
手
術
を
希
望
す

る
犬
の
飼
い
主
に
対
し
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望
す
る

飼
い
主
の
方
は
必
ず
手
術
実
施
前

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
術

後
に
申
請
を
さ
れ
て
も
補
助
金
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
要
件
及
び
補
助
金
額

○
飼
い
主
の
方
が
町
内
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と

○
犬
の
登
録
が
済
ん
で
お
り
、
平

成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
接
種
し
て
い
る
こ
と

○
補
助
金
は
オ
ス
、
メ
ス
に
か
か

わ
ら
ず
一
頭
に
つ
き
一
律
5
，

0
0
0
円
を
上
限
と
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－
2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－
2
1
1
2

　
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
と

は
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
の
支

援
と
、
平
成
28
年
前
半
の
個
人
消

費
の
下
支
え
に
も
資
す
る
よ
う
、

所
得
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象
に

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
基
準
日
（
平
成
27
年
1
月
1
日
）

に
住
民
票
が
い
の
町
に
あ
る
方

②
平
成
27
年
度
の
住
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

③
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と

な
る
方
（
昭
和
27
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

支
給
対
象
外
で
す
。

・
平
成
27
年
度
の
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
扶
養
親
族
な
ど

・
生
活
保
護
の
被
保
護
者

▼
支
給
額

　
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

3
0
，
0
0
0
円

▼
申
請
・
支
給
手
続
き

　
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
に
向
け
て
現
在
準
備
中
で

す
。
申
請
の
受
付
時
期
や
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
」
の
”振
り
込
め
詐
欺
“
や

”個
人
情
報
の
詐
取
“
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
の
職
員

な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や

郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
（
又
は
警
察
相
談
専
用

電
話
（
＃
９
１
１
０
））
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
8

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

　
仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署
は
、

庁
舎
の
耐
震
改
修
事
業
に
伴
い
、

6
月
1
日
よ
り
仮
庁
舎
と
し
て
、

い
の
町
役
場
吾
北
総
合
支
所
3
階

（
い
の
町
上
八
川
甲
1
9
3
4
番

地
）
に
移
転
し
、
耐
震
改
修
事
業

が
完
了
す
る
本
年
12
月
末
ま
で
業

務
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
移

転
期
間
は
、
工
事
の
契
約
や
進
捗

状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
移
転
中
の
連
絡
先
は
、
移
転
前

と
同
じ
く
　
8
6
7

－

2
8
1
2

と
な
り
ま
す
。
救
急
や
火
災
な
ど

の
通
報
は
、
1
1
9
番
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
工
事
中
、
近
隣
の
皆
様
に
は
、

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

8
9
3

－

3
2
2
1

　
仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署

8
6
7

－

2
8
1
2

　
3
月
21
日
を
も
っ
て
、
い
の
警

察
庁
舎
が
移
転
し
ま
し
た
。
各
種

届
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
は
移
転
に

伴
い
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
移
転
先
（
旧
法
務
局
）

　
い
の
町
1
2
9
0
番
地
4

▼
電
話
番
号
（
移
転
前
と
同
じ
）

　
　
8
9
3

－

1
2
3
4

■
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
警
察
署8

5
2

－

0
1
1
0

　
い
の
警
察
庁
舎89

3

－

1
2
3
4

仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署
の

移
転
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度
と
は

　
森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、
水

源
の
涵
養
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
森
林
の
持
っ
て
い
る
多

面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
前
に
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
森
林

　
保
安
林
な
ど
を
除
く
民
有
林

　（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

　
保
安
林
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

伐
採
許
可
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

1
．
届
出
対
象
者

　
森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
、
立
木
の
伐
採
に
つ

い
て
権
原
を
有
す
る
方
と
な
り
ま

す
。

①
自
分
で
、あ
る
い
は
請
負
に
よ
っ

て
伐
採
す
る
場
合
は
、
森
林
所

有
者

②
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

か
ら
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採

す
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

買
い
受
け
人
の
連
名

2
．
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る

市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7

－

2
3
2
2

　
産
業
経
済
課8

9
3

－

1
1
1
5

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

8
6
9

－

2
1
1
5

▼
届
出
対
象
者

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
平
成

24
年
4
月
1
日
以
降
に
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
4
月
1

日
以
前
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
方
で
も
、
平
成
24
年
4
月
1
日

以
降
に
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し

た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で

す
。

　
所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7

－

2
3
2
2

　
産
業
経
済
課8

9
3

－

1
1
1
5

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

8
6
9

－

2
1
1
5

　
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
う
ち
で
は
、
4
月
か
ら
性
暴
力

被
害
相
談
の
専
用
電
話
（
コ
ー
ラ

ル
コ
ー
ル
）
を
開
設
し
ま
す
。

▼
相
談
・
支
援
　
無
料

▼
相
談
時
間
（
月
〜
金
曜
日
）

　
10
時
〜
16
時

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

　
0
8
0

－

9
8
3
3

－

3
5
0
0

　
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
支
援
員
養

成
講
座
及
び
性
暴
力
被
害
者
専
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
に
つ

い
て
の
詳
細
や
申
込
は
、
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
認
定
N
P
O
法
人
こ
う
ち
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

8
5
4

－

7
5
1
1

お
知
ら
せ

性
被
害
者
相
談
専
用
電
話
開
設

お
知
ら
せ

犬
の
不
妊
又
は
去
勢
手
術

事
業
補
助
金
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

お
知
ら
せ

森
林
の
土
地
の
所
有
者

届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

い
の
警
察
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

◆ＤＶ電話相談のご案内◆　　ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。
相談先 高知県女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）
こうち男女共同参画センター

「ソーレ」
女性、男性

女性向け 873－9555
　　　毎日　9：00～ 17：00
（※第 2水曜日・祝日・年末年始を除く。）
男性向け（予約制） 873－9100
　　　第 1・3火曜日、第 4水曜日
　　　　18：00～ 20：00

警    察

DV・ストーカーに関する相談対　象

電話番号
相談時間など

DV被害に苦しんでいる方（男女不問） 

　833－0783
平日　　　　　9：00～22：00
土・日・祝日　9：00～20：00
（年末年始を除く。)

お近くの警察署又は
県警本部県民支援相談課
（＃9110又は　823－9110）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ

いの警察庁舎

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集



森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る

と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

広報いの 2016 4月号  1617  広報いの 2016 4月号

　
不
妊
又
は
去
勢
手
術
を
希
望
す

る
犬
の
飼
い
主
に
対
し
て
、
予
算

の
範
囲
内
で
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
を
希
望
す
る

飼
い
主
の
方
は
必
ず
手
術
実
施
前

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
術

後
に
申
請
を
さ
れ
て
も
補
助
金
は

交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
要
件
及
び
補
助
金
額

○
飼
い
主
の
方
が
町
内
に
居
住

し
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
こ
と

○
犬
の
登
録
が
済
ん
で
お
り
、
平

成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
接
種
し
て
い
る
こ
と

○
補
助
金
は
オ
ス
、
メ
ス
に
か
か

わ
ら
ず
一
頭
に
つ
き
一
律
5
，

0
0
0
円
を
上
限
と
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課

8
9
3

－

1
1
6
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

　
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
と

は
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に

向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
の
支

援
と
、
平
成
28
年
前
半
の
個
人
消

費
の
下
支
え
に
も
資
す
る
よ
う
、

所
得
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象
に

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
次
の
①
か
ら
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
基
準
日
（
平
成
27
年
1
月
1
日
）

に
住
民
票
が
い
の
町
に
あ
る
方

②
平
成
27
年
度
の
住
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

③
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と

な
る
方
（
昭
和
27
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

支
給
対
象
外
で
す
。

・
平
成
27
年
度
の
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
扶
養
親
族
な
ど

・
生
活
保
護
の
被
保
護
者

▼
支
給
額

　
支
給
対
象
者
1
人
に
つ
き

3
0
，
0
0
0
円

▼
申
請
・
支
給
手
続
き

　
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

の
支
給
に
向
け
て
現
在
準
備
中
で

す
。
申
請
の
受
付
時
期
や
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
」
の
”振
り
込
め
詐
欺
“
や

”個
人
情
報
の
詐
取
“
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

　
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
の
職
員

な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や

郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
最
寄
り

の
警
察
署
（
又
は
警
察
相
談
専
用

電
話
（
＃
９
１
１
０
））
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

8
9
3

－

3
8
1
8

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
4

　
仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署
は
、

庁
舎
の
耐
震
改
修
事
業
に
伴
い
、

6
月
1
日
よ
り
仮
庁
舎
と
し
て
、

い
の
町
役
場
吾
北
総
合
支
所
3
階

（
い
の
町
上
八
川
甲
1
9
3
4
番

地
）
に
移
転
し
、
耐
震
改
修
事
業

が
完
了
す
る
本
年
12
月
末
ま
で
業

務
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
移

転
期
間
は
、
工
事
の
契
約
や
進
捗

状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
移
転
中
の
連
絡
先
は
、
移
転
前

と
同
じ
く
　
8
6
7

－

2
8
1
2

と
な
り
ま
す
。
救
急
や
火
災
な
ど

の
通
報
は
、
1
1
9
番
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
工
事
中
、
近
隣
の
皆
様
に
は
、

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

8
9
3

－

3
2
2
1

　
仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署

8
6
7

－

2
8
1
2

　
3
月
21
日
を
も
っ
て
、
い
の
警

察
庁
舎
が
移
転
し
ま
し
た
。
各
種

届
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
行
っ
て
い

ま
す
。
住
民
の
皆
様
に
は
移
転
に

伴
い
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
移
転
先
（
旧
法
務
局
）

　
い
の
町
1
2
9
0
番
地
4

▼
電
話
番
号
（
移
転
前
と
同
じ
）

　
　
8
9
3

－

1
2
3
4

■
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
警
察
署8

5
2

－

0
1
1
0

　
い
の
警
察
庁
舎89

3

－

1
2
3
4

仁
淀
消
防
組
合
吾
北
分
署
の

移
転
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度
と
は

　
森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、
水

源
の
涵
養
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
森
林
の
持
っ
て
い
る
多

面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
前
に
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
森
林

　
保
安
林
な
ど
を
除
く
民
有
林

　（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

　
保
安
林
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

伐
採
許
可
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

1
．
届
出
対
象
者

　
森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
、
立
木
の
伐
採
に
つ

い
て
権
原
を
有
す
る
方
と
な
り
ま

す
。

①
自
分
で
、あ
る
い
は
請
負
に
よ
っ

て
伐
採
す
る
場
合
は
、
森
林
所

有
者

②
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

か
ら
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採

す
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

買
い
受
け
人
の
連
名

2
．
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　
伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る

市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7

－
2
3
2
2

　
産
業
経
済
課8

9
3

－
1
1
1
5

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

8
6
9

－

2
1
1
5

▼
届
出
対
象
者

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
平
成

24
年
4
月
1
日
以
降
に
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ

ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
4
月
1

日
以
前
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
方
で
も
、
平
成
24
年
4
月
1
日

以
降
に
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し

た
場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し

て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　
届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で

す
。

　
所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
森
林
政
策
課

　（
吾
北
総
合
支
所
内
）

8
6
7

－

2
3
2
2

　
産
業
経
済
課8

9
3

－

1
1
1
5

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

8
6
9

－

2
1
1
5

　
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
う
ち
で
は
、
4
月
か
ら
性
暴
力

被
害
相
談
の
専
用
電
話
（
コ
ー
ラ

ル
コ
ー
ル
）
を
開
設
し
ま
す
。

▼
相
談
・
支
援
　
無
料

▼
相
談
時
間
（
月
〜
金
曜
日
）

　
10
時
〜
16
時

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

　
0
8
0

－

9
8
3
3

－

3
5
0
0

　
ま
た
、
犯
罪
被
害
者
支
援
員
養

成
講
座
及
び
性
暴
力
被
害
者
専
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
講
座
に
つ

い
て
の
詳
細
や
申
込
は
、
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
認
定
N
P
O
法
人
こ
う
ち
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局

8
5
4

－

7
5
1
1

お
知
ら
せ

性
被
害
者
相
談
専
用
電
話
開
設

お
知
ら
せ

犬
の
不
妊
又
は
去
勢
手
術

事
業
補
助
金
の
ご
案
内

お
知
ら
せ

低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

お
知
ら
せ

森
林
の
土
地
の
所
有
者

届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

い
の
警
察
庁
舎
の
移
転
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

◆ＤＶ電話相談のご案内◆　　ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。
相談先 高知県女性相談支援センター

（配偶者暴力相談支援センター）
こうち男女共同参画センター

「ソーレ」
女性、男性

女性向け 873－9555
　　　毎日　9：00～ 17：00
（※第 2水曜日・祝日・年末年始を除く。）
男性向け（予約制） 873－9100
　　　第 1・3火曜日、第 4水曜日
　　　　18：00～ 20：00

警    察

DV・ストーカーに関する相談対　象

電話番号
相談時間など

DV被害に苦しんでいる方（男女不問） 

　833－0783
平日　　　　　9：00～22：00
土・日・祝日　9：00～20：00
（年末年始を除く。)

お近くの警察署又は
県警本部県民支援相談課
（＃9110又は　823－9110）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ

いの警察庁舎

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集
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高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、

5
月
1
日
か
ら
始
ま
る
憲
法
週
間

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　

　
5
月
10
日
（
火
）

　
　
13
時
〜
17
時

▼
受
付
時
間

　
12
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所  

　
高
知
共
済
会
館 

3
階

　（
高
知
市
本
町
5

－

3

－

20
）

▼
共
催
機
関
　

　
高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
検

察
庁
、
高
知
地
方
法
務
局
、
高
知

地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ
　

　
高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係82

2

－

0
5
7
6

　
健
康
増
進
施
設
い
や
っ
し
〜
土

佐
で
は
、「
こ
ど
も
の
日
」
に
プ
ー

ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
是
非
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

　
5
月
5
日
（
木
）

　
　
10
時
30
分
〜
18
時
30
分

　（
最
終
入
場
時
間
は
17
時
45
分
）

▼
対
象
と
な
る
方

①
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
の
方

②
お
子
様
（
幼
児
及
び
小
学
3
年

生
以
下
）
に
付
き
添
い
の
保
護
者

の
方
（
1
名
に
限
る
。）

▼
注
意
事
項

・
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
小
学
3
年
生
以
下
の
方
は
、
保

護
者
と
同
伴
で
な
け
れ
ば
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
保
護
者
1
名

に
対
し
て
2
名
（
小
学
3
年
生
以

下
）
ま
で
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
再
入
場
の
際
は
通
常
の
施
設
利

用
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
い
や
っ
し
〜
土
佐

8
5
2

－

7
6
1
8

　
３
か
月
〜
６
か
月
の
職
業
訓
練

コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。
訓
練
期

間
中
か
ら
修
了
後
に
わ
た
っ
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が

積
極
的
に
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
は
別
途
必
要
）
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
は
、
住
所
を
所
管
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
の
趣
旨

　
町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産

業
な
ど
の
地
域
資
源
を
い
か
し
、

独
創
的
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
町
内
の
団
体
に
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
4
月
1
日
（
金
）
〜

　
　
4
月
22
日
（
金
）

※
た
だ
し
土
、
日
曜
日
を
除
く
。

▼
補
助
対
象
団
体
　
　
　

　
町
民
又
は
町
内
に
居
住
す
る
者

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
団
体

▼
補
助
対
象
事
業

　
団
体
が
自
主
的
に
行
い
、
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
次
に
掲
げ
る

事
業

⑴
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業

⑵
伝
統
・
文
化
継
承
の
た
め
の
事

業
⑶
地
場
産
業
育
成
の
た
め
の
事
業

⑷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
た
め
の

事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
づ
く
り
に
関
し

町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
事

業
※
国
、
県
の
補
助
対
象
事
業
、
施

設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
及
び

視
察
・
大
会
な
ど
へ
の
参
加
を
主

た
る
目
的
と
し
た
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
対
象
経
費

　
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

※
団
体
の
構
成
員
に
対
す
る
人
件

費
、
謝
金
及
び
飲
食
に
係
る
経
費

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
事
業
承
認
申
請

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
事
業
承
認
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
さ
れ

た
申
請
事
業
の
内
容
を
選
考
委
員

会
で
審
査
し
、
承
認
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

〜
申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ
〜

 

団
体
な
ど
の
申
請

　
　
　
←

 

総
務
課
受
付

　
　
　
←

 

選
考
委
員
会

　
　
　
←

 

承
認
事
業
の
決
定

　
　
　
←

 

申
請
団
体
代
表
者
へ
の
通
知

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

8
9
3

－

1
1
1
3

「
い
の
町
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
募
集
し
ま
す

募
集

　
高
知
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お

り
警
察
官
採
用
募
集
を
行
い
ま
す
。

高
知
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た

の
情
熱
・
勇
気
・
や
さ
し
さ
を
い

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
警
察
署8

5
2

－

0
1
1
0

　
い
の
警
察
庁
舎89

3

－

1
2
3
4

　
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発

途
上
国
で
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
内
容
及
び
対
象
者

◇
青
年
（
20
歳
〜
39
歳
）

・
青
年
海
外
協
力
隊

・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◇
シ
ニ
ア
（
40
歳
〜
69
歳
）

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

※
日
本
国
籍
を
持
つ
方
で
、
今
年

5
月
9
日
時
点
で
（
　
）
内
の
年

齢
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　

　
4
月
1
日
（
金
）
〜

　
　
5
月
9
日
（
月
）

▼
募
集
説
明
会
（
参
加
無
料
）

　
4
月
16
日
（
土
）

　
　
13
時
〜
17
時

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知
2
階
　
イ

オ
ン
ホ
ー
ル
）

　
映
画
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
の
上

映
と
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
談
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
映
画

だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
申
込
不
要
、
入
退
室
自
由

■
問
い
合
わ
せ

　
J
I
C
A
四
国

　
　
0
8
7

－

8
2
1

－

8
8
2
4

募
集 無

料
法
律
相
談
会
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

「
こ
ど
も
の
日
」
プ
ー
ル

無
料
開
放
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

就
職
に
役
立
つ
職
業
訓
練
を

受
け
ま
せ
ん
か

講
座
・
教
室

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

訓練コース名

多品目有機農業実践科

ITビジネス基礎科

介護職員実務者研修科

アロマ・カラーセラピスト科

■問い合わせ　ポリテクセンター高知　833－1085

8

15

18

12

6か月

3か月

6か月

3か月

5月18日（水）～
11月17日（木）
5月25日（水）～
8月24日（水）
6月15日（水）～
12月14日（水）
6月22日（水）～
9月21日（水）

4月14日（木）
まで受付中
4月21日（木）
まで受付中
4月28日（木）～
5月18日（水）
5月6日（金）～
5月25日（水）

定員 訓練
期間 訓練期間 募集期間

警察官Ａ
（大卒及び大卒見込者）

試験案内・申込書配布

申込受付期間

受験年齢など

一次試験

4月11日（月）
4月11日（月）～　　
　　5月23日（月）

7月10日（日）

7月12日（火）
8月19日（金）～
　　9月2日（金）

10月16日（日）

警察官Ｂ
（大卒及び大卒見込者以外）

昭和57年4月2日から平成11
年4月1日までに生まれた者。
ただし、学校教育法による4
年制大学などを卒業した者及
び平成29年3月までに卒業見
込みの者は受験できない。

昭和57年4月2日から平成
11年4月1日までに生まれ
た者で、学校教育法によ
る4年制大学などを卒業し
た者又は平成29年3月ま
でに卒業見込みの者。

　平成28年度から、4名以上の団体で加入ができ
るようになりました。保険の詳細については、お
問い合わせください。

対象期間　
　4月1日～平成29年3月31日
加入できる団体　
　スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、
地域活動を行う団体・グループ
（団体の例）
　スポーツ・文化・ボランティア・レクリエーショ
ン・地域・野外活動を行う団体（スポーツ少年団、
野球チーム、婦人バレーボールチーム、青年団、
PTAなど）、各種教室・講座、老人大学、総合型
地域スポーツクラブ、会員制スポーツクラブ、一
定の資格のある指導者の団体、学童保育など
■問い合わせ　
　公益財団法人スポーツ安全協会高知県支部
　　820－1755
　ホームページ　http://www.sportsanzen.org

　仁淀ロータリークラブ様から、枝川保育園の砂
場に新しい砂をいただきました。天候の悪い中、
砂の入替作業もご協力いただきました。

教育委員会事務局

　株式会社ヒワサキ様から、南海トラフ地震をは
じめとした地域の備えとして、プロパンガス専用
ポータブルエンジン発電機（MGC2200G）1台
を寄贈いただきました。

総務課

　紙上をもちまして厚くお礼を申し上げます。

お礼平成28年度スポーツ安全保険のご案内
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高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、

5
月
1
日
か
ら
始
ま
る
憲
法
週
間

の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
無
料
法

律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　

　
5
月
10
日
（
火
）

　
　
13
時
〜
17
時

▼
受
付
時
間

　
12
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所  

　
高
知
共
済
会
館 

3
階

　（
高
知
市
本
町
5

－

3

－

20
）

▼
共
催
機
関
　

　
高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
検

察
庁
、
高
知
地
方
法
務
局
、
高
知

地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
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合
わ
せ
　

　
高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係82

2

－

0
5
7
6

　
健
康
増
進
施
設
い
や
っ
し
〜
土

佐
で
は
、「
こ
ど
も
の
日
」
に
プ
ー

ル
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
是
非
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

　
5
月
5
日
（
木
）

　
　
10
時
30
分
〜
18
時
30
分

　（
最
終
入
場
時
間
は
17
時
45
分
）

▼
対
象
と
な
る
方

①
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
の
方

②
お
子
様
（
幼
児
及
び
小
学
3
年

生
以
下
）
に
付
き
添
い
の
保
護
者

の
方
（
1
名
に
限
る
。）

▼
注
意
事
項

・
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

・
小
学
3
年
生
以
下
の
方
は
、
保

護
者
と
同
伴
で
な
け
れ
ば
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
保
護
者
1
名

に
対
し
て
2
名
（
小
学
3
年
生
以

下
）
ま
で
が
利
用
で
き
ま
す
。

・
再
入
場
の
際
は
通
常
の
施
設
利

用
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
い
や
っ
し
〜
土
佐

8
5
2

－

7
6
1
8

　
３
か
月
〜
６
か
月
の
職
業
訓
練

コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。
訓
練
期

間
中
か
ら
修
了
後
に
わ
た
っ
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
各
訓
練
施
設
が

積
極
的
に
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
は
別
途
必
要
）
で
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
講
申
込
は
、
住
所
を
所
管
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
集
の
趣
旨

　
町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産

業
な
ど
の
地
域
資
源
を
い
か
し
、

独
創
的
、
個
性
的
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実
施

す
る
町
内
の
団
体
に
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　
4
月
1
日
（
金
）
〜

　
　
4
月
22
日
（
金
）

※
た
だ
し
土
、
日
曜
日
を
除
く
。

▼
補
助
対
象
団
体
　
　
　

　
町
民
又
は
町
内
に
居
住
す
る
者

が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
団
体

▼
補
助
対
象
事
業

　
団
体
が
自
主
的
に
行
い
、
地
域

づ
く
り
に
結
び
つ
く
次
に
掲
げ
る

事
業

⑴
人
材
育
成
の
た
め
の
事
業

⑵
伝
統
・
文
化
継
承
の
た
め
の
事

業
⑶
地
場
産
業
育
成
の
た
め
の
事
業

⑷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の
た
め
の

事
業

⑸
そ
の
他
、
地
域
づ
く
り
に
関
し

町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
事

業
※
国
、
県
の
補
助
対
象
事
業
、
施

設
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
及
び

視
察
・
大
会
な
ど
へ
の
参
加
を
主

た
る
目
的
と
し
た
事
業
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

▼
補
助
対
象
経
費

　
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

※
団
体
の
構
成
員
に
対
す
る
人
件

費
、
謝
金
及
び
飲
食
に
係
る
経
費

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
事
業
承
認
申
請

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
事
業
承
認
申
請
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。
提
出
さ
れ

た
申
請
事
業
の
内
容
を
選
考
委
員

会
で
審
査
し
、
承
認
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

〜
申
請
か
ら
決
定
ま
で
の
流
れ
〜

 

団
体
な
ど
の
申
請

　
　
　
←

 

総
務
課
受
付

　
　
　
←

 

選
考
委
員
会

　
　
　
←

 

承
認
事
業
の
決
定

　
　
　
←

 

申
請
団
体
代
表
者
へ
の
通
知

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

8
9
3

－

1
1
1
3

「
い
の
町
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
募
集
し
ま
す

募
集

　
高
知
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お

り
警
察
官
採
用
募
集
を
行
い
ま
す
。

高
知
の
未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た

の
情
熱
・
勇
気
・
や
さ
し
さ
を
い

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

　
土
佐
警
察
署8

5
2

－

0
1
1
0

　
い
の
警
察
庁
舎89

3

－

1
2
3
4

　
あ
な
た
の
技
術
・
経
験
を
開
発

途
上
国
で
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
内
容
及
び
対
象
者

◇
青
年
（
20
歳
〜
39
歳
）

・
青
年
海
外
協
力
隊

・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

◇
シ
ニ
ア
（
40
歳
〜
69
歳
）

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

※
日
本
国
籍
を
持
つ
方
で
、
今
年

5
月
9
日
時
点
で
（
　
）
内
の
年

齢
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　

　
4
月
1
日
（
金
）
〜

　
　
5
月
9
日
（
月
）

▼
募
集
説
明
会
（
参
加
無
料
）

　
4
月
16
日
（
土
）

　
　
13
時
〜
17
時

（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
知
2
階
　
イ

オ
ン
ホ
ー
ル
）

　
映
画
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」
の
上

映
と
、
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体

験
談
を
同
時
開
催
し
ま
す
。
映
画

だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
申
込
不
要
、
入
退
室
自
由

■
問
い
合
わ
せ

　
J
I
C
A
四
国

　
　
0
8
7

－

8
2
1

－

8
8
2
4

募
集 無

料
法
律
相
談
会
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

「
こ
ど
も
の
日
」
プ
ー
ル

無
料
開
放
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

就
職
に
役
立
つ
職
業
訓
練
を

受
け
ま
せ
ん
か

講
座
・
教
室

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
集

訓練コース名

多品目有機農業実践科

ITビジネス基礎科

介護職員実務者研修科

アロマ・カラーセラピスト科

■問い合わせ　ポリテクセンター高知　833－1085

8

15

18

12

6か月

3か月

6か月

3か月

5月18日（水）～
11月17日（木）
5月25日（水）～
8月24日（水）
6月15日（水）～
12月14日（水）
6月22日（水）～
9月21日（水）

4月14日（木）
まで受付中
4月21日（木）
まで受付中
4月28日（木）～
5月18日（水）
5月6日（金）～
5月25日（水）

定員 訓練
期間 訓練期間 募集期間

警察官Ａ
（大卒及び大卒見込者）

試験案内・申込書配布

申込受付期間

受験年齢など

一次試験

4月11日（月）
4月11日（月）～　　
　　5月23日（月）

7月10日（日）

7月12日（火）
8月19日（金）～
　　9月2日（金）

10月16日（日）

警察官Ｂ
（大卒及び大卒見込者以外）

昭和57年4月2日から平成11
年4月1日までに生まれた者。
ただし、学校教育法による4
年制大学などを卒業した者及
び平成29年3月までに卒業見
込みの者は受験できない。

昭和57年4月2日から平成
11年4月1日までに生まれ
た者で、学校教育法によ
る4年制大学などを卒業し
た者又は平成29年3月ま
でに卒業見込みの者。

　平成28年度から、4名以上の団体で加入ができ
るようになりました。保険の詳細については、お
問い合わせください。

対象期間　
　4月1日～平成29年3月31日
加入できる団体　
　スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、
地域活動を行う団体・グループ
（団体の例）
　スポーツ・文化・ボランティア・レクリエーショ
ン・地域・野外活動を行う団体（スポーツ少年団、
野球チーム、婦人バレーボールチーム、青年団、
PTAなど）、各種教室・講座、老人大学、総合型
地域スポーツクラブ、会員制スポーツクラブ、一
定の資格のある指導者の団体、学童保育など
■問い合わせ　
　公益財団法人スポーツ安全協会高知県支部
　　820－1755
　ホームページ　http://www.sportsanzen.org

　仁淀ロータリークラブ様から、枝川保育園の砂
場に新しい砂をいただきました。天候の悪い中、
砂の入替作業もご協力いただきました。

教育委員会事務局

　株式会社ヒワサキ様から、南海トラフ地震をは
じめとした地域の備えとして、プロパンガス専用
ポータブルエンジン発電機（MGC2200G）1台
を寄贈いただきました。

総務課

　紙上をもちまして厚くお礼を申し上げます。

お礼平成28年度スポーツ安全保険のご案内



広報いの 2016 4月号  2021  広報いの 2016 4月号

警察署からのお知らせ 土佐警察署　　　 852 ー 0110
いの警察庁舎　　 893 ー 1234

無事故・無違反達成おめでとうございます
　運転者5人で1チームをつくり、チーム全員が103日間（平成27年9月20日～12月31日）の無事故・
無違反を目指す『セーフティロード103（土佐）』が県内で行われ、いの警察庁舎受付分では、参加107
チーム中99チーム（92.5％）が見事達成されました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

あ
ら

　こ

　ち

こ
わ 友

草
　
水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

荒
東
風
に
音
の
転
が
る
石
だ
た
み田

蔦
恵
美
子

（
評
）「
東
風
」
と
い
え
ば
道
実
の
「
東
風
吹
か

ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
主
な
し
と
て
春
を
忘

る
な
」
の
古
歌
を
思
い
出
す
。
東
風
と
は
春
に

東
か
ら
吹
く
柔
ら
か
な
風
の
こ
と
で
あ
る
。
掲

句
は
「
荒
東
風
」
で
あ
り
「
強
東
風
」
と
も
い

わ
れ
る
。
石
畳
の
上
を
音
を
立
て
て
何
か
転
が

っ
て
い
っ
た
。
物
が
転
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
く
、
音
が
転
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
視

覚
で
な
く
聴
覚
で
と
ら
え
た
表
現
の
う
ま
さ
が

あ
る
。
今
年
は
例
年
に
な
く
気
圧
配
置
の
関
係

で
荒
東
風
、
強
東
風
が
日
本
列
島
を
お
そ
っ
た
。

日
本
海
に
低
気
圧
が
発
生
す
る
と
南
風
が
吹
き

春
一
番
と
呼
ば
れ
る
。

○
荒
東
風
に
鰤
網
お
こ
す
熊
野
び
と澤

田
　
緑
正

　極
寒
の
水
も
ゆ
た
か
に
紙
を
漉
く島

村
か
り
ん

（
評
）
最
も
寒
い
時
期
に
漉
か
れ
た
紙
は
古
来

良
質
の
紙
と
さ
れ
、
寒
漉
き
の
紙
と
し
て
重
宝

さ
れ
た
。
こ
の
極
寒
で
の
「
の
り
」「
ね
り
」

と
い
う
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
成
分
が
よ
く
紙
の
繊

維
と
な
じ
む
た
め
紙
の
繊
維
が
縦
横
と
何
重
に

も
重
な
る
効
果
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
夏
場
に

気
温
が
高
く
な
る
と
そ
の
効
果
が
低
下
し
、
良

質
の
紙
は
で
き
な
い
。
か
つ
て
日
本
の
山
間
部

の
農
家
で
は
、
冬
期
副
業
と
し
て
製
紙
業
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。

○
紙
を
漉
く
ぽ
た
ぽ
た
と
暮
れ
に
け
り

小
倉
　
英
男

紅
梅
や
悲
願
の
ロ
ー
ド
開
通
す

森
岡
　
照
月

（
評
）
多
く
の
地
区
住
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
高

知
西
バ
イ
パ
ス
が
、
紅
梅
の
咲
く
昨
今
や
っ
と

枝
川
I
C
か
ら
鎌
田
I
C
ま
で
繋
が
っ
た
。「
悲

願
の
ロ
ー
ド
開
通
す
」
で
関
係
者
の
こ
の
上
も

な
い
喜
び
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
世
は
ま
さ
に
車
社
会
。
国
道
33
号
線
の
高
知

〜
い
の
間
の
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、

バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
い
の
町
が
通
過
点
と

な
り
、
量
販
店
を
含
む
一
般
商
店
へ
の
客
足
が

減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
あ
る
首
長
が
バ
イ
パ
ス
設
置
に
反
対
し

て
お
ら
れ
た
が
時
代
の
流
れ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

○
厄
介
や
紅
梅
の
咲
き
満
ち
た
る
は永

田
　
耕
衣

　奄
美
に
も
雪
は
降
り
け
り
寒
の
中石原

　
　
静

（
評
）
世
界
で
異
常
気
象
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
年
も
春
に
な
っ
て
か
ら
西
日
本
は
大
雪
に
見

ま
わ
れ
た
。
先
日
、
県
西
部
の
山
間
部
は
何
年

ぶ
り
か
の
大
雪
と
な
っ
た
。
私
の
住
む
工
芸
村

辺
り
で
は
積
雪
が
30
セ
ン
チ
を
超
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
雪
景
色
を
堪
能
し
た
。
掲
句
は
何
年
ぶ

り
か
に
南
の
島
、
奄
美
大
島
に
降
っ
た
雪
で
驚

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
年
は
暖
冬
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
降
雪

と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
根
雪
に
な
る
こ

と
な
く
3
日
ば
か
り
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。
や

は
り
暖
冬
で
あ
る
。

○
は
る
の
雪
産
着
の
や
う
に
田
の
真
昼

小
宅
　
容
義 

　
　二
句
抄

春
の
夜
の
骨
音
さ
せ
て
緩
み
お
り

 
竹
崎
た
か
ひ
ろ

春
愁
や
女
は
紅
を
濃
ゆ
く
す
る

煮
凝
り
を
崩
せ
ば
遠
き
海
の
音

 
間
　
　
浩
太

節
分
の
曇
り
硝
子
に
○
を
書
く

旧
正
の
一
日
菜
園
に
て
暮
れ
る

 

田
蔦
恵
美
子

空
豆
の
初
花
に
会
う
今
日
の
幸

何
ん
と
な
く
離
れ
づ
ら
き
や
春
炬
燵

 小
野
川
町
子

せ
せ
ら
ぎ
に
春
の
鼓
動
を
感
じ
け
り

風
光
る
さ
れ
ど
息
せ
く
坂
の
道

 

岡
村
　
嘉
夫

物
の
芽
の
伸
び
る
楽
し
み
隠
棲
す

背
伸
び
し
て
お
じ
や
み
ひ
い
ふ
う
春
を
待
つ

 川
村
　
博
子

春
立
つ
や
告
げ
て
お
き
た
き
父
母
の
墓

枯
枝
を
す
っ
と
さ
し
た
る
雪
の
朝

 
國
田
　
貞
子

も
の
言
わ
ず
た
だ
見
つ
め
お
り
窓
の
雪

弓
神
事
矢
風
の
春
の
音
を
聞
く

 
大
川
　
節
弥

武
士
偲
ぶ
面
影
城
の
梅

日
記
書
く
ペ
ン
の
走
り
も
春
め
け
る

 刈
谷
　
志
津

日
脚
延
ぶ
昨
日
よ
り
今
日
さ
ら
に
明
日

宮
参
り
曽
孫
主
役
の
笑
い
初
め

 

片
岡
　
包
女

留
守
居
に
も
な
ら
ぬ
難
聴
朝
が
す
み

塗
り
た
て
の
眩
し
き
ポ
ス
ト
春
隣

 津
田
　
久
美

目
つ
む
れ
ば
想
い
出
ば
か
り
針
供
養

門
松
も
国
旗
も
出
な
い
お
正
月

 

石
原
　
　
静

畦
焼
く
や
豊
作
願
い
煙
受
け

 

森
岡
　
照
月

オ
リ
オ
ン
の
真
下
春
待
つ
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　島
村
か
り
ん

石
一
つ
も
り
あ
が
り
た
る
春
の
雪

 
友
草
　
水
月

春
寒
や
大
地
に
凍
て
る
石
と
靴

　
　
名
　
句
　
鑑
　
賞 

　
　
　
　
水
月

　
昨
年
度
い
く
つ
か
芭
蕉
の
句
を
紹
介
し
て
き

た
。
ほ
か
に
も
誰
も
が
知
っ
て
い
る
句
や
歴
史

と
関
係
あ
る
土
地
の
句
が
あ
る
。
例
え
ば
「
夏

草
や
兵
ど
も
が
夢
の
あ
と
」「
五
月
雨
の
降
り
の

こ
し
て
や
光
堂
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
季
節

で
は
芭
蕉
は
特
に
秋
を
詠
ん
だ
句
が
多
い
。「
秋

深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
は
有
名
で
あ
る
。

　
わ
び
・
さ
び
の
世
界
を
愛
し
、
旅
を
続
け
た

芭
蕉
の
最
後
の
句
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
野
原
を

か
け
廻
る
」、
こ
の
句
に
思
い
を
重
ね
る
今
日
こ

の
ご
ろ
で
あ
る
。

　
　次

　
　題

　「当
季
雑
詠
」

　
　締
め
切
り

　毎
月
5
日

投
句
先

　
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　
い
の
町
1
7
0
0

－

1

8
9
3

－

1
9
2
2

い
の
流
水
俳
壇

No.
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

（受付順）

EDAGAWA BASE（高知ニュードライバー学院）
SDワンダくんチーム（自動車安全運転センター）
本家SDチーム（自動車安全運転センター）
兎と亀（（一社）高知県交通安全協会 業務課）
講習家（運転免許センター）
チームつかさ（運転免許センター）
ショムイチ（運転免許センター）
長沢長寿クラブ
アンプルA（㈱アンプル）
アンプルB（㈱アンプル）
アンプルC（㈱アンプル）
アンプルD（㈱アンプル）
たかちゃん（日高村役場）
チーム産業環境課（日高村役場）
日高村役場住民課（日高村役場）
日高村役場総務課（日高村役場）
原一枝と愉快な仲間たち（日高村役場）
タナカA（㈲田中運送）
タナカB（㈲田中運送）
タナカC（㈲田中運送）
TeamGMW～going my way～（土佐警察署　いの警察庁舎）
交通安全すみれの会
チーム “メッソ”（運転免許センター）
エダガワ（運転免許センター）
ROAD194（土佐警察署　いの警察庁舎）
ちょー安全ユニオン（土佐警察署　いの警察庁舎）
高知支店（四電エンジニアリング㈱高知支店）
四E高知業務課（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チーム営業（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームアクア（四電エンジニアリング㈱高知支店）
ソリューション・分一（四電エンジニアリング㈱高知支店）
電気屋（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームオペラ座（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームT・O・G・S・Y（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームアサコ（四電エンジニアリング㈱高知支店）
キカイ1（四電エンジニアリング㈱高知支店）
機械・情報通信（四電エンジニアリング㈱高知支店）
水力（四電エンジニアリング㈱高知支店）
工事（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信1（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信2（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信3（四電エンジニアリング㈱高知支店）
国友バリバリチーム（国友商事㈱）
森本興業（㈱森本興業）
ちょリス（JAコスモス日高支所）
いーの3（土佐警察署　いの警察庁舎）
本川生コン工業㈱（本川生コン工業㈱）
建築グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）
工事1グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）
工事2グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）

ShikokuバンカーズinoA（㈱四国銀行伊野支店）
ShikokuバンカーズinoB（㈱四国銀行伊野支店）
仁淀消防（仁淀消防組合）
いの安協（（一社）高知県交通安全協会 いの支部）
夢みぃ一家（宇治工業㈲）
いの町社協本所（社会福祉法人いの町社会福祉協議会）
いの町社協地域福祉に真剣！！（社会福祉法人いの町社会福祉協議会）
ひろみっちゃんズ（運転免許センター）
むささびっ娘（いの町社会福祉協議会）
本川住民福祉課（いの町役場）
HONGAWA（いの町役場）
中村とゆかいな仲間たち（いの町役場）
中央西土木（中央西土木事務所）
中央西土木　道路建設課（中央西土木事務所）
中央西土木　河港建設課（中央西土木事務所）
中央西土木　維持管理課（中央西土木事務所）
中央西土木　総務・用地課（中央西土木事務所）
昭和組（㈲伊東組）
手箱1（㈲手箱建設）
手箱2（㈲手箱建設）
いのイータ（伊野税務署）
伊野林業チーム（中央西林業事務所）
ザ・ルーキーズいの（いの町役場）
神5TEAM☆AKIRA（いの町役場）
チーム☆ザッキー（いの町役場）
3K（いの町役場）
セーフティドライバー（いの町役場）
姉御プラス1健康家族（いの町役場）
ココア筋肉健康家族（いの町役場）
いの町吾北建設課①（いの町役場）
いの町吾北住民福祉課（いの町役場）
すみだふぁみりぃ（いの町役場）
はげつるピッカ
ケイチャンリチーム（かんぽの宿伊野）
エビチャンチーム（かんぽの宿伊野）
ファミリー片田
日高村安全運転の会
いーの（土佐警察署　いの警察庁舎）
小津っこ
氷室の里チーム（長沢郵便局）
チームふわふわ（いの町観光協会）
カツオのタタキ（JAコスモス伊野支所）
日高村建設課（日高村役場）
QRAUD（土佐和紙工芸村くらうど）
西川建設（A）（西川建設㈱）
西川建設（B）（西川建設㈱）
明神ハイヤーNo1（㈲明神ハイヤー）
明神ハイヤーNo2（㈲明神ハイヤー）
明神ハイヤーNo3（㈲明神ハイヤー）

チーム名（事業所名） No. チーム名（事業所名）

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296
院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科



広報いの 2016 4月号  2021  広報いの 2016 4月号

警察署からのお知らせ 土佐警察署　　　 852 ー 0110
いの警察庁舎　　 893 ー 1234

無事故・無違反達成おめでとうございます
　運転者5人で1チームをつくり、チーム全員が103日間（平成27年9月20日～12月31日）の無事故・
無違反を目指す『セーフティロード103（土佐）』が県内で行われ、いの警察庁舎受付分では、参加107
チーム中99チーム（92.5％）が見事達成されました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

あ
ら

　こ

　ち

こ
わ 友

草
　
水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

荒
東
風
に
音
の
転
が
る
石
だ
た
み田

蔦
恵
美
子

（
評
）「
東
風
」
と
い
え
ば
道
実
の
「
東
風
吹
か

ば
匂
ひ
お
こ
せ
よ
梅
の
花
主
な
し
と
て
春
を
忘

る
な
」
の
古
歌
を
思
い
出
す
。
東
風
と
は
春
に

東
か
ら
吹
く
柔
ら
か
な
風
の
こ
と
で
あ
る
。
掲

句
は
「
荒
東
風
」
で
あ
り
「
強
東
風
」
と
も
い

わ
れ
る
。
石
畳
の
上
を
音
を
立
て
て
何
か
転
が

っ
て
い
っ
た
。
物
が
転
が
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
く
、
音
が
転
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
視

覚
で
な
く
聴
覚
で
と
ら
え
た
表
現
の
う
ま
さ
が

あ
る
。
今
年
は
例
年
に
な
く
気
圧
配
置
の
関
係

で
荒
東
風
、
強
東
風
が
日
本
列
島
を
お
そ
っ
た
。

日
本
海
に
低
気
圧
が
発
生
す
る
と
南
風
が
吹
き

春
一
番
と
呼
ば
れ
る
。

○
荒
東
風
に
鰤
網
お
こ
す
熊
野
び
と澤

田
　
緑
正

　極
寒
の
水
も
ゆ
た
か
に
紙
を
漉
く島

村
か
り
ん

（
評
）
最
も
寒
い
時
期
に
漉
か
れ
た
紙
は
古
来

良
質
の
紙
と
さ
れ
、
寒
漉
き
の
紙
と
し
て
重
宝

さ
れ
た
。
こ
の
極
寒
で
の
「
の
り
」「
ね
り
」

と
い
う
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
成
分
が
よ
く
紙
の
繊

維
と
な
じ
む
た
め
紙
の
繊
維
が
縦
横
と
何
重
に

も
重
な
る
効
果
を
高
め
る
の
で
あ
る
。
夏
場
に

気
温
が
高
く
な
る
と
そ
の
効
果
が
低
下
し
、
良

質
の
紙
は
で
き
な
い
。
か
つ
て
日
本
の
山
間
部

の
農
家
で
は
、
冬
期
副
業
と
し
て
製
紙
業
が
盛

ん
で
あ
っ
た
。

○
紙
を
漉
く
ぽ
た
ぽ
た
と
暮
れ
に
け
り

小
倉
　
英
男

紅
梅
や
悲
願
の
ロ
ー
ド
開
通
す

森
岡
　
照
月

（
評
）
多
く
の
地
区
住
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
高

知
西
バ
イ
パ
ス
が
、
紅
梅
の
咲
く
昨
今
や
っ
と

枝
川
I
C
か
ら
鎌
田
I
C
ま
で
繋
が
っ
た
。「
悲

願
の
ロ
ー
ド
開
通
す
」
で
関
係
者
の
こ
の
上
も

な
い
喜
び
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
世
は
ま
さ
に
車
社
会
。
国
道
33
号
線
の
高
知

〜
い
の
間
の
渋
滞
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、

バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
り
、
い
の
町
が
通
過
点
と

な
り
、
量
販
店
を
含
む
一
般
商
店
へ
の
客
足
が

減
少
す
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
あ
る
首
長
が
バ
イ
パ
ス
設
置
に
反
対
し

て
お
ら
れ
た
が
時
代
の
流
れ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

○
厄
介
や
紅
梅
の
咲
き
満
ち
た
る
は永

田
　
耕
衣

　奄
美
に
も
雪
は
降
り
け
り
寒
の
中石原

　
　
静

（
評
）
世
界
で
異
常
気
象
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

今
年
も
春
に
な
っ
て
か
ら
西
日
本
は
大
雪
に
見

ま
わ
れ
た
。
先
日
、
県
西
部
の
山
間
部
は
何
年

ぶ
り
か
の
大
雪
と
な
っ
た
。
私
の
住
む
工
芸
村

辺
り
で
は
積
雪
が
30
セ
ン
チ
を
超
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
雪
景
色
を
堪
能
し
た
。
掲
句
は
何
年
ぶ

り
か
に
南
の
島
、
奄
美
大
島
に
降
っ
た
雪
で
驚

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
今
年
は
暖
冬
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
降
雪

と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
根
雪
に
な
る
こ

と
な
く
3
日
ば
か
り
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。
や

は
り
暖
冬
で
あ
る
。

○
は
る
の
雪
産
着
の
や
う
に
田
の
真
昼

小
宅
　
容
義 

　
　二
句
抄

春
の
夜
の
骨
音
さ
せ
て
緩
み
お
り

 
竹
崎
た
か
ひ
ろ

春
愁
や
女
は
紅
を
濃
ゆ
く
す
る

煮
凝
り
を
崩
せ
ば
遠
き
海
の
音

 
間
　
　
浩
太

節
分
の
曇
り
硝
子
に
○
を
書
く

旧
正
の
一
日
菜
園
に
て
暮
れ
る

 

田
蔦
恵
美
子

空
豆
の
初
花
に
会
う
今
日
の
幸

何
ん
と
な
く
離
れ
づ
ら
き
や
春
炬
燵

 小
野
川
町
子

せ
せ
ら
ぎ
に
春
の
鼓
動
を
感
じ
け
り

風
光
る
さ
れ
ど
息
せ
く
坂
の
道

 

岡
村
　
嘉
夫

物
の
芽
の
伸
び
る
楽
し
み
隠
棲
す

背
伸
び
し
て
お
じ
や
み
ひ
い
ふ
う
春
を
待
つ

 川
村
　
博
子

春
立
つ
や
告
げ
て
お
き
た
き
父
母
の
墓

枯
枝
を
す
っ
と
さ
し
た
る
雪
の
朝

 
國
田
　
貞
子

も
の
言
わ
ず
た
だ
見
つ
め
お
り
窓
の
雪

弓
神
事
矢
風
の
春
の
音
を
聞
く

 
大
川
　
節
弥

武
士
偲
ぶ
面
影
城
の
梅

日
記
書
く
ペ
ン
の
走
り
も
春
め
け
る

 刈
谷
　
志
津

日
脚
延
ぶ
昨
日
よ
り
今
日
さ
ら
に
明
日

宮
参
り
曽
孫
主
役
の
笑
い
初
め

 

片
岡
　
包
女

留
守
居
に
も
な
ら
ぬ
難
聴
朝
が
す
み

塗
り
た
て
の
眩
し
き
ポ
ス
ト
春
隣

 津
田
　
久
美

目
つ
む
れ
ば
想
い
出
ば
か
り
針
供
養

門
松
も
国
旗
も
出
な
い
お
正
月

 

石
原
　
　
静

畦
焼
く
や
豊
作
願
い
煙
受
け

 

森
岡
　
照
月

オ
リ
オ
ン
の
真
下
春
待
つ
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス

　島
村
か
り
ん

石
一
つ
も
り
あ
が
り
た
る
春
の
雪

 
友
草
　
水
月

春
寒
や
大
地
に
凍
て
る
石
と
靴

　
　
名
　
句
　
鑑
　
賞 

　
　
　
　
水
月

　
昨
年
度
い
く
つ
か
芭
蕉
の
句
を
紹
介
し
て
き

た
。
ほ
か
に
も
誰
も
が
知
っ
て
い
る
句
や
歴
史

と
関
係
あ
る
土
地
の
句
が
あ
る
。
例
え
ば
「
夏

草
や
兵
ど
も
が
夢
の
あ
と
」「
五
月
雨
の
降
り
の

こ
し
て
や
光
堂
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
季
節

で
は
芭
蕉
は
特
に
秋
を
詠
ん
だ
句
が
多
い
。「
秋

深
き
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
は
有
名
で
あ
る
。

　
わ
び
・
さ
び
の
世
界
を
愛
し
、
旅
を
続
け
た

芭
蕉
の
最
後
の
句
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
野
原
を

か
け
廻
る
」、
こ
の
句
に
思
い
を
重
ね
る
今
日
こ

の
ご
ろ
で
あ
る
。
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長沢長寿クラブ
アンプルA（㈱アンプル）
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アンプルC（㈱アンプル）
アンプルD（㈱アンプル）
たかちゃん（日高村役場）
チーム産業環境課（日高村役場）
日高村役場住民課（日高村役場）
日高村役場総務課（日高村役場）
原一枝と愉快な仲間たち（日高村役場）
タナカA（㈲田中運送）
タナカB（㈲田中運送）
タナカC（㈲田中運送）
TeamGMW～going my way～（土佐警察署　いの警察庁舎）
交通安全すみれの会
チーム “メッソ”（運転免許センター）
エダガワ（運転免許センター）
ROAD194（土佐警察署　いの警察庁舎）
ちょー安全ユニオン（土佐警察署　いの警察庁舎）
高知支店（四電エンジニアリング㈱高知支店）
四E高知業務課（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チーム営業（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームアクア（四電エンジニアリング㈱高知支店）
ソリューション・分一（四電エンジニアリング㈱高知支店）
電気屋（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームオペラ座（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームT・O・G・S・Y（四電エンジニアリング㈱高知支店）
チームアサコ（四電エンジニアリング㈱高知支店）
キカイ1（四電エンジニアリング㈱高知支店）
機械・情報通信（四電エンジニアリング㈱高知支店）
水力（四電エンジニアリング㈱高知支店）
工事（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信1（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信2（四電エンジニアリング㈱高知支店）
情報通信3（四電エンジニアリング㈱高知支店）
国友バリバリチーム（国友商事㈱）
森本興業（㈱森本興業）
ちょリス（JAコスモス日高支所）
いーの3（土佐警察署　いの警察庁舎）
本川生コン工業㈱（本川生コン工業㈱）
建築グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）
工事1グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）
工事2グループ（四電エンジニアリング㈱南国工事所）

ShikokuバンカーズinoA（㈱四国銀行伊野支店）
ShikokuバンカーズinoB（㈱四国銀行伊野支店）
仁淀消防（仁淀消防組合）
いの安協（（一社）高知県交通安全協会 いの支部）
夢みぃ一家（宇治工業㈲）
いの町社協本所（社会福祉法人いの町社会福祉協議会）
いの町社協地域福祉に真剣！！（社会福祉法人いの町社会福祉協議会）
ひろみっちゃんズ（運転免許センター）
むささびっ娘（いの町社会福祉協議会）
本川住民福祉課（いの町役場）
HONGAWA（いの町役場）
中村とゆかいな仲間たち（いの町役場）
中央西土木（中央西土木事務所）
中央西土木　道路建設課（中央西土木事務所）
中央西土木　河港建設課（中央西土木事務所）
中央西土木　維持管理課（中央西土木事務所）
中央西土木　総務・用地課（中央西土木事務所）
昭和組（㈲伊東組）
手箱1（㈲手箱建設）
手箱2（㈲手箱建設）
いのイータ（伊野税務署）
伊野林業チーム（中央西林業事務所）
ザ・ルーキーズいの（いの町役場）
神5TEAM☆AKIRA（いの町役場）
チーム☆ザッキー（いの町役場）
3K（いの町役場）
セーフティドライバー（いの町役場）
姉御プラス1健康家族（いの町役場）
ココア筋肉健康家族（いの町役場）
いの町吾北建設課①（いの町役場）
いの町吾北住民福祉課（いの町役場）
すみだふぁみりぃ（いの町役場）
はげつるピッカ
ケイチャンリチーム（かんぽの宿伊野）
エビチャンチーム（かんぽの宿伊野）
ファミリー片田
日高村安全運転の会
いーの（土佐警察署　いの警察庁舎）
小津っこ
氷室の里チーム（長沢郵便局）
チームふわふわ（いの町観光協会）
カツオのタタキ（JAコスモス伊野支所）
日高村建設課（日高村役場）
QRAUD（土佐和紙工芸村くらうど）
西川建設（A）（西川建設㈱）
西川建設（B）（西川建設㈱）
明神ハイヤーNo1（㈲明神ハイヤー）
明神ハイヤーNo2（㈲明神ハイヤー）
明神ハイヤーNo3（㈲明神ハイヤー）

チーム名（事業所名） No. チーム名（事業所名）

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296
院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科



長
沢
小
学
校

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
と
の
料
理
教
室

　
厳
し
い
寒
波
が
過
ぎ
去
っ
た
1
月
28

日
、
地
域
で
食
生
活
改
善
の
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
さ
ん
と
の
料
理
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
10
名
が
2
班
に
分
か
れ
て
、

4
人
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
に
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
、
学
校
の

す
ぐ
下
の
本
川
プ
ラ
チ
ナ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、大
豆
入
り
じ
ゃ
こ
ご
飯
・

あ
め
ご
の
か
ら
揚
げ
・
き
の
こ
汁
・
里
芋

サ
ラ
ダ
・
バ
ナ
ナ
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
5
品
で

し
た
。

　
調
理
に
先
立
ち
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
の
大
切
さ
を
講
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
中
に
、「
五
感
で
楽
し
ん
で
ね
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
約
1
時
間
の
調
理
の
時
間
に
も
、
盛
り

付
け
の
見
た
目
や
食
材
の
手
触
り
な
ど

に
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
細
や
か
な
助

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
ぶ
り
で
赤
い
斑
点
が
鮮
や
か
な
あ
め

ご
は
、
寺
川
地
区
で
卵
か
ら
育
て
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
素
焼
き
し
て

お
り
、
そ
れ
に
児
童
が
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ

し
て
、
1
8
0
度
の
油
で
カ
リ
ッ
と
揚
げ

ま
し
た
。

　
里
芋
サ
ラ
ダ
は
、
何
杯
も
お
代
わ
り
を

す
る
ぐ
ら
い
児
童
に
人
気
が
あ
り
ま
し

た
。
食
事
の
時
間
に
は
、
い
つ
も
以
上
に

味
覚
や
嗅
覚
を
総
動
員
し
て
い
る
顔
つ
き

で
し
た
。

　
楽
し
い
調
理

と
食
事
だ
っ
た

の
で
、
多
く
の

児
童
が
こ
の
体

験
を
家
庭
で
も

役
立
て
た
い
と

前
向
き
な
感
想

を
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。「
た

と
え
『
じ
ゃ
ま
』
と
言
わ
れ
て
も
、
台
所

に
立
ち
ま
す
。」
と
力
強
い
宣
言
も
あ
り

ま
し
た
。
楽
し
く
て
、
た
め
に
な
っ
た
半

日
で
し
た
。

吾
北
中
学
校 

「
吾
北
愛
」
を
育
て
る

第
18
回
文
化
発
表
会

〈
吾
北
を
知
り
・
吾
北
に
ふ
れ
・
吾
北

を
考
え
る
〉そ
し
て『
未
来
に
つ
な
ぐ
』

を
テ
ー
マ
に
！

　
今
年
の
「
文
化
発
表
会
」
は
、
今
ま
で

の
内
容
を
大
幅
に
変
え
て
、
故
郷
吾
北
を

強
く
意
識
し
た
発
表
会
に
し
ま
し
た
。

　
復
活
し
た
「
吾
北
五
地
区
の
会
」
が
、

地
元
に
根
ざ
し
た
芸
能
や
遺
跡
な
ど
に
つ

い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
休
み
は
校
舎
1
階
を
「
吾
北

中
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
し
て
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
地
元
の
皆

さ
ん
に
準
備
や
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
吾
北
中
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
地
域
の
有
志

の
方
々
と
、
数

日
前
か
ら
打
合

せ
を
重
ね
、
前

日
に
は
下
ご
し

ら
え
も
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
早

朝
か
ら
保
護
者

の
皆
さ
ん
・
生
徒
・
教
職
員
も
加
わ
り
、

調
理
室
で
楽
し
く
「
お
も
て
な
し
」
の
郷

土
料
理
を
つ
く
り
ま
し
た
。
文
化
発
表
会

の
昼
食
時
間
に
、
校
舎
1
階
の
玄
関
前
フ

ロ
ア
と
廊
下
を
開
放
し
、
机
と
椅
子
を
約

2
0
0
席
設
置
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　「
お
む
す
び
」「
い
も
餃
子
」「
汁
物
（
具

に
す
い
と
ん
）」
を
無
料
で
食
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
お
膳
に
よ
そ

い
、か
い
が
い
し
く
接
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
約
2
0
0

食
完
食
と
な
り
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い

と
地
域
の
皆
さ
ん
と
お
話
が
で
き
、「
美

味
し
か
っ
た
で
す
よ
」の
一
言
に
、「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」

と
、
生
徒
も
教

職
員
も
嬉
し
く

感
謝
し
た
次
第

で
す
。
来
年
も

ま
た
新
た
な
企

画
を
考
え
て
い

ま
す
。

『
大
忘
年
会
（
餅
と
鍋
で
）』
開
催
！

（
12
月
22
日
（
火
））

生
徒
（
代
表
委
員
会
）
主
催
の
企
画

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

　
代
表
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
40
名
全

員
が
参
加
し
て
、
餅
と
鍋
を
食
べ
る
大
忘

年
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
に
必
要
な
石
臼
や
杵
、
蒸
し
器

な
ど
は
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

お
借
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
保
護

者
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
つ
い
た
餅
は
、
吾
北
分
校
や

吾
北
教
育
事
務
所
、
上
八
川
郵
便
局
な
ど

普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
生
徒
が

配
っ
て
い
き
ま

し
た
。
学
校
の

近
所
の
お
家
に

も
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

学校通信学校通信

広報いの 2016 4月号  2223  広報いの 2016 4月号

◆緑の宝石会　石斛・風蘭・山野
草・小品盆栽・土佐の水石展
　4月8日（金）～4月10日（日）
緑の宝石会の展示会です。山野草
約20鉢、石斛約50鉢、風蘭約20鉢、
小品盆栽2席、土佐の水石約15席
を展示販売します。

◆海を渡り旅する蝶・アサギマダ
ラの不思議
　4月8日（金）～4月10日（日）
長距離移動をする蝶「アサギマダ
ラ」の写真約20点、標本約50点な
どを展示します。

◆第34回春の山野草展
　4月15日（金）～4月17日（日）
いの町山野草保存会による展示会
です。春の山野草・蘭科植物・シ
ダ・柄物など約300鉢を展示販売
します。

◆第26回いの町和紙ちぎり絵サークル展
　4月26日（火）～5月8日（日）
多くの方に、ちぎり絵の楽しさや
和紙のすばらしさを知っていただ
こうと、ちぎり絵作品約35点を展
示します。土佐和紙独特の繊維の
長さや、重ね合わせることで生ま
れる色のニュアンスを巧みにいか
す高度な技術には目を見張るもの
があります。土佐和紙の魅力と作
家の個性が織りなす「ちぎり絵」
の世界をお楽しみください。
◎土佐和紙ちぎり絵体験教室　調整中
実施日　5月3日（火）・4日（水）･5日（木）
時　間　10：00～15：00
参加費　100円（はがき）
　　　　250円（紙ざる）

◆第8回カンアオイと山野草展
　4月29日（金）～5月8日（日）

◇古布・着物リメイク展示即売展
　開催中～4月6日（水）
高知市、井本さんご夫婦の展示会
です。
古布や着物で作った世界に一つし
かないリメイク洋服を中心にバッ
グ、焼物、油絵など約250点を展
示販売します。

◇ももたろうの生活骨董と着物リ
メーク服展
　4月8日（金）～4月11日（月）
松山市、ももたろうの展示会です。
古き良き品を現代生活にお洒落に
ディスプレイしていただきたいと、
生活骨董品、古民具、古布や着物
のリメイク洋服など約300点を展
示販売します。

◇まったりと生活骨董＆古布展21
　4月15日（金）～4月17日（日）
日曜市でおなじみの古美術高陽堂
の展示会です。江戸～昭和の漆器、
陶磁器、家具、戦前戦後のレトロ
な生活雑貨など約500点を展示販
売します。

◇お陰様で元気です！174歳夫婦展
　4月22日（金）～4月24日（日）
夫婦共に87歳の佐川町、桧皮さん
ご夫婦の展示会です。こけ玉、寄
せ植えや盆栽のほか、長年夫婦で
収集した骨董品など合わせて約
150点を展示販売します。また竹
細工・木工作品、PPバンドで作っ
たカゴなど友情出品があります。

◇春の和布展
　4月29日（金）～5月8日（日）
土佐市、浪漫堂の展示会です。人
気の和布素材で、一点一点手作り
した着心地の良い生活着を中心に、
帽子やバッグ、アクセサリーなど
約300点を展示販売します。

◇第28回細谷多香子絵画展　
　5月13日（金）～5月22日（日）
高知市、細谷多香子さんの絵画展
です。「土佐和紙に水彩画を描く」
ことを更に深めつつ、新しい和紙
の魅力を紹介します。和紙と洋紙
との質感や発色の違いなどを鑑賞
していただきたく、水彩画など約
60点を展示販売します。

紙の博物館
●開館時間　9：00～17：00
※展示会は、最終日のみ終了時間が
　異なる場合がありますのでご注意
　ください。
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

4月・5月の催し物
カンアオイ保存会の展示会です。
山野草約100点・カンアオイ約150
点を展示販売します。

◆第23回桂月会石展
　5月13日（金）～5月15日（日）
桂月会の展示会です。四万十川石、
仁淀川石、室戸鉄丸石など約50点
を展示販売します。

◆第29回初夏の山野草展
　5月13日（金）～5月15日（日）
いの町山野草保存会の展示会です。
山野草・野生蘭・シダなど約300
点を展示販売します。

◆個展　横山明子「Washi-Arte：
フィレンツェに生まれた和紙画たち」
　5月13日（金）～5月22日（日）
フィレンツェ在住の日本人アーテ
ィスト横山明子氏(高知県出身)の
展示会です。土佐典具帖紙の特質
を生かし、後ろから光を当てると
絵が変わるという独自の表現方法
で制作したちぎり絵作品、約30点
を展示します。

◆第10回山アジサイと山野草展
　5月20日（金）～5月29日（日）
山アジサイ保存会の展示会です。
山アジサイ・野生蘭・山野草など
約250点を展示販売します。

作　品　募　集
◎第31回紙とあそぼう作品展
紙を材料に制作した作品を大募集！
搬入期間
　6月28日（火）～7月6日（水）
　9：00～16：00
搬入場所　紙の博物館　3階
小学生以下の部(園児～小学生)、
中学生以上の部(高校生～大学生)
があり、個人・団体を問わずご応
募いただけます。全応募作品を紙
の博物館に展示します。たくさん
のご応募をお待ちしています。



長
沢
小
学
校

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
と
の
料
理
教
室

　
厳
し
い
寒
波
が
過
ぎ
去
っ
た
1
月
28

日
、
地
域
で
食
生
活
改
善
の
た
め
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
さ
ん
と
の
料
理
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
10
名
が
2
班
に
分
か
れ
て
、

4
人
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
に
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は
、
学
校
の

す
ぐ
下
の
本
川
プ
ラ
チ
ナ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
、大
豆
入
り
じ
ゃ
こ
ご
飯
・

あ
め
ご
の
か
ら
揚
げ
・
き
の
こ
汁
・
里
芋

サ
ラ
ダ
・
バ
ナ
ナ
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
5
品
で

し
た
。

　
調
理
に
先
立
ち
、
早
寝
・
早
起
き
・
朝

ご
は
ん
の
大
切
さ
を
講
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
の
中
に
、「
五
感
で
楽
し
ん
で
ね
。」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
約
1
時
間
の
調
理
の
時
間
に
も
、
盛
り

付
け
の
見
た
目
や
食
材
の
手
触
り
な
ど

に
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
細
や
か
な
助

言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
大
ぶ
り
で
赤
い
斑
点
が
鮮
や
か
な
あ
め

ご
は
、
寺
川
地
区
で
卵
か
ら
育
て
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
素
焼
き
し
て

お
り
、
そ
れ
に
児
童
が
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ

し
て
、
1
8
0
度
の
油
で
カ
リ
ッ
と
揚
げ

ま
し
た
。

　
里
芋
サ
ラ
ダ
は
、
何
杯
も
お
代
わ
り
を

す
る
ぐ
ら
い
児
童
に
人
気
が
あ
り
ま
し

た
。
食
事
の
時
間
に
は
、
い
つ
も
以
上
に

味
覚
や
嗅
覚
を
総
動
員
し
て
い
る
顔
つ
き

で
し
た
。

　
楽
し
い
調
理

と
食
事
だ
っ
た

の
で
、
多
く
の

児
童
が
こ
の
体

験
を
家
庭
で
も

役
立
て
た
い
と

前
向
き
な
感
想

を
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。「
た

と
え
『
じ
ゃ
ま
』
と
言
わ
れ
て
も
、
台
所

に
立
ち
ま
す
。」
と
力
強
い
宣
言
も
あ
り

ま
し
た
。
楽
し
く
て
、
た
め
に
な
っ
た
半

日
で
し
た
。

吾
北
中
学
校 

「
吾
北
愛
」
を
育
て
る

第
18
回
文
化
発
表
会

〈
吾
北
を
知
り
・
吾
北
に
ふ
れ
・
吾
北

を
考
え
る
〉そ
し
て『
未
来
に
つ
な
ぐ
』

を
テ
ー
マ
に
！

　
今
年
の
「
文
化
発
表
会
」
は
、
今
ま
で

の
内
容
を
大
幅
に
変
え
て
、
故
郷
吾
北
を

強
く
意
識
し
た
発
表
会
に
し
ま
し
た
。

　
復
活
し
た
「
吾
北
五
地
区
の
会
」
が
、

地
元
に
根
ざ
し
た
芸
能
や
遺
跡
な
ど
に
つ

い
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
休
み
は
校
舎
1
階
を
「
吾
北

中
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
し
て
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
を
招
い
て
和
や
か
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
地
元
の
皆

さ
ん
に
準
備
や
ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

「
吾
北
中
レ
ス
ト
ラ
ン
」

　
地
域
の
有
志

の
方
々
と
、
数

日
前
か
ら
打
合

せ
を
重
ね
、
前

日
に
は
下
ご
し

ら
え
も
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
早

朝
か
ら
保
護
者

の
皆
さ
ん
・
生
徒
・
教
職
員
も
加
わ
り
、

調
理
室
で
楽
し
く
「
お
も
て
な
し
」
の
郷

土
料
理
を
つ
く
り
ま
し
た
。
文
化
発
表
会

の
昼
食
時
間
に
、
校
舎
1
階
の
玄
関
前
フ

ロ
ア
と
廊
下
を
開
放
し
、
机
と
椅
子
を
約

2
0
0
席
設
置
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　「
お
む
す
び
」「
い
も
餃
子
」「
汁
物
（
具

に
す
い
と
ん
）」
を
無
料
で
食
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
も
お
膳
に
よ
そ

い
、か
い
が
い
し
く
接
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
約
2
0
0

食
完
食
と
な
り
ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い

と
地
域
の
皆
さ
ん
と
お
話
が
で
き
、「
美

味
し
か
っ
た
で
す
よ
」の
一
言
に
、「
や
っ

て
よ
か
っ
た
」

と
、
生
徒
も
教

職
員
も
嬉
し
く

感
謝
し
た
次
第

で
す
。
来
年
も

ま
た
新
た
な
企

画
を
考
え
て
い

ま
す
。

『
大
忘
年
会
（
餅
と
鍋
で
）』
開
催
！

（
12
月
22
日
（
火
））

生
徒
（
代
表
委
員
会
）
主
催
の
企
画

で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

　
代
表
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
の
40
名
全

員
が
参
加
し
て
、
餅
と
鍋
を
食
べ
る
大
忘

年
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
に
必
要
な
石
臼
や
杵
、
蒸
し
器

な
ど
は
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

お
借
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
保
護

者
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
つ
い
た
餅
は
、
吾
北
分
校
や

吾
北
教
育
事
務
所
、
上
八
川
郵
便
局
な
ど

普
段
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
に
生
徒
が

配
っ
て
い
き
ま

し
た
。
学
校
の

近
所
の
お
家
に

も
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。

学校通信学校通信
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◆緑の宝石会　石斛・風蘭・山野
草・小品盆栽・土佐の水石展
　4月8日（金）～4月10日（日）
緑の宝石会の展示会です。山野草
約20鉢、石斛約50鉢、風蘭約20鉢、
小品盆栽2席、土佐の水石約15席
を展示販売します。

◆海を渡り旅する蝶・アサギマダ
ラの不思議
　4月8日（金）～4月10日（日）
長距離移動をする蝶「アサギマダ
ラ」の写真約20点、標本約50点な
どを展示します。

◆第34回春の山野草展
　4月15日（金）～4月17日（日）
いの町山野草保存会による展示会
です。春の山野草・蘭科植物・シ
ダ・柄物など約300鉢を展示販売
します。

◆第26回いの町和紙ちぎり絵サークル展
　4月26日（火）～5月8日（日）
多くの方に、ちぎり絵の楽しさや
和紙のすばらしさを知っていただ
こうと、ちぎり絵作品約35点を展
示します。土佐和紙独特の繊維の
長さや、重ね合わせることで生ま
れる色のニュアンスを巧みにいか
す高度な技術には目を見張るもの
があります。土佐和紙の魅力と作
家の個性が織りなす「ちぎり絵」
の世界をお楽しみください。
◎土佐和紙ちぎり絵体験教室　調整中
実施日　5月3日（火）・4日（水）･5日（木）
時　間　10：00～15：00
参加費　100円（はがき）
　　　　250円（紙ざる）

◆第8回カンアオイと山野草展
　4月29日（金）～5月8日（日）

◇古布・着物リメイク展示即売展
　開催中～4月6日（水）
高知市、井本さんご夫婦の展示会
です。
古布や着物で作った世界に一つし
かないリメイク洋服を中心にバッ
グ、焼物、油絵など約250点を展
示販売します。

◇ももたろうの生活骨董と着物リ
メーク服展
　4月8日（金）～4月11日（月）
松山市、ももたろうの展示会です。
古き良き品を現代生活にお洒落に
ディスプレイしていただきたいと、
生活骨董品、古民具、古布や着物
のリメイク洋服など約300点を展
示販売します。

◇まったりと生活骨董＆古布展21
　4月15日（金）～4月17日（日）
日曜市でおなじみの古美術高陽堂
の展示会です。江戸～昭和の漆器、
陶磁器、家具、戦前戦後のレトロ
な生活雑貨など約500点を展示販
売します。

◇お陰様で元気です！174歳夫婦展
　4月22日（金）～4月24日（日）
夫婦共に87歳の佐川町、桧皮さん
ご夫婦の展示会です。こけ玉、寄
せ植えや盆栽のほか、長年夫婦で
収集した骨董品など合わせて約
150点を展示販売します。また竹
細工・木工作品、PPバンドで作っ
たカゴなど友情出品があります。

◇春の和布展
　4月29日（金）～5月8日（日）
土佐市、浪漫堂の展示会です。人
気の和布素材で、一点一点手作り
した着心地の良い生活着を中心に、
帽子やバッグ、アクセサリーなど
約300点を展示販売します。

◇第28回細谷多香子絵画展　
　5月13日（金）～5月22日（日）
高知市、細谷多香子さんの絵画展
です。「土佐和紙に水彩画を描く」
ことを更に深めつつ、新しい和紙
の魅力を紹介します。和紙と洋紙
との質感や発色の違いなどを鑑賞
していただきたく、水彩画など約
60点を展示販売します。

紙の博物館
●開館時間　9：00～17：00
※展示会は、最終日のみ終了時間が
　異なる場合がありますのでご注意
　ください。
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、祝日は開館し翌日は休館）

893－0886

http://kamihaku.com/ 検索

4月・5月の催し物
カンアオイ保存会の展示会です。
山野草約100点・カンアオイ約150
点を展示販売します。

◆第23回桂月会石展
　5月13日（金）～5月15日（日）
桂月会の展示会です。四万十川石、
仁淀川石、室戸鉄丸石など約50点
を展示販売します。

◆第29回初夏の山野草展
　5月13日（金）～5月15日（日）
いの町山野草保存会の展示会です。
山野草・野生蘭・シダなど約300
点を展示販売します。

◆個展　横山明子「Washi-Arte：
フィレンツェに生まれた和紙画たち」
　5月13日（金）～5月22日（日）
フィレンツェ在住の日本人アーテ
ィスト横山明子氏(高知県出身)の
展示会です。土佐典具帖紙の特質
を生かし、後ろから光を当てると
絵が変わるという独自の表現方法
で制作したちぎり絵作品、約30点
を展示します。

◆第10回山アジサイと山野草展
　5月20日（金）～5月29日（日）
山アジサイ保存会の展示会です。
山アジサイ・野生蘭・山野草など
約250点を展示販売します。

作　品　募　集
◎第31回紙とあそぼう作品展
紙を材料に制作した作品を大募集！
搬入期間
　6月28日（火）～7月6日（水）
　9：00～16：00
搬入場所　紙の博物館　3階
小学生以下の部(園児～小学生)、
中学生以上の部(高校生～大学生)
があり、個人・団体を問わずご応
募いただけます。全応募作品を紙
の博物館に展示します。たくさん
のご応募をお待ちしています。



広報いの 2016 4月号  2425  広報いの 2016 4月号

「時間がない」って
あきらめないで。健康診断

元気でいきいき
暮らしたい～の
ほけん福祉課 　893－3811

No.24

南上水水系・公園町水系

平成28年2月分 いの町上水道水質検査結果
※いの町公式ホームページにも掲載しています。 

法
令
９
項
目

一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物
ＰＨ値
味

臭　　気
色　　度
濁　　度

単位
/mL
̶
mg/L
mg/L
̶
̶
̶
度
度

基準値
100以下

検出されないこと
200以下
3以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5以下
2以下

伊野南
0

検出せず
4.9 

0.3未満
7.0 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満

伊野
0

検出せず
2.5 

0.3未満
7.5

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満

鎌田水系

法
令
９
項
目

法
令
外

一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物
ＰＨ値
味

臭　　気
色　　度
濁　　度
鉛、化合物
鉄、化合物
マンガン

単位
/mL
ー
mg/L
mg/L
ー
ー
ー
度
度
mg/L
mg/L
mg/L

基準値
100以下

検出されないこと
200以下
3以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5以下
2以下
0.01以下
0.3以下
0.05以下

天神地区
0

検出せず
2.8 

0.3未満
6.9 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

池ﾉ内地区
0

検出せず
2.9 

0.3未満
7.0

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

枝川地区
0

検出せず
2.8 

0.3未満
7.0 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

　からだの状態は年々変化し、気付かないうちに不調が起きていることもあります。「健康が気になる」
そう思ったときが受診のチャンス。健診を受けてみませんか？
　健診に必要な時間は、長くても半日。自分のからだのために、時間をつくってみませんか？

　各地区で集団健診を行います。本誌に折り込みの「健康ガイド」に集団健診の日程や内容・各健診の対
象者など詳しく掲載しています。是非ご覧ください。

年に1回、からだの健康度をチェックしよう！　

集団健診は、がん検診もセットでお得！

●4月の体験教室（予定） 参加料　無料
月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

4月17日

4月20日
4月21日
4月27日

第1回

第2回
第3回

第4回

第5回

第6回

学校経営方針・教育課程の承認
保小中の連携、学校評価、ボランティア活動
パンフレット作成について
児童・生徒との協議方法、三部会について
小中学生との懇談、パンフレット内容検討
全国学力学習状況調査結果、第1回学校評価
パンフレット内容検討
学校経営報告、三部会報告
パンフレット内容確認
第2回学校評価
それを受けての学校関係者評価
来年度の学校目標について

日

水
木
水

9:30～11:30

15:00～16:30
15:30～16:30
15:00～16:15

護身術

折り紙
将棋
ヨガ

■問い合わせ　伊野南小学校　　892－1121　担当　大嶋、大西　 

南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気の
あるまちづくりを目指しています。

　伊野南小・中学校合同の学校運営協議会が設置され
て1年が経ちました。小中学校・保育園・地域のそれぞ
れが抱える課題の共有や互いに協力し合えることを見
つけ出して、実現可能なことから取り組んできました。
　4月7日に小・中学校ともに入学式が行われます。今
年度もより良い学校・地域づくりを目指します。

◎「放課後体験教室」開催しています

◎新年度が始まりました

廣瀬　永正
山田　卓彦
吉良　　文
刈谷　重光
味元季代恵

体育館

北舎・図工室
中舎・図書室

北舎コミュニティR
※日程については変更などがありますので、最新の情報はお問い合わせください。
※最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.ed.jp/inominami-e/）に掲載しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して57伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して57

　将棋やヨガ、折り紙、護身術は飛び込みでの参加も
大歓迎です。

　がんになるかならないかは毎日の習慣で決まります。生活習慣を見直して、がんを予防しましょう。以下に挙
げる「がん予防の8か条」を守りましょう。
①禁煙しよう：がん予防の最大の手段は禁煙です。吸わない人も、たばこの煙を避けましょう。
②適正体重を維持する：太りすぎや、やせすぎに注意しましょう。
　　適正体重　㎏＝身長　(m)×身長　(m)×22
③塩分の多い食品を控える：塩分の多い食品(塩辛など)を食べる回数を減らしましょう。料理に使う塩や醤油を
控えて、薄味を心がけましょう。
④野菜と果物をたっぷり食べる：野菜は1日350gを目標に1日5皿以上食べましょう。果物は1日1回を目安に食
べましょう。
⑤肉に偏らない：主菜には、肉・魚・大豆製品・卵を偏らないように食べましょう。脂肪の多い肉は控えましょ
う。
⑥熱い状態で食べない：熱いものは少し冷ましてから食べましょう。
⑦お酒はほどほどに：がんの予防には過度の飲酒はすすめられません。飲む場合は、1日に日本酒なら1合、ビ
ールなら大瓶1本まで。週に2日は休肝日を設けましょう。
⑧定期的に運動する：1日60分程度のウォーキングを。日常生活の中でもからだを動かす機会を増やしましょう。

（大阪府立成人病センター調査部より）

 健診センター
　当健診センターでは人間ドックや特定健診など各種健康診断を行っています。自覚症状が無くてもご自分の健
康状態を正しく認識することが大切です。また、病気を早期に発見することができれば重症化を防ぐことができ
ます。ご自身のためだけでなく、ご家族のためにも是非ご利用ください。
　また、労働安全衛生法に基づき従業員の方の定期健康診断や雇入時健康診断も実施しています。提出先により
健康診断の検査項目が異なりますので、事前にお問い合わせください。

健診部　小原秀一
「がん予防の 8か条」について

仁淀病院からのお知らせ仁淀病院からのお知らせ

訪問歯科診療のご案内
寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症等で自分の歯みがきが不十分な方のため

に、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担金

のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科

平成27年度学校運営協議会の主な議題

■問い合わせ：仁淀病院　健診担当　 893－1551
　各健康診断は予約制です。病院受付又は、電話
　にてご予約ください。
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「時間がない」って
あきらめないで。健康診断

元気でいきいき
暮らしたい～の
ほけん福祉課 　893－3811

No.24

南上水水系・公園町水系

平成28年2月分 いの町上水道水質検査結果
※いの町公式ホームページにも掲載しています。 

法
令
９
項
目

一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物
ＰＨ値
味

臭　　気
色　　度
濁　　度

単位
/mL
̶
mg/L
mg/L
̶
̶
̶
度
度

基準値
100以下

検出されないこと
200以下
3以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5以下
2以下

伊野南
0

検出せず
4.9 

0.3未満
7.0 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満

伊野
0

検出せず
2.5 

0.3未満
7.5

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満

鎌田水系

法
令
９
項
目

法
令
外

一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
有機物
ＰＨ値
味

臭　　気
色　　度
濁　　度
鉛、化合物
鉄、化合物
マンガン

単位
/mL
ー
mg/L
mg/L
ー
ー
ー
度
度
mg/L
mg/L
mg/L

基準値
100以下

検出されないこと
200以下
3以下

5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5以下
2以下
0.01以下
0.3以下
0.05以下

天神地区
0

検出せず
2.8 

0.3未満
6.9 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

池ﾉ内地区
0

検出せず
2.9 

0.3未満
7.0

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

枝川地区
0

検出せず
2.8 

0.3未満
7.0 

異常なし
異常なし
1未満
0.1未満
0.001未満
0.03未満
0.005未満

　からだの状態は年々変化し、気付かないうちに不調が起きていることもあります。「健康が気になる」
そう思ったときが受診のチャンス。健診を受けてみませんか？
　健診に必要な時間は、長くても半日。自分のからだのために、時間をつくってみませんか？

　各地区で集団健診を行います。本誌に折り込みの「健康ガイド」に集団健診の日程や内容・各健診の対
象者など詳しく掲載しています。是非ご覧ください。

年に1回、からだの健康度をチェックしよう！　

集団健診は、がん検診もセットでお得！

●4月の体験教室（予定） 参加料　無料
月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

4月17日

4月20日
4月21日
4月27日

第1回

第2回
第3回

第4回

第5回

第6回

学校経営方針・教育課程の承認
保小中の連携、学校評価、ボランティア活動
パンフレット作成について
児童・生徒との協議方法、三部会について
小中学生との懇談、パンフレット内容検討
全国学力学習状況調査結果、第1回学校評価
パンフレット内容検討
学校経営報告、三部会報告
パンフレット内容確認
第2回学校評価
それを受けての学校関係者評価
来年度の学校目標について

日

水
木
水

9:30～11:30

15:00～16:30
15:30～16:30
15:00～16:15

護身術

折り紙
将棋
ヨガ

■問い合わせ　伊野南小学校　　892－1121　担当　大嶋、大西　 

南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気の
あるまちづくりを目指しています。

　伊野南小・中学校合同の学校運営協議会が設置され
て1年が経ちました。小中学校・保育園・地域のそれぞ
れが抱える課題の共有や互いに協力し合えることを見
つけ出して、実現可能なことから取り組んできました。
　4月7日に小・中学校ともに入学式が行われます。今
年度もより良い学校・地域づくりを目指します。

◎「放課後体験教室」開催しています

◎新年度が始まりました

廣瀬　永正
山田　卓彦
吉良　　文
刈谷　重光
味元季代恵

体育館

北舎・図工室
中舎・図書室

北舎コミュニティR
※日程については変更などがありますので、最新の情報はお問い合わせください。
※最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.ed.jp/inominami-e/）に掲載しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して57伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して57

　将棋やヨガ、折り紙、護身術は飛び込みでの参加も
大歓迎です。

　がんになるかならないかは毎日の習慣で決まります。生活習慣を見直して、がんを予防しましょう。以下に挙
げる「がん予防の8か条」を守りましょう。
①禁煙しよう：がん予防の最大の手段は禁煙です。吸わない人も、たばこの煙を避けましょう。
②適正体重を維持する：太りすぎや、やせすぎに注意しましょう。
　　適正体重　㎏＝身長　(m)×身長　(m)×22
③塩分の多い食品を控える：塩分の多い食品(塩辛など)を食べる回数を減らしましょう。料理に使う塩や醤油を
控えて、薄味を心がけましょう。
④野菜と果物をたっぷり食べる：野菜は1日350gを目標に1日5皿以上食べましょう。果物は1日1回を目安に食
べましょう。
⑤肉に偏らない：主菜には、肉・魚・大豆製品・卵を偏らないように食べましょう。脂肪の多い肉は控えましょ
う。
⑥熱い状態で食べない：熱いものは少し冷ましてから食べましょう。
⑦お酒はほどほどに：がんの予防には過度の飲酒はすすめられません。飲む場合は、1日に日本酒なら1合、ビ
ールなら大瓶1本まで。週に2日は休肝日を設けましょう。
⑧定期的に運動する：1日60分程度のウォーキングを。日常生活の中でもからだを動かす機会を増やしましょう。

（大阪府立成人病センター調査部より）

 健診センター
　当健診センターでは人間ドックや特定健診など各種健康診断を行っています。自覚症状が無くてもご自分の健
康状態を正しく認識することが大切です。また、病気を早期に発見することができれば重症化を防ぐことができ
ます。ご自身のためだけでなく、ご家族のためにも是非ご利用ください。
　また、労働安全衛生法に基づき従業員の方の定期健康診断や雇入時健康診断も実施しています。提出先により
健康診断の検査項目が異なりますので、事前にお問い合わせください。

健診部　小原秀一
「がん予防の 8か条」について

仁淀病院からのお知らせ仁淀病院からのお知らせ

訪問歯科診療のご案内
寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症等で自分の歯みがきが不十分な方のため

に、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担金

のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科

平成27年度学校運営協議会の主な議題

■問い合わせ：仁淀病院　健診担当　 893－1551
　各健康診断は予約制です。病院受付又は、電話
　にてご予約ください。
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●いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも返却できます。
●図書館ホームページ　（図書の検索・Web予約※ができます。）http://inolib.town.ino.kochi.jp/
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/spopac/index.do（スマホサイト用）
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/mobile/index.do（携帯サイト用）
　＊Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　＊サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～ 4：30までホームページの閲覧、WEB予約ができません。ご了承ください。

✿ くつしたのあな ✿

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～

4月16日（土）　14：30～15：00
☆毎月第3土曜日☆

✿ くつしたのあな ✿✿ くつしたのあな ✿

大活字本を１階に移動しました

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

図書館だより図書館だより
新しく入った本
【小説】

【児童】

・狙撃手のオリンピック（遠藤　武文 著／光文社）
・ムーンナイト・ダイバー（天童　荒太 著／文藝春秋）
・天才（石原慎太郎 著／幻冬舎）

・キキに出会った人びと（角野　栄子 著／福音館書店）
・西遊記11　火の巻（呉　　承恩 作／理論社）

・ちゃあちゃんのむかしばなし（中脇　初枝 再話／福音館書店）
・へっちゃらトーマス
　（パット・ハッチンス ぶん・え　小宮　　由　やく／大日本図書）

【ノンフィクション・その他】
・倒れるときは前のめり（有川　　浩　著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
・図説世界史を変えた50の戦略（ダニエル・スミス 著／原書房）
・おいでよ、小豆島。（平野　公子と島民のみなさん 著／晶文社）

・永遠の少年－ジャッキー・チェン自伝－
　（ジャッキー・チェン 著／楓書店）
・まだ東京で消耗してるの？（イケダハヤト 著／幻冬舎）
・牛を飼う球団（喜瀬　雅則 著／小学館）

・ガラパゴス上・下（相場　英雄 著／小学館）
・溺れる月（新野　剛志 著／小学館）
・ハーメルンの誘拐魔（中山　七里 著／ KADOKAWA）

　家庭や地域で読み聞かせをされている方や、これから読み聞
かせを始めようとされる方を対象に勉強会を実施しています。
どんな本を選んだらいいのか分からない、といった疑問にもお
答えします。是非、お気軽にご参加ください。予約は不要です。

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【0～3歳児・保護者対象】
　絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽し
みませんか？あかちゃんとおかあさんが絵本を通
してあったかい気持ちになれる時間です。是非、
お気軽にご参加ください。 　活字が大きく見やすいとご好評を頂いている大

活字本を1階辞典コーナー隣に配架変更しました。

図書館では書籍だけではなく、
雑誌も貸し出しができます。
最新号は閲覧のみです。

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

4月22日（金）
10：00～11：00
☆今月は第4金曜日☆

4月19日（火）　10：30～11：00
☆毎月第3火曜日☆

4 月

大活字本を１階に移動しました大活字本を１階に移動しました

4月23日は
★ 「子ども読書の日」です ★
　「子ども読書の日」にちなみ、「ニルスのふしぎ
な旅」や「長くつしたのピッピ」など子どもたち
が旅や冒険を通し、成長していく物語や絵本を展
示します。

4月23日は
★ 「子ども読書の日」です ★

4月23日は
★ 「子ども読書の日」です ★

下記のほかにもあります。

～今月は「冒険」に関する本を紹介していきます～

問い合わせ

　火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
　木曜日…本川地区
　週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
お手数をお掛けしますがご確認の上、ご利用ください。
　　　　　　　　 850－4360

いの町立図書館・本館 いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　　850－4360　
開館時間…9：30～18：00
4月の休館日…月曜日、28日（館内整理日）、29日（祝日）

住所…いの町枝川2462番地　　850－4350
開館時間…9：30～18：00
4月の休館日…月・水・金・日曜日

◆図書館バスの運行について◆
巡回場所

ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　 892－3151

子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨
ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。

◆手作り楽器による
　ミニコンサート◆

◆小麦粉で作った
　粘土遊び◆

◆ヘルスメイトさんと
　巻き寿司にチャレンジ◆

◆段ボールの鬼に
　「オニは～外♪」◆

　新たな出会いに胸がわくわくする春。身体だけでなく子どもたち一人ひとりの心の成長にも心を動かされ
ます。豊かな心育てのために家族、特にお母さんやお父さんへの親しみや信頼の気持ちが根付くよう、子ど
もに対するゆったりとした温かなまなざしが必要です。夜泣きや眠らないお子さんの育児で疲れているお母
さんには、ひろばで一息ついてもらえる場所として、子育てを楽しんでいるお母さんたちには、公園に代わ
る遊び場として気軽に立ち寄っていただけたらと願っています。

★まさちゃんの読み聞かせ・ふれあい遊び
　8日（金）　10：30～11：00

★子育て座談会～気軽な健康や育児の相談～
　8日（金）　13：00～13：50
　講師：仁淀病院小児科　倉繁　　迪　先生

★こいのぼり作り
　14日（木）　10：00～11：00

★ホッとママ講座～親子でおもちゃと遊ぼう～
　26日（火）　10：00～11：00
　講師：ファミーユ　渡辺　一男　先生

★散歩　
　28日（木）　9：45～11：00

4月行事予定 

マタニティ＆0歳児親子のためのホッとタイム

プレママほっとルーム
毎週月曜日：12：30～15：00

毎週水曜日：13：30～15：00

～ぐりぐらひろばでは～
●親と子の心の相談室（火～金曜日）
　✿ひろば内や個室など、ご希望の場所で相談できます。
　✿育児相談に限らず、誰かに聞いてもらいたいささやかな
悩みや、小・中・高生の相談にも耳を傾けてもらえます。

●助産師による母乳相談（第1水曜日）
　✿妊産婦さんのつらさや悩みに応じてくださいます。
●仁淀病院小児科医への気軽な相談（2か月に1回）
　✿子どもの健康相談や育児相談にも応じてもらえます。

～開所時間変更のお知らせ～
　4月から、子育て支援事業の拡充にともない、ぐりぐ
らひろばの開所時間が変わります。

　　平日 9：30～15：00
　ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いします。

※要予約

なないろはぁと

ママたちの要望から、妊婦さんがホッとする“カフェ”
のような憩いの場が5月にオープンします。

子どもをサポートする支援員さんもいます。
※小児科医への個別相談・助産師への母乳相談は要予約

4月
　  6日：マタニティヨガ・胎児の心音聴音
　13日：小児科医との座談会・個別相談
　20日：ペアレントトレーニングのお話
　27日：大人のための読み聞かせ

5月
　11日：ベビー＆ママヨガ♥子どもの手づくりおやつ試食

新設
5月情報
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●いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも返却できます。
●図書館ホームページ　（図書の検索・Web予約※ができます。）http://inolib.town.ino.kochi.jp/
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/spopac/index.do（スマホサイト用）
　http://inolib.town.ino.kochi.jp/WebOpac/mobile/index.do（携帯サイト用）
　＊Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　＊サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～ 4：30までホームページの閲覧、WEB予約ができません。ご了承ください。

✿ くつしたのあな ✿

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～

4月16日（土）　14：30～15：00
☆毎月第3土曜日☆

✿ くつしたのあな ✿✿ くつしたのあな ✿

大活字本を１階に移動しました

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

図書館だより図書館だより
新しく入った本
【小説】

【児童】

・狙撃手のオリンピック（遠藤　武文 著／光文社）
・ムーンナイト・ダイバー（天童　荒太 著／文藝春秋）
・天才（石原慎太郎 著／幻冬舎）

・キキに出会った人びと（角野　栄子 著／福音館書店）
・西遊記11　火の巻（呉　　承恩 作／理論社）

・ちゃあちゃんのむかしばなし（中脇　初枝 再話／福音館書店）
・へっちゃらトーマス
　（パット・ハッチンス ぶん・え　小宮　　由　やく／大日本図書）

【ノンフィクション・その他】
・倒れるときは前のめり（有川　　浩　著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ）
・図説世界史を変えた50の戦略（ダニエル・スミス 著／原書房）
・おいでよ、小豆島。（平野　公子と島民のみなさん 著／晶文社）

・永遠の少年－ジャッキー・チェン自伝－
　（ジャッキー・チェン 著／楓書店）
・まだ東京で消耗してるの？（イケダハヤト 著／幻冬舎）
・牛を飼う球団（喜瀬　雅則 著／小学館）

・ガラパゴス上・下（相場　英雄 著／小学館）
・溺れる月（新野　剛志 著／小学館）
・ハーメルンの誘拐魔（中山　七里 著／ KADOKAWA）

　家庭や地域で読み聞かせをされている方や、これから読み聞
かせを始めようとされる方を対象に勉強会を実施しています。
どんな本を選んだらいいのか分からない、といった疑問にもお
答えします。是非、お気軽にご参加ください。予約は不要です。

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【0～3歳児・保護者対象】
　絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽し
みませんか？あかちゃんとおかあさんが絵本を通
してあったかい気持ちになれる時間です。是非、
お気軽にご参加ください。 　活字が大きく見やすいとご好評を頂いている大

活字本を1階辞典コーナー隣に配架変更しました。

図書館では書籍だけではなく、
雑誌も貸し出しができます。
最新号は閲覧のみです。

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

✿ 読み聞かせ勉強会 ✿

✿ Peek a boo ✿

4月22日（金）
10：00～11：00
☆今月は第4金曜日☆

4月19日（火）　10：30～11：00
☆毎月第3火曜日☆

4 月

大活字本を１階に移動しました大活字本を１階に移動しました

4月23日は
★ 「子ども読書の日」です ★
　「子ども読書の日」にちなみ、「ニルスのふしぎ
な旅」や「長くつしたのピッピ」など子どもたち
が旅や冒険を通し、成長していく物語や絵本を展
示します。

4月23日は
★ 「子ども読書の日」です ★

4月23日は
★ 「子ども読書の日」です ★

下記のほかにもあります。

～今月は「冒険」に関する本を紹介していきます～

問い合わせ

　火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
　木曜日…本川地区
　週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
お手数をお掛けしますがご確認の上、ご利用ください。
　　　　　　　　 850－4360

いの町立図書館・本館 いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　　850－4360　
開館時間…9：30～18：00
4月の休館日…月曜日、28日（館内整理日）、29日（祝日）

住所…いの町枝川2462番地　　850－4350
開館時間…9：30～18：00
4月の休館日…月・水・金・日曜日

◆図書館バスの運行について◆
巡回場所

ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ

申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　 892－3151

子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨
ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。

◆手作り楽器による
　ミニコンサート◆

◆小麦粉で作った
　粘土遊び◆

◆ヘルスメイトさんと
　巻き寿司にチャレンジ◆

◆段ボールの鬼に
　「オニは～外♪」◆

　新たな出会いに胸がわくわくする春。身体だけでなく子どもたち一人ひとりの心の成長にも心を動かされ
ます。豊かな心育てのために家族、特にお母さんやお父さんへの親しみや信頼の気持ちが根付くよう、子ど
もに対するゆったりとした温かなまなざしが必要です。夜泣きや眠らないお子さんの育児で疲れているお母
さんには、ひろばで一息ついてもらえる場所として、子育てを楽しんでいるお母さんたちには、公園に代わ
る遊び場として気軽に立ち寄っていただけたらと願っています。

★まさちゃんの読み聞かせ・ふれあい遊び
　8日（金）　10：30～11：00

★子育て座談会～気軽な健康や育児の相談～
　8日（金）　13：00～13：50
　講師：仁淀病院小児科　倉繁　　迪　先生

★こいのぼり作り
　14日（木）　10：00～11：00

★ホッとママ講座～親子でおもちゃと遊ぼう～
　26日（火）　10：00～11：00
　講師：ファミーユ　渡辺　一男　先生

★散歩　
　28日（木）　9：45～11：00

4月行事予定 

マタニティ＆0歳児親子のためのホッとタイム

プレママほっとルーム
毎週月曜日：12：30～15：00

毎週水曜日：13：30～15：00

～ぐりぐらひろばでは～
●親と子の心の相談室（火～金曜日）
　✿ひろば内や個室など、ご希望の場所で相談できます。
　✿育児相談に限らず、誰かに聞いてもらいたいささやかな
悩みや、小・中・高生の相談にも耳を傾けてもらえます。

●助産師による母乳相談（第1水曜日）
　✿妊産婦さんのつらさや悩みに応じてくださいます。
●仁淀病院小児科医への気軽な相談（2か月に1回）
　✿子どもの健康相談や育児相談にも応じてもらえます。

～開所時間変更のお知らせ～
　4月から、子育て支援事業の拡充にともない、ぐりぐ
らひろばの開所時間が変わります。

　　平日 9：30～15：00
　ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いします。

※要予約

なないろはぁと

ママたちの要望から、妊婦さんがホッとする“カフェ”
のような憩いの場が5月にオープンします。

子どもをサポートする支援員さんもいます。
※小児科医への個別相談・助産師への母乳相談は要予約

4月
　  6日：マタニティヨガ・胎児の心音聴音
　13日：小児科医との座談会・個別相談
　20日：ペアレントトレーニングのお話
　27日：大人のための読み聞かせ

5月
　11日：ベビー＆ママヨガ♥子どもの手づくりおやつ試食

新設
5月情報



いの町観光協会からのお知らせ

いの町観光協会　会員募集！！

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145
　893-1211　　893-1205

連絡及び問い合わせ
季節の情報や、最新イベント情報などは下記のHPでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログも見てください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

いの町　観光 検索 クリック♪

生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　 8：30～17：15　　893－1922
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

ワード応用コースは、2013ワード問題集を使
用し抜粋した問題を解きながら学習します。

ワード2007～2013入門コースは、文書
作成ソフトであるワードソフトの基礎を学習
します。表現力のある文章や表の入った文
章、図を入れた文章などの作成をします。

Windows操作・印刷からワード・エクセル活
用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク
基礎・インターネットとメール・etcの相談室で
す。（C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図
面ソフト）は除く。）そのほかの内容について
は、予約のときに相談内容をお願いします。

パソコン教室のご案内　5月開催予定講座

 5 月
予 定 表
各コース　定員：10名

5月締切日：4月25日（月）17:15
主　催：教育委員会事務局（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：伊野公民館

申込方法

再受講などで、テキストをお持ちの方は、
申込時にご連絡ください。

注

パソコン個別相談室

ワード応用コース

インターネット入門コースは、初めてインター
ネットに挑戦してみようとされる方から便利な
ページを紹介し活用方法まで行います。

インターネット入門コース

ワード入門コース

エクセル2007～2013入門コースは、表計
算ソフトであるエクセルソフトの基礎を学習し
ます。エクセルでの文字や数字の入力やグラ
フ作成、計算方法の基礎を学習します。

エクセル入門コース

エクセル応用コースは、2013エクセル問題集
を使用し抜粋した問題を解きながら学習します。

エクセル応用コース

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

予約がない場合は中止します

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
エクセル入門　使用ソフトExcel2013（基礎を学習）

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円
Excel2013用

5／  8（日）

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
パソコン個別相談室

パソコン個別相談室
※VBA＆CADなどは除く 受講料 1,000円

5／  7（土）
5／21（土）
5／29（日）

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円
Word2013用

5／14（土）

ワード入門　使用ソフトWord2013（基礎を学習）

申込1件1時間以内
10:00～16:00

無線LAN
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
インターネット活用（便利な活用を学習）

10:00～15:00
4時間持込講座
昼休1時間含

受講料 2,000円
テキスト    300円 5／22（日）

2F
第3会議室

2F
第3会議室

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,080円
Word2013用

5／15（日）

ワード応用　使用ソフトWord2013（基礎を学習）

2F
第3会議室

2F
第3会議室

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
エクセル応用　使用ソフトExcel2013（基礎を学習）

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,080円
Excel2013用

5／28（土） 2F
第3会議室

2F
第3会議室
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　いの町観光協会は平成18年4月に誕生して、10年目を迎えました。
　いの町の魅力は、全国的にも徐々に知名度が上がってきた仁淀川や海抜約10m
～1800m余りまである自然美のすばらしさ、その他にも歴史ある伝統産業である
土佐和紙など、数多くの素材にあふれています。
　本年度も、いの町の魅力をより多くの人に知ってもらい、来てもらい、楽しんで
もらえるよう努めていきます。
　我々の考えに賛同していただき、いの町の発展、交流人口の拡大にご協力・ご

意見をいただける協会の会員を募集しています。是非ともよろしくお願いいたします。

紙のこいのぼりに合わせて、いの町をもっと知ろう♪
仁淀川　かみのこいのぼりと神紙をつなぐ道
　土佐和紙で栄えたいの町。紙問屋の建物や蔵などの名残を感じさせる町並み
を歩き、土佐和紙の文化・歴史を紹介した紙の博物館を見学。大国さまで福祈
願をした後、清流仁淀川で泳ぐ紙のこいのぼりを会場でお楽しみください。
 日時　5月3日（火）
　　　[いの駅集合：10：15～ 町内をガイド付きでご案内 ～解散12：30ごろ）]
 距離　約5km（全体時間：2時間15分）　
 金額　1,000円（保険料、入館料、ガイド料、お土産付）
申込締切日：4月28日（木）
予約申込、お問い合わせは『いの町観光協会 　893－1211』まで

■いの町観光協会　会則抜粋
第3条　「目的」いの町観光協会は、町の観光資源の育成や紹介宣伝及び観光施設の充実改善
を図り、観光事業の振興及び産業の発展に寄与することを目的とする。

第7条　「年会費」 正会員（団体）・・・・・・・・ 10,000円　
 正会員（個人）・・・・・・・・・5,000円
 賛助会員（団体・個人）・・・・・3,000円
 ご説明
1．「会員」の区分は、次のとおりです。
　（1）正会員（団体）　いの町で営業活動をしている団体な

ど（法人格は問いません。）
　（2）正会員（個人）　いの町在住で、観光協会を応援して

いただける個人
　（3）賛助会員　　　 いの町外在住で、観光協会を応援し

ていただける個人・団体
2．年会費の約半分は「会員特典」として還元し、残りは協
会の事業費に充てます。

3．「会員特典」の内容は、次のとおりです。
　 （1）正会員（団体）
　　①町観光協会のホームページでのご紹介：名称、写真など
　　②町観光協会の印刷物でのご紹介：名称、電話番号など
　　③特産品などの配布　　
　　④施設割引券などの配布
　　⑤いの町の催し情報の送付
　（2）正会員（個人）　①特産品等の配布　②施設割引券な

どの配布　③いの町の催し情報の送付
　（3）賛助会員　　　 ①施設割引券などの配布

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

いの町かみのひな祭り

■観光・交流のご意見や、町のアピールにつながるアイデアなども、是非お寄せください。



いの町観光協会からのお知らせ

いの町観光協会　会員募集！！

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145
　893-1211　　893-1205

連絡及び問い合わせ
季節の情報や、最新イベント情報などは下記のHPでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログも見てください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

いの町　観光 検索 クリック♪

生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　 8：30～17：15　　893－1922
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

ワード応用コースは、2013ワード問題集を使
用し抜粋した問題を解きながら学習します。

ワード2007～2013入門コースは、文書
作成ソフトであるワードソフトの基礎を学習
します。表現力のある文章や表の入った文
章、図を入れた文章などの作成をします。

Windows操作・印刷からワード・エクセル活
用・アクセス基礎・デジカメ・LANネットワーク
基礎・インターネットとメール・etcの相談室で
す。（C言語やVBAなどの言語関係・CAD（図
面ソフト）は除く。）そのほかの内容について
は、予約のときに相談内容をお願いします。

パソコン教室のご案内　5月開催予定講座

 5 月
予 定 表
各コース　定員：10名

5月締切日：4月25日（月）17:15
主　催：教育委員会事務局（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：伊野公民館

申込方法

再受講などで、テキストをお持ちの方は、
申込時にご連絡ください。

注

パソコン個別相談室

ワード応用コース

インターネット入門コースは、初めてインター
ネットに挑戦してみようとされる方から便利な
ページを紹介し活用方法まで行います。

インターネット入門コース

ワード入門コース

エクセル2007～2013入門コースは、表計
算ソフトであるエクセルソフトの基礎を学習し
ます。エクセルでの文字や数字の入力やグラ
フ作成、計算方法の基礎を学習します。

エクセル入門コース

エクセル応用コースは、2013エクセル問題集
を使用し抜粋した問題を解きながら学習します。

エクセル応用コース

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

予約がない場合は中止します

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
エクセル入門　使用ソフトExcel2013（基礎を学習）

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円
Excel2013用

5／  8（日）

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
パソコン個別相談室

パソコン個別相談室
※VBA＆CADなどは除く 受講料 1,000円

5／  7（土）
5／21（土）
5／29（日）

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,296円
Word2013用

5／14（土）

ワード入門　使用ソフトWord2013（基礎を学習）

申込1件1時間以内
10:00～16:00

無線LAN
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
インターネット活用（便利な活用を学習）

10:00～15:00
4時間持込講座
昼休1時間含

受講料 2,000円
テキスト    300円 5／22（日）

2F
第3会議室

2F
第3会議室

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,080円
Word2013用

5／15（日）

ワード応用　使用ソフトWord2013（基礎を学習）

2F
第3会議室

2F
第3会議室

Office2007～2013
使用可能パソコン持参

開催時間 受講料ほか 5月日程 会場
エクセル応用　使用ソフトExcel2013（基礎を学習）

9:00～16:00
6時間講座
昼休1時間含

受講料 3,000円
テキスト 1,080円
Excel2013用

5／28（土） 2F
第3会議室

2F
第3会議室

広報いの 2016 4月号  2829  広報いの 2016 4月号

　いの町観光協会は平成18年4月に誕生して、10年目を迎えました。
　いの町の魅力は、全国的にも徐々に知名度が上がってきた仁淀川や海抜約10m
～1800m余りまである自然美のすばらしさ、その他にも歴史ある伝統産業である
土佐和紙など、数多くの素材にあふれています。
　本年度も、いの町の魅力をより多くの人に知ってもらい、来てもらい、楽しんで
もらえるよう努めていきます。
　我々の考えに賛同していただき、いの町の発展、交流人口の拡大にご協力・ご

意見をいただける協会の会員を募集しています。是非ともよろしくお願いいたします。

紙のこいのぼりに合わせて、いの町をもっと知ろう♪
仁淀川　かみのこいのぼりと神紙をつなぐ道
　土佐和紙で栄えたいの町。紙問屋の建物や蔵などの名残を感じさせる町並み
を歩き、土佐和紙の文化・歴史を紹介した紙の博物館を見学。大国さまで福祈
願をした後、清流仁淀川で泳ぐ紙のこいのぼりを会場でお楽しみください。
 日時　5月3日（火）
　　　[いの駅集合：10：15～ 町内をガイド付きでご案内 ～解散12：30ごろ）]
 距離　約5km（全体時間：2時間15分）　
 金額　1,000円（保険料、入館料、ガイド料、お土産付）
申込締切日：4月28日（木）
予約申込、お問い合わせは『いの町観光協会 　893－1211』まで

■いの町観光協会　会則抜粋
第3条　「目的」いの町観光協会は、町の観光資源の育成や紹介宣伝及び観光施設の充実改善
を図り、観光事業の振興及び産業の発展に寄与することを目的とする。

第7条　「年会費」 正会員（団体）・・・・・・・・ 10,000円　
 正会員（個人）・・・・・・・・・5,000円
 賛助会員（団体・個人）・・・・・3,000円
 ご説明
1．「会員」の区分は、次のとおりです。
　（1）正会員（団体）　いの町で営業活動をしている団体な

ど（法人格は問いません。）
　（2）正会員（個人）　いの町在住で、観光協会を応援して

いただける個人
　（3）賛助会員　　　 いの町外在住で、観光協会を応援し

ていただける個人・団体
2．年会費の約半分は「会員特典」として還元し、残りは協
会の事業費に充てます。

3．「会員特典」の内容は、次のとおりです。
　 （1）正会員（団体）
　　①町観光協会のホームページでのご紹介：名称、写真など
　　②町観光協会の印刷物でのご紹介：名称、電話番号など
　　③特産品などの配布　　
　　④施設割引券などの配布
　　⑤いの町の催し情報の送付
　（2）正会員（個人）　①特産品等の配布　②施設割引券な

どの配布　③いの町の催し情報の送付
　（3）賛助会員　　　 ①施設割引券などの配布

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

いの町かみのひな祭り

■観光・交流のご意見や、町のアピールにつながるアイデアなども、是非お寄せください。



広報いのは再生紙を使用し、
大豆インクで印刷しています。

1歳6か月児健診、吾北・本川乳児健診は個別に通知します。

保健行事予定表 4/11～5/10
4月１日～10日の予定は広報3月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
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内　　容 日　程 場　　所 受付時間
4/12（火）
4/19（火）
5/10（火）
4/21（木）
4/28（木）

おやこっこたいむ
（育児相談）

1歳6か月児健診
吾北・本川乳児健診

天王コミュニティセンター
総合健康センター（ぐりぐらひろば）
枝川コミュニティセンター
すこやかセンター伊野
吾北中央公民館

9:20～9：50

13：00～14：30
13：30～

4月

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。

 ● 総人口　24,039（24,515）人
 ● 男　性　11,467（11,668）人

 ● 女　性　12,572（12,847）人
 ● 世帯数　10,769（10,831）世帯

（住民基本台帳人口による）

平成28年2月末日現在（　）内は前年同月末日

いの町上下水道組合    090－9555－6246

いの町の人口

上下水道休日当番

5月休
日
当
番
医

3（日）
10（日）
17（日）
24（日）
29（金）

森 木 病 院
い の 病 院
WESTほね関節クリニック
仁 淀 病 院
さ く ら 病 院

893－0014
893－0047
850－8811
893－1551
893－5111

893－0047
893－5111
893－1551
893－0047
893－0014
893－3111
891－6678
893－1551

1（日）
3（火）
4（水）
5（木）
8（日）
15（日）
22（日）
29（日）

い の 病 院
さ く ら 病 院
仁 淀 病 院
い の 病 院
森 木 病 院
山 内 内 科
天 王 診 療 所
仁 淀 病 院

2 0 1 6
No.139

4

今月の主な内容
P.2　  教えてマイナちゃん！　マイナンバーカードについて
P.3　  後期高齢者医療制度の手続きにおいてマイナンバー（個人番号）の記載が必要です
P.4　  南海トラフ地震に備える事業について
P.6　  消防団員募集中
P.8　  第22回　仁淀川紙のこいのぼりを開催します
P.8　  いの町メール配信サービスについて

5月4月

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

4/28（木）乳がん検診・
子宮頸がん検診

勝賀瀬小学校
旧神谷中学校
波川公民館

8：00～
10：00～
13：00～

※健診：特定健診、30歳代健診、がん検診（胸部・大腸・胃）
※健診は1年に1回、乳がん検診・子宮頸がん検診は2年に1回となっています。

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。
電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日8：30～17：15）に、ほけん福祉課（　893－3811）
までお申し込みください。
ハガキの場合は、本誌に折り込みの「健康ガイド」に入っているハガキで、平成28年度の各会場での
特定健診・30歳代健診・がん検診の申し込みができます。電話申込受付開始日の1週間前までに投函
をお願いします。

固定資産税　全期納付　１期

今 月 の 納 税

健
診
・
が
ん
検
診

内　容 日　程 場　　所 受付時間 電話申込受付期間
健
診
・
が
ん
検
診
申
込
受
付

5/11（水）
5/16（月）
5/18（水）
5/19（木）
5/20（金）
5/27（金）
6/  1（水）
6/  2（木）
6/  3（金）

6/17（金）

健診

乳がん検診・
子宮頸がん検診

勝賀瀬小学校
旧神谷中学校

天王コミュニティセンター

波川公民館

枝川コミュニティセンター

天王コミュニティセンター

8：00～  9：00
8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～10：00

8：00～

4/11（月）～ 4/15（金）
4/18（月）～ 4/22（金）

4/18（月）～ 4/22（金）

4/25（月）～ 5/  2（月）

4/25（月）～ 5/  2（金）

5/  9（月）～ 5/13（金）


